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｢カ ンタ ･ モ ルゲ ン+
干暁飛
は じめに
こ のイ マ カ ン ｢カ ン タ ･ モ ル ゲ ン+ は､ ホ ジ ェ ン族 の尤金良氏が ホジ ェ ン語 で 語 っ たもの を
テキス ト化 した もの で ある｡ 早く にテ キス ト化 にとりかかり ､ 不明 な点を尤金 良氏に再確認 し
始めて い た ｡ しか し ､ 別 の イ マ カ ン ｢シ タ ･ モ ル ゲン+ を採録 して からは ､ そ の テキ ス ト化に
お われ ､ ｢カ ン タ ･ モ ル ゲ ン+ の 再確認が進んで い なか っ た｡ 尤金 良氏は ､ 20 0 3年に逝去され ､
こ の イ マ カ ン の確認が で きなく なっ たo 今回 の テ キス トは ､ 尤金良氏 の 従兄妹の 尤翠玉氏 に協
力をお願 い して 確認 し､ 完成 したもの で ある｡
1 . 謡手 と採録時期
｢カ ン タ ･ モ ル ゲ ン+ の 採録は ､ 19 99年 の年末か ら2 00 0年の 年始約 1 0日間 ､ ハ ル ビ ン の 尤
金良民の 自宅 で行な っ た o
尤金良民 は ､ ホジ ュ ン族男性 (2 00 0年初 6 8才) で ､ ｢シタ ｡ モ ル ゲン+ の謡手で もあ る｡
現存する最後のイ マ カ ン謡手であ っ た ｡ 果報江省放送局 が ｢最後の イ マ カ ン歌手+ と い う番組
を企画 し､ 収録を予定だ っ たが ､ 尤氏は 2 00 3年 5月 2 0日 7 2歳癌で急逝 した ｡
2 . 確認時期と確認者
2 00 4年の 夏と ､ 2 0 05年新年の 2 回に分けて ､ 街津口 の 尤翠玉氏 の自宅で確認作業を行 っ たo
尤翠玉氏 は 192 7年 (兎年)旧暦 8月 10日に生 まれ ､ 2 00 4年当時7 7歳､ 現在ホ ジ ェ ン語 を話
せる第 一 人者で あるo 彼女の 父親は尤金 良民の 父親と兄弟で ､ 尤志賢氏 の 妻は双 子 の 姉妹 の姉
である ｡ 尤翠玉氏 の話で は ､ 結婚 して 夫の 母と
一 緒に暮 したが ､ 夫の 母は漢語が できずホジ ェ
ン語を使う しかなく ､ その た め完全なホ ジ ェ ン 語を覚 えたo 同時に夫の 母 からホ ジ ェ ン族の 生
活､ 習慣などを習い ､ 獲物の皮 ､ 魚の 皮で服を作り ､ 山菜の 採集 ､ 魚肉獣肉の 調理 と保存等生
活の技術 を習得 した ｡ 今で も魚の皮で服を作る｡
尤翠玉氏 は ､ 尤金良民 の録音を聞い て ､ ｢子 どもの 時､ よく河の 北に柴を刈 りに い っ た ｡ 夜 ､
お爺さん連は 一 緒にな っ て ､ イ マ カ ン を謡 っ て い たo 謡 い 方は尤金良氏の ように ､ 謡 っ たり語 っ
たり して い た｡ 内容は狩猟 ､ 漁と英雄の 話だ っ た+と語 っ てくれ た｡
｢カ ン タ ･ モ ル グ ン+ の 前半の確認作業は ､ 2 00 4年 9月 2 日から6 日にか けて ､ 後半の 確認
作業は 20 0 5年 1月 3 日か ら 7 日にか けて行 っ た｡ 尤翠玉 氏は 7 7歳で風邪を こ じらせ肺炎にか
かり点滴治療中で あ っ たが ､ 作業に協力して くれ た｡ 尤金良氏の 録音を聞きすぐに中国語で意味
を言っ てくれた ｡ 尤金良氏 の発音の 間違 い を指摘 した り､ 意味の 通じな い所を訂正 した ｡ 今回イ
マ カ ン ｢カ ン タ ･ モ ル グ ン+ の テキス ト化が行 えた の は､ 尤翠玉氏 の お陰で ある｡ こ こ に感謝の
意を表 した い ｡
3 . ｢カ ン タ ･ モ ル ゲン+ の 伝承に つ い て
イ マ カ ン ｢カ ンタ ･ モ ル ゲ ン+ は ､ ｢同江市ホ ジ ェ ン族尤金良民が ､ 小さい 時伯父の イ マ カ ン
歌手尤貴連氏が語り歌 っ たもの を､ その 印象と記憶を元 に 199 5年夏に ､ 記憶を整理 して漢語で
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書 い た+ と漢語版 ｢攻特英日根+ に附記 して い る｡ 今回は ､ こ の漢語版の ｢攻特英日根(カ ン タ ･
モ ル グン)+ を元 にホ ジ ェ ン語 で語り謡 っ たも の を､ ホ ジ ェ ン 語の ままテ キス ト化 したも の で あ
る｡ 漢語の表現とホジ ェ ン 語 の 表現を比較して みると ､ 説明的平易なホジ ェ ン 語の 表現にな っ て
い るとこ ろが見 られ る｡
1 930年代に凌純声氏が採集 した ｢葛門主格格 (ガメ ン ジ ュ 娘)+ と ､ 尤金 良民 の ｢攻特英日根
(カ ンタ ･ モ ル グン)+ と比較 して みると､ 内容は殆 ど同 じである ｡ 主人公 3人の名が下表の よ
うに相違 して い るだけで ある｡
攻特英日根 葛門主格格 注
攻特 Ea nte 阿麻奇吹 Ama cika n 主人公
索粒克Solaki 葛門主 Ge m e nju 狐仙 ､ 主人公 の妻
安特Ante 多額攻 Do rka n 主人公 の親戚 (兄)
他の 登場人物28名 の名 は同じである｡
｢葛門主格格 (ガメ ン ジ ュ 娘)+ には ､ 謡はなく ､ ｢攻特英日根 (カ ン タ ･ モ ル グン)+ には謡が
ある｡ 凌純声氏 は､ ｢採集 は内容を主と して ､ 謡は採録しなか っ た+ と記 して い る｡
これか ら､ 尤金良民 の ｢攻特英日根+ の成立 を考えて みると ､
①
②
③
尤金良氏は小さ い ころ尤貴連氏のイ マ カ ンを聞い た ､
恐 らく主人公 の名前はカ ン タ ､ ソラカであ っ た ｡
しか し ､ 話 の 詳細は ､ 覚えて い ない ｡ 印象だけ記憶にある｡ もし､ 主人公以外 の 登場人物
28名 の 一 部 の名前が別 に記録して あ っ たら ､ き っ と名前が異なっ て い ただろう｡
④ 凌純声氏 の ｢葛門主格格+ には ､ 謡は記録され て いない ｡ 尤金良氏は この物語に ､ 謡 の 部分
を つ けて脚色 し､ イ マ カ ン を復元 した と思われる｡
⑤ 今回 ､ 漢語版の ｢吹特英日根+ を元 に､ 実際にホジ ェ ン語 でイ マ カ ン を演じた｡
凌純声氏も 1 93 0年代に採集 した 19編の 物語 (イ マ カ ン とは呼んで い ない)の 内､ 1編 ｢ -
新薩満 (イ - シ ン ･ シ ャ ー マ ン)+ は ､ 満州語 で書かれたもの を見ながら語られたもの で あ
ると記して い る｡
尤金良氏は既に逝去され たの で ､ 確かめる術はい まない ｡
4 . テ キ ス トの 表記法
テキス トの表記で使用 した文字は､ 下記の母音と子 音で ある｡ 子音の発音方法は下表に示す｡
母音 : a i u e o
子音 :bp m f dt nlgkx r ngs cyw
両唇音 歯茎音 歯茎音 後部歯茎
普
そり舌音 軟 口蓋音
破裂音
破擦音
無気 b a S J J ど
有気 P t C C k
鼻音 m n ng
摩擦音 f S S Sy Sy Ⅹ
流音 1 r
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5 . テキ ス トの形式 と注釈に つ い て
① テキストの形式
ホジ ュ ン語の表記は ､ 筆者が提案した表記法を用 い て書いたo
第 一 行目には ､ ホジ ェ ン 語 の耳章を書き､
第二行目には, 日本 語の 訳を つ けた｡
第三行目には､ 尤金良民 が ､ ｢伊掲均 (上巻)+ に発表 した漢語 を併記
したo
(必ずしも ､ ホジ ュ ン語の 中国語訳 にはなっ て い な い)
②脚注
訂正箇所 と注釈箇所は ､ 本文の ホジ ェ ン 語を四角で 囲い 番号をつ け ､
ペ ー ジ下に注釈を入れ たo
脚注 に現れ る A は諸手尤金良民で あり ､ 馴ま今回テ キ
ス トを確認 して くれた尤翠玉氏 で あるo
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･rgi
. 也
そ して フ ァ カ シ シ ヤ ー マ ン 娃 そ の 机 の側に 4 つ の角を
ei s enkeli･ w e
ダズ香草に
Ea nte nia ni･ m e ni
カ ン タに
aji saktul
よく 全部
tayo
･Ⅹo血 t 血 ele
火を つ けた｡ そ して
eyi te rgele titi
･
rgi
･ki血
こ の 神の 衣を 着たo
ya jake- w e btl･ Ⅹei Faske sa m e n血a ni･ m e血
種々 の神具を 渡 した o フ ァ ス カ シ ャ ー マ ン は
tako･rgi
･i血 tuin ele
準備 した｡ そ して
Ea nt,e ta ntele･ mi deriu･Ⅹen
カ ン タは 打ち は じめた Q
eyュ らa Ⅱ1a n
こ の シ ャ
ー マ ン 壮
eyュ gu
l 血
こ の鼓を
tantele･ mi ta n土ele･ mi tadu
打ちながら 打ちなが ら そ こ に
tadu xesu ･r e tlrke n･ w e e nd uli x e su･re
そ こ で 祈る 山の 神に 言うo
謡(3)
Ⅹelila a x elilala x elila x elila a x elala xeleixela x elei
s a man e ndtli
シ ャ ー マ ン 神
S eu n-S l
貴方 の神霊
ⅩOn31 e m e
‾rgl
‾ r O
すぐ 来てください ｡
mindu beyi
･1e e m e･r o
我に 身 来て下さい ｡
s am e n
'
m e x o nji mi mi beyi･1eyi e me･ ro
シ ャ ー マ ン 神力 すぐ 我の 身に 来て下さいo
x eleix eleix elix elix elei
mi血･ w o nia血 ･ m e ni saktul sagdi sa m a n
我に 彼を 皆 偉大な シ ャ ー マ ン に
dao･ knne･ ro gerbi･ki
させたまえ｡ 有名に
da･ktln e･r O
させ たまえo
a miski buti･ 如1u n s aktul un kn･ni
以降 我ら たち 皆 病
Ⅹelila xelala x elela x eleixeleix eleix elei
tuilemi gulu n sa m an end ul i
そ こで 個 々 の シ ャ ー マ ン 神
furkt1･ mi
銑び ながら廻り
ti
･ w eni
そ れを
mi ku r e･ r e
膝まずき ､
ayi
-ji takt1･upi
よく 治 っ たo
s aktul e m e･rgi
皆 来た｡
tui e nd ul ie me.r e s aktnl ga]1
･I･gi･ r e
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神が 来て 層
a a x e地 Ⅹalih
e nduli gaji･rgi･ r o
神が 持 っ て こ い o
寄終
ala ng(3)
Ⅱ1aCi･ li bi･kile Faksi s a m e n
少 し すると フカ シ ･ シ ャ ー マ ン は
f由曳t1･ mi deri11･Ⅹe n
跳び舞た o
持 っ て こ い ｡
y山
･rgi tuin ele ei der e sulia
立 ち上 がり そ して 卓の 西側 を
e m ergeji 免汀ku･ mi
一 方 で は 跳びながら
yox o n gulu n
･ ni s agdi xa x a a Be n
村 の 人 老人 男 女
e m erg 句1
一 方 で は
s aktul e m e･1e
皆 きて
t血 emie si Faske s am an e m ed ulia n･yinin
そ して フ ァ ス カ シ ャ ー マ ン は 半日 (二三日)
Ea nte tuilemi eyi de re e nduli gele n甘1 u n
･du
カ ン タは そ して こ の 神卓の神仙 たちに
Seu n
一 皿 Xe em e
‾ rSyen
神が こな い .
tuin emi gulun nio
そ して みんな
ei xite ai s a m e n nio kata n de a n ci
Ⅹes u ci･1e
祈 っ た ｡
isik11i yicikiciene
･1e n
子供も 見にく る｡
furku･ini
跳び舞う｡
miak11r e･ 皿i bi･ren
脆い い る｡
Ⅹe suci･iti
言う｡
u Ⅳ止a mi
｢こ の子は 良い シ ャ ー マ ン 有能で ない ｡ どうして
so un
･ ni e m e･r伐 n Fa m e fhksi
神が こ ない ｡ どれだけ 有能か (全然有能でない)0+
tuile ni
そ して
t(∋in eile
そ して
tule･8ike
外 辺
Ⅹa nte
カ ンタ書ま
n a ci bi･ r e n.d ule
少 し 経 っ たとき
s oym
･ 血 e m e･Ⅹe n
旋風(s oyh)が 来た｡
eyi n rke
･
m e n jule･e rge e me edin
そ の 門の
kere･dtlmi
付近に
tni edin･du
そ の風に
南から 一 陣の 風が
ekeciguida mi
こ んなに長く
e m e･Ⅹe n. Odin e m e･le
来た o 風が きたo
edin odi da･ Ⅹa n
風が 止 ま っ た｡
fu hgi
･ mi te･rgi
･
ni yili
･ki d
吹かれて 起き 立ち上がると
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eyi Faske s an en a mi･1e goro
･d uleni
そ の フ ァ ス カ シ ャ ー マ ン の 後ろの 遠くで
esi Ka血 e s e un e n e･Ⅹe n
今 カ ン タに 神が 来た｡
esk ul igerbiluki
大変 有名な
furhl. mi deri11･Ⅹe n
挑ぴ跳ねた ｡
saln a n da･ Ⅹa ni
シ ャ ー マ ン に な っ た .
tuin ele aki-mi Ante esk ule agdenele
･
mideriu･ Ⅹe n
そ して 兄 ア ン タは 大変 喜んだ ｡
# (4)
Ⅹ£血1a x alila x ehla x aleixeleix elei
eyl S a 皿 e n SOun
● m em e
'Ⅹe n
シ ャ
ー マ ン 神は 来た ｡
Kante u ruken･d ule bix a n･d ule
カ ン タは 山に 野外に
Ⅹalila x ahlala x aleix a x alei
eyimi miu ruke n-dule x uli･ Ⅹe ni
こ の 日 山に 行 っ た ｡
u rke n･d ulemi s aktul
山に
e m ade w a･ke ci･ mi
いく つ か 狩り して
Ⅹaleix aleix aleix axalei
tuileni bei･ji ya･ w e
w a･ke ci en e･ Ⅹe n
狩りに 出かけたo
Ⅹ山i･e n e･ ni
行 っ た ｡
de bake･ ni
も 取れる｡
u rke n･du
そして 弓で なんでも 山で
w a
･kele e n e･kimi e m e･ rki- ni
狩 っ て 帰っ た｡ 帰 っ た｡
t山e eyia m e
こ の 一 年
t mken･d ule
山に
orokte s ail;ul
春草 皆 芽が出て
tt血tlti･1e bix a n･d ule w a･ke ci･ Ⅹemi
の ぼり 狩りをした｡
tuilemi e me･ke n e me･kende w a･keci･ mi bake･cin
そ して 一 つ 一 つ も 獲れ なか っ た｡
9 bake･ Ⅹe ni bake･yini拾う､ Bが修正
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a一 -
tuin emi em e･rgi
･ mi de e m e･rgi aki
･ niyi
帰 っ て 帰っ て 兄
oni yiciki
･
yim Ⅹaleji･ mi deriu ･Ⅹe n
ど の ように 見ても 恥 じた ｡
Ⅹeleix eleila x elele
eyiculake jap･kere･d ule ni
河 辺に沿 っ て
m o血｢由 o roktu ･ w e jefe･1e
馬按 革を 食 べ
m olin･ ni ta･du
馬を そ こ で
n nke o mi･le
水を 飲む｡
ⅩaI止e x ebeli･ 血 j¢m e･ Ⅹeyi
カ ン タ 腹が 餓える｡
gulu gulu
･ lijem e･ Ⅹeyi m a nggele- x e
グル グル 餓える た い - ん に ｡
Ⅹeleix eleix elei
tu hemie m e u ruke n･jap-kete･dumi
- つ の 山の ふ もと
m O
-
W e m a Clga]r re
柴を すこ し 取り
tayo
･x o ni
火を つ けた ｡
m o･ w e tayo
･ mi ulB e･ W e
木を 燃や し 肉を
kinda･ Ⅹami
放 したo
m aci
･
w e syolo n
･
mi jefb.x e ni
少 し 焼き 食 べ た ｡
Ⅹaleixaleix alelala x ax alei
m o u rken eu･ rgi
･
imi m uke- w e m a ci omi uls e･血 jefe･ Ⅹe山
林 山 流れる 水を 少 し 飲み 肉を 食 べ
mia ni･ m e ni edu afin e･ mi derit1･X e n
彼は そ こ に 眠 っ た ｡
Ⅹa x aleix a x alleix alei
m olin･ 血 yalu
･
yi m o
･d mi tire ngku
･ ni niami･ m e血 afin e- mi
馬に 蘇る駿を 枕に 彼は 眠り
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esi feci･ke ni
今 疲れて
to rti
･
Ⅹe ni
夢をみた｡
afin e･ mi eskn li m a ngge
･ji a丘n e･Ⅹe血
眠り 非常に ぐ っ すり 眠 っ た ｡
tor亡i･Ⅹe血 yi皿jake 七o rte･ Ⅹe血
夢をみた｡ 何か の 夢をみた｡
e m e edin e m e･ Ⅹe n e m e･1
一 陣 の風が きた ｡ 来た｡
tnilemi 血a血･kere･dumi
彼 の 辺 りで
ya yale yale
･ mi doldi･ mi dam n ete･r sye n
何かを 聞いが ただ 仕 っ きり しない ｡
t 血 emi miami･ nilemittlO･ ni
彼 の 上に 火が
yila njale n
-
gu 印 da guguda
-ke cidegde
･ mitayo
･1e
三 丈 高い 飛んで 燃えて
bia u siakte e rgen
･dule･ mi ba･1e x urku ･ mi degde
-1e
月 星 そばで 空に 舞いながら 飛ぶ｡
Ⅹeleix eleixelelala x eleixelei
血a ni ylS ale
･
yl
彼 の . 目が
degede
･1e yicicile
･Ⅹeni
(火が) 飛ぶの を 見た ｡
tuineminiami eyiOdin jule･ e rge･ji
彼は こ の風 南から
niami･ m e ni ker e･ m e ni xo rlji
彼 の . すぐそ ばに
tui･n e minia ni･ m eni dill-I n e ni
彼 の 頭が
e m e‾ Ⅹe l
来た ｡
皿 ang ge
-
】1 fu 1ig-芝e n
はなはだしく 吹いた ｡
degde
･ mi
飛ぶようで
nikte･ ni t mi mis en e･tl･kun e･匡壷軒o
頭髪は 目覚めさせた o
x elei x a x alei xau ala x elei
nikute･mi degede
･ mi dili･n s e n ede ku n e･ 由 11
髪の 毛が 飛ぶ ように吹かれ 頭が 目覚めさせられた｡
10肯定過去形であるが ､ ｢cien+ 否定過去形でない と意味が通 じない ｡
11肯定過去形であるが ､ ｢den+ 否定過去形でない と意味が通 じない ｡
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Ⅹelei
諦終
ala ng(4)
eyim a cibi
･r e n･d ule血 圧a nte eleke･ji 島e n e-rgi･i血 yisale･yitu ra･kiniyicici･ Ⅹen
少 し 経 っ た 間に カ ンタは 徐 々 に 気が つ い た｡ 眼を 開けて 見た｡
eyi kere
･dⅦ 並e n e n ax an･d11 uisiki･dtl dud ule･ mi bi･r e n
こ の そばに オ ン ドル の 上に 横にな っ て い る｡
e m e Adigia n xuls e
一 枚 の赤い 布団が
血ani 血1e n･ ni･d11midasi･ Ⅹan, Ⅹe rgele cila n s ektu
彼 の 上に 被せ ､ 下に 藍色の 敷き布団o
ay1
･
]1 yici
･kimieiu mka mi
よく見ると どうしてか
eiyaleke re
･d 血
こ の 近くに
e m e as en xite glljik ule a s enxite dedu te･ r e bi･r e n
- 人 女 子 美 しく 女 子 娘が 座 っ て い るo
eyi dedu eyi site e m ejtla njak un uy un keci
･
ni
こ の 娘 こ の 子 は 十 八 九 位である o
eyi ferxi n a x a n
･dumiⅩa em e orin se･ke cibi･r e n e m e a S e ndedu
北 の オ ン ドル に
､
また 二十歳位 の - 人 の娘が い るo
dedu b al di･ Ⅹe nigtljikuli
娘は 美 しい ｡
eyi beyi
･ 血 ker e･d mieyi dedu
自分の傍に いる 娘は ､
Ea nte 8e n e･rgi
･
r e x on5i em e damixin bu ･Ⅹen
カ ン タが 目覚めると す ぐ タバ コ を あた えた ｡
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tui･ n emi eyi da mixin tou･1e
そ して タ バ コ を の せ
Ka nte e m eyilga ca
･ w e
カ ン タに 野菊花 茶を
esi fuzEi･ki
北側の
eyidedtl
こ の 娘は
nia血 Ea nte･du b111 Ⅹe n.
彼 に カ ン タに 与えた｡
nia血･d 血 omi･kt m e･Ⅹe ntotl･ Ⅹe n
かれ に 飲ませ 茶を注いだ ｡
n a ヱa n Site a se n sitededu
オ ン ドル の 娘は
ekeci un aka mie n e･ Ⅹemi
こ の様に 一 寸 来て
m o rgen akini
モ ル グン兄
Ⅹangke
･ mi te. rgi･1e
怒 っ て 立ち上 がり
eyi Ea nte
カ ン タに
eyl u naka mi e m ego ni
･Simie
どの して 心配するの ?
ⅩeSu
･i mieyisaktul buda ulu･Ⅹe n
と言 い 飯を 作りに い っ た｡
tuin e m a ci bi･re S aktul buda
少 し 経 つ と す べ て 飯
t血ele eyijulu
そ して 2 人
ata n･a
ⅩeStrl m
言 っ た｡
eyi dedu solaki
私は 狐ですよ｡+
Solgisaktul ga]1
･Ⅹe n
菜 す べ て 持 っ て来た o
12 Ea nte dedu
強 い カ ン タと 娘は
eyュyila n a rki o miodi･r e
三杯酒を 飲み
yilan a rki da o
･
Ⅹe n
三杯 酒 を 注い だ｡
ayュesk 山iagde n e
･
mite･ rgi
大変 革び 座り
esi eyi dedu ja ri･ mideriu ･ Ⅹe n
今 娘は 歌い始めたo
請(5)
Ⅹelilala x el丑a x emi1ala x enix elixelixeni･ ･
buti jule
私達 2人は
jule sagdi･guhm ･ m e e血badt1
前世の 2人は 一 緒 に
baldi･u ･k un e･ ni
住ませられてい た
ⅩeSuC1
一
Ⅹem
と話 した｡
Ⅹemi min lein elex e nile･ ･ Ⅹele -
m Orgen age
モ ル グン兄
sin主 mi血 keI℃･d 血
あなたは 私の傍に来て
12ka nte をkaten とい い聞達うo
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e n e- ∑e n
行 っ た｡
arki･ w ebtljulu e mbadu ayi･ji血 o m l't n
酒を 2人で 一 緒 に お い しく 飲む｡
Ⅹe 血 Ⅹe nin ele x elele xelei
･ ･
Ⅹemi
- Ⅹe 血 a
gugtlda gtlguda ke ciayi
･jiagde n e･ mi btltiedi･a s e n･jibaldi
'
ur e
非常に 非常に よく 喜んで 私蓮は 夫婦に なる
edi･a s e n･ke cibaldi･uyi
夫婦に なる
eyュa mi
･ sikiedi･ a s e nda･Ⅹa oyie
これ以後 夫婦に な っ た｡
Ⅹe m n a X e m n a n a X e m m X e m
…
edi･ a S e n･ke ci da･Ⅹa oFie
夫婦に なる
謡終
ala ng(5)
Ea nte m o rgen eyigis un･ w edoldi･Ⅹe由 agden e
･ mijari･ mi derit1- ∑e n
カ ン タ モ ル グン壮 ､ こ の話を 聞い て 喜んで 歌い始めた
諦(め
Ⅹeli1ala x elila a x elila･ ･ Ⅹelei
dedu gege simi 皿 1n r W e
娘さん 貴方は 私の
gisu n･ m ei doldi･r o
話を 聞い てください ｡
si mini･ w e 囲 13 Ⅹala ･ki bie sik ul it axele･ yi
貴女は 私と 結婚し 一 族 になる 私も 同意 します｡
Ⅹelile e x elilala x elila x elila x elila
sini oni x es u･kisi bi
･ mi oniayi]
'
i.dedoldi･yi
貴女が何を言お うとも, 私は す べ て良 いと 聞く｡
Ⅹelix ele x elile
bⅥtij血 もa･七山e
私達 天に向か っ て
e mbadtl ga告e afu
･
yi
一 緒に - 緒 に 戦 い .
1S結婚するは gia Hte
･
Ⅹeti､ B が補足
miakur e･ye
ひ ざまづき
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btlti e血badtl ayiうi sindolo g qjik uli･ si agden e･ yi
私たちは 一 緒 に よくあなたが 美 しい こ とは 人をよろこ ばせ る｡
ntm o e血badtl edi･ a s e n･ke ci
私たち桂 一 緒 に 夫婦に
ayi
･ji o ron
･d ayi
･ji b al di･uye
末永く 幸福に 暮 らそうo
x e山ala x ehlala x elila･ - Ⅹelilala x elei･ ･
e mbadll ayi
･ji baitel lyi
一 緒 に 幸せ に 生活 しようo
讃終
alang(6)
arki omi･r e
酒を 飲み
m a nle X eSll
彼は 言う
eyiKante eyidedu m edele
-
n e担14･du si yabi･re
カ ン タは 娘に 問うた ｢貴女の家ほ
eyidedu, ti dedu ya
･ siki en e･ Ⅹe ni
｢娘に､ あの 娘は 何処 - 行 っ た か ｡
tl n aka mi x ankele･ Ⅹe n
どう して 怒 っ たか｡+
eyi dedll ⅩeS u
･ini m orgen age
こ の娘が 言う ｢モ ルグ ン よ､
どこ にある｡+
eyiesien e
･
Ⅹemidedu bu e血badu bis aktul butin amio
･
ni
今 行 っ た 娘は 私と 一 緒 に 私とす べ て 私たちの郷の人で
miami Song gali feⅨi
･e rge
･du ni G aletLreke n･dmi b al di･r e
彼女は 松花江 北岸にある ガル 山に 住んで い る｡
鼠16 e mbadu adia rn e e mbadu bi･s u yila n a rn ejulu･dule bujuh
私は - 緒 に 幾年 三 年 前に 私達二人
ekin･duitagde
･Ⅹe血
姉と 知り合 っ た｡
nlan 1 Ⅱu n l
‾ W e
彼女柱 私を
tuile mi:由ami･ m e I止 mitiki
女は 私より
s agdi m l m
･ 孤
年上 で 私 の
e汝in x odele
姉と 呼び ､
ⅩtL n如in e･ miⅩe strle bu julu e血badtlbaldi
･Ⅹen
妹と 呼ぶ｡ 私達二人は 一 緒 に 住んで い るo
14 家 (漢語)
15我 (漢語)
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siks edolbt1･ni niani皿 甘ntl･j血
昨日 夜 彼女と私二人は
em e
･rgi
･1ejog･dule ene･dt1
帰る 家に 帰る途中､
eyiG aijn tu eke n･ mi jule一 山 t由1e eyi
ガイジ ン 山の 南に
t 血emi bu x nli･ mi
そ こ で 私たちは 走 っ て
e m e■一e n
つ れ帰 っ たo
isik ul itu a degde
･ r e bi･ r e n
小さ い 火が 飛んで い た｡
tui･1e e m e･Ⅹe n eiedin fusyl血i
･du ni
そ こ - 行き
ekin ti･nio slm ･ W O
姉 は あの人は 貴方が
edu ekin nia血 ･ m e ni hlti･jule
姉 自身は 『私達は
風の 旋回の 中を
m u nu
･1e
私達 の所 -
ditkulin e･ mied ule x erbe･Ⅹe 16
寒 い と心配 し こ こ - 連れてきたo
edi･a s e nda ･r o n e･ mi
夫婦になりた い』 と (言うが)､
tuilemi miami tia x ele･ rsye n
しか し (私は) 彼女に 同意 しない o
tth eminia ni･ m e ni(x e su.inO
そ して 彼女 (ソラカ) は
e m e s止e･ m ele
子 一 人 で
nia ni xa ngke
･
mi
彼女は 怒 っ て
bi isik ul i･d mi a mi e Ⅱi
｢私は 小さい とき
baldi･ 吋
大きくな っ た ｡
e mbadu edi･ a s e n
一 緒 に 夫婦に
m u n ubu ･jule
私達 二人壮 ､
dao･ku m 1･ mi Ⅹe岳u ･Ⅹemi
させられる｡+ と言 っ た｡
da o･Ⅹo n” . Ea Hte m O rgen Xe 血ei x esu
･
r e
な っ た｡+ カ ン タ モ ル ゲン が す ぐ 言う
鮎 17 ia x ele･ Si 帆
r娘姉 (ソラカ) が そ の ように思うなら､ 私も
tuin emi 匡卦9 mia 血 m e lele･ mi
そ して (別) 彼女を
bix a sini･ w e min ･du.
私は 貴女が 私を
dedu xesu ･ini
FE
血
娘は 言 っ た ｢私は
恐れ るなo
止 e ci･ mi
からか っ て
父 母が
e n e
‾
Ⅹe n
行 っ た ｡+
a n Cl.
亡くな っ た B
jule･jalen gnhn s akt山
前世に縁の ある人で
eyiini
- mi e m e･r e e mbadu
｢現世に な っ て 一 緒 に
tia x ele･sye n
そう思わない わけはありません ｡
ⅩeS u- m 1
言 っ て い ると
mia un･JlgOni
･d mi te･keci
go血
･Ⅹei
思 っ た ｡+
ⅩeSu. E el
『心 心か ら 慕 っ て い る』 と 言い ました｡
18 B が意味を言う. それを発音に近い ホジ ュ ン常に直 した .
1丁 一 般 に は､ fujin gege.と い うo B が指摘｡
18 Ⅹo噛i un ake x onji n e･jia をB が修正
19 別 (湊静)ホジ ュ ン語では eji
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n1
誰が
Ea血 e
カ ン タ
Sl 皿- W e
あなたを(からかうもの ですか) o+
七山- n emi yili
･le dedu mle･ w ejafu･ rgi
そ して 立ち上がり 娘の 手を つ かみ
tuine皿i si･du afun･d
すぐ 中庭に
Ⅲ1血ku r e･ mi deriu ･Ⅹe n
頭を下げ祈 っ た o
jafu･rgi･r e
0 s aktul miakure･r e
す べ て ひ ざまつ き
tui･ nemiedi･a 8 e nda ･x a n
そ して 夫婦に なっ た ｡
eyi btldajefe-ku n e･1e
取り 飯を 食 べ 終り､
$ 1 u n X e rg山e n reken
･d ult1
太陽が 下に 山に
b 山in･d 山 yim a x a ekse
･
灯 りを 魚の 油の
a rki o mi･re
酒を 飲み
eu
･
rgi
･ mi deriu ･Ⅹe n
沈み は じめた｡
ba･tiki bal由 ･Siki
天 に向い 天 の 上に
n ale･ji n ale･ji e mbadu
手 に 手を 一 緒 に
tui･ n emi ]ui 血 jultl･n a
そ して 二 日間 二人は
i b ul in･dui tayo
･rgi･r e n
灯りを 燃や し
da min omi･r e 睡連星 辿 之 tui･ n emi julu afin e･kini
タ バ コ を飲み , 話をした そ の ように 二人は 楽 しんだ｡
tu m ake･du nia ni･ m enie m eimi tein e･Ⅹeln a e m ei mi
翌朝と 彼らは
eyidedu xe su
･i血
ダドは 言う
si mi d- w egoniTg1
鼻方が私を思うたら､
一 日 休んだ もう - 日｡
ei･imin dolbe･ni $1m- W
｢今晩 私が 貴方を
3 n ukn･ rgijog･d ule e n e-ki
送ります｡ 家に 帰り
dolbt1･Situi･n emisiks arinda･Ⅹe,
夜まで待ち
JOgづde yilan ･ m ada n mini･ w e
部屋で 三回 私を
血 n･ m ada n x odale･kij血 e m e･i.
と三 回 呼 べ ぱ すぐ 行きますo+
夜にな っ てから
Ⅹodale Solaki
呼べ 『ソラカ
Ea nt¢ n e
カ ンタは また
mi 血･ w e goniTgl
･ rO
私を 思い出してください ｡
Solaki Solaki
ソラカ ソラカ』
m edeleIini
訊ねたo
G aijn yo x on ukiya goro bi･le Solaki xesu･imieyila m e･kere･d mi bi.sia.
｢蓋金 村は どれ位 遠いか ｡+ ソ ラカ は 答える ｢海の近くです｡
望O m olin･duni(馬上) と誤っ た ｡ Bが修正 ｡
21B が挿入
2 2la oke は噺嘘 (漢語)､ Ⅹe stlbi･le の方が良い とB が指摘
28元 mini･ w e(私を)は散り ､ minisini･ w e(私が貴方を) が意味が合う｡
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sini jog･kisi
あなた の 家から
e皿 e m 血geba xulu
- mibi･ r e nba e m e血 geba xult1
･ mibi･ren
千 里 以上 ある｡ こ こ は 千里 以上 ある.+
Ea nte esk uli ya eke ci gor o e n e
･
mi 七山1emi go ni
･1e go nille
カ ン タは 大変 ｢こん なにも 遠くに 来た ｡+ どう帰るか 考え 考え
n a a丘n e･kini tu m akierde Solake
また 眠 っ た ｡ 次 の朝 ソテカが
nainixai Gaijin･ miureken ･kerや･du ni
彼壮 また ガイ'ジ ン 山の近くに
m olin ･miⅩaitadn tokale･ w ejefu･ mi
馬は まだそ こで 土を 食 べ
ylCl
-r Syen
見えなくな っ た ｡
ta
･dtl X aita･du bi･Si
そ こ にまたそ こに い た ｡
m o o r okte
木 革を
jefu･ mi bi･1e
食 べ て い る｡
t1止･ n emiei･ke esk uliayi tolki
･
Ⅹei eyio ni to比i
･
Ⅹei
大変 よ い夢をみた よ い夢をみた ｡
tui
･
n emite･ rgi･ 血i te･rgi･ mi d11 m Olin yaln ･inie n e･ki
起き上がり 馬に 乗り 行く
m olin yalu
-rgi
･lejog･d ule agden e･ mien e･le jo･jule en e･1e.
馬 に 乗り 家 - 喜んで 家に 向か っ た ｡
e m e rge]1 en e
･ mi e m ergeji jari･ mi deriu･Ⅹe n
行きながら 歌を歌 っ た｡
諦(7)
Ⅹeli1a x ehla x elila x elei･ ･ Ⅹelixelei-
mi mi Solaki･ji e mbadu
私と ソラカは 一 緒 に
edi･a S e nbake･i
夫と妻にな っ た｡
e si 8 Sk ul ia x ayi(ayi) a mtek ul i･ji
今 大変 よい 甘く
yila n
･ininbaldi･ Ⅹe n
三 日過 ごしたo
Ⅹeli- Ⅹelila x elei- Ⅹeleix elila x elala x elei･ ･
a S e n- yl m
■ W e
妻 は 私を
e m e tolki･keci
夢 の ようだ
e n e･k un e･ Ⅹe.
行 かせた ｡
bi de a丘n e･ mi
私書ま 眠り
島en e tolki･Ⅹa e
目覚めると 夢だo
Ⅹelila e - Ⅹelele x elin a n a x ele ･ ･ Ⅹelei･ ･
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S e n e一 Ⅹe l
目覚める と
sene
･rgi
･1e
目覚めると
皿e Sike e m e血o da-ki
自分 一 人 にな っ たo
yisale
･
yi yicile
･ki G aijn yo xo n･ke re･dtmi
眼が 見ると ガイ ジ ン 村 の近くに
m olin･ w e yaltr ki xonji jog･d ule ebi･yi
馬に の り すぐ 家に 行く｡
Ⅹelilala xelele xelehle x ele x elila - Ⅹelei
謡終
kekeke
ala ng(7)
e m adi血 bi･Ⅹe n 台yi
数日 経 つ と
KaHte jog･dui e sk ul iayi
カ ン タは 家で 大変
deriu ･Ⅹen tuin emi jo･d ule JO･yl e m e jo
な っ たo 屋敷 の 中に 部屋を - つ の 部屋 を
bi-r o n
い る｡
Solaki･ w egomi
･rgi
･ mi
ソ ラカに 会いたく
ayiji taku･rgi･ mi
よく 修理 し､
tuin ele eyュ jog.du ni m esiki a丘n e･ ni e 皿edolbt1･d ulia n da･Ⅹa ni
家に 自分だけ 寝た｡ 夜中
tuinele eyi Solaki
-
w e
ソ ラカ を
go ni
･rgl
･ 皿i deriu ･ Ⅹe n
思い 出し､
Solaki Solaki Solaki
｢ソ ラカ ソラカ ソラカ
ⅩO HJl em e
'r O
すぐ 来い+
jtle･ji eme edin degde･ mie m e･Ⅹe n
南か ら - 陣の風が 吹い て 来たo
にな っ た｡
gomi
･rgiT e X Od ale
･kimi
思 い出し 呼ぶと ,
g1Stl n
･
mi odi･ c e血･du
言 い 終らない うちに
edin isikuli da･Ⅹa n
風が 静かに な っ た.
eyi Solakia se n
･mi tnke tate･ mi 血･Ⅹe n
ソ ラカ 妻が 戸を 開けて 入 っ てきた ｡
Ⅹebeli･1emi degde
･
Ⅹe n
懐に 飛び込み
tuile e m eda n furku･1e
ち ょ っ と 跳ねて
Ka nte m eifen･ mi
カ ンタ の 首に
``
eyiedi mi migomi
･Ⅹe sia?”
｢ ご主人様 私に 会いたか っ た の ?+
tebele･ miⅩest1･i血
抱き つ き 言 っ た｡
Ea Ⅱte agden ere
. mi
カ ン タは 喜んで
tebeli･rgi
･r eeSikul iagde n e
･
rgi11etuin emi eyi as en･ji x es11Ci･ miafin e･ rgi-又e n
抱 い て 大変 喜んだ｡ 妻と - 緒 に 話をし 眠 っ たo
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t m ki･ni Soh ki e rde
翌日 ソ ラカをま 早く
jo･du bi･ si-d 血 tiokode
家に い るときに 簿 ･も
nia ni go 血
･dule Solaki
e n e･ Ⅹe n doltlbu ･d uleni Kante m esiki
去 っ た . 夜 に カ ン タが - 人
Ⅹodale･ r Sye in akin de s a n e
･ r sye n
･dtmi
鳴かない 犬
go血
･i mi･dui
彼 の 心の 中で ソ ラカ と 思うと
Solaki jula n 甘ke tati･ mi erin･kid
ソラカは ガラと戸を 引く とき
も かまない 時に
bi･ cen･du
少 しも経た ない 内に
agde n e
･ mi Ⅹe Su･r e
喜びながら 言うo
"
eyied ineyiedin si mimi･ w e x od ale･ Ⅹe sia? bi go ni
･ ni si･w e s ai･yi
｢あなた ､ あなた 私を 呼びましたか?私は 心に あなた を 慕 っ て い る｡+
tu止emijulu jo･ ni la okele deriu･Ⅹo n te ayigis n n･ mi
ニ人柱 部屋で 話 しをし始めた o
1aokele･Ⅹeti e sk ul io cikoh･ki
話をする｡ 大変 熱く
ayi dolubu
･nieyi jultl na
｢今夜は 二人は
agde n e
Irgi
･ mi
楽しみ
arkiomi･rg1
酒を 飲み
ayi Solaki ayi 酔 dere･ 血
ソ ラカ は 卓に
sapkituile mi mia血 s olgi
箸を 彼女は 料理も
台yi n e o血 gade
･Ⅹe血
これは どう 買 っ たか､
よ い話をし
ⅩeSu Cl一 Ⅹe n
話 した｡
a止i･ w o omi･le
酒を 飲み
uke ci baite･r e
遊 び 用事をし
agdene
･
rgi
･ mi
楽しみま しょう｡+
saktul ayi t止i
･ nia rkica r ni eyido rubuke
す べ てを 置い て 酒の碗 を 盆を
sak七山 tt血i･ Ⅹe n
す べ て 置 いた｡
Ka Hte gO ni
･
i mi
カ ン タは 思 っ た
eke ci gade
- x emiomi jefe･dui ele- 血
こ れだけ 買 っ て どう た べ れ ば たりるか｡
tuilemi saktul tati.rgi
- r e Solaki e n e･ni n ede･ki
す べ て 取り出し広げて ソラカが 取り出し 置いた時､
m a ci bi･ Sin ･dtldtlde re･du jalun da .kimi
少し 経 つ と 卓 に い っ ぱい に な っ た ｡
a rki甘lse saktul
酒 肉 全て
eⅡle
●
Ⅹ¢
出てきて
t11in emie 8iyqke
･1e 血 ･Ⅹe n･ke ci･ki
今 鍋から 放り出した ようだ｡
別 卓 (漢語)
eyi8aktul o cikoli da
･
r e n
皆 熱 いくなり｡
Ka nte agde n e
･ mieyi iniomi bi
･si
カ ンタは 喜び 今日 これはなにか､
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esik uli asen ln ele o血 de sai･sye nt 血 emi Solaki x ex e･jix e stl･ miagde n el･r e
妻に ｢どういうことだ｡+ ソラカは ハ ハ と突い ながら 喜ぶ ｡
e si mi‾ n emi tLrken･dtde ekecid ult m e b al di･ Ⅹe n ar ne･ 血 1止iabi･r e n
｢これは 山で こ の ように 暮らした 年は どんなに多い かo
eyi血 eyini o血 de xe ya de a n ci tuile mi a rki･ w etate･rgi･le omi 1e･ u ･klm e･ mi
毎日 何もかも ない ｡+ 酒を とりだ し 飲ませ た｡
deriu･Ⅹe n e m eda n s aktd ju nio arki･ we kobtl･kob11 0mi･Ⅹe n
- 慶 す べ て 二人は 酒を ごくごく 飲んだo
tuin emi 1a okele･ki dolubtl･dulia nda･ki a丘n e･iti
話しをし 夜中になり 眠 っ た｡
譲(8)
Ⅹel止ala x elix e x eli･ ･ Ⅹel血1a x elei･ ･ Ⅹa x alei･ ･
Solaki tu n akierde
ソ ラカ娃 朝 早く
血a ni esi a mi･ s辻i
彼女ほ 今 今後
erde en e･x e n tu rge ne
･ mi e n e. l ei.
早く 去 っ た 急 い で 去 っ た.
tu n aki･1e e ne･ r e
翌朝 去 り､
dolebu ･d ule e m e～r e
夜 に 来る｡
Ⅹeleix e血1a ･ ･ Ⅹelei
Ju nio dolebu n･d ule
二 人は .夜
ayiji ukeci･ mi a丘n e･r e
楽 しく 遊び 眠 る｡
Ⅹehla xele -
eyidolebu
.
ni
ある夜
aylll n e u
'
yl
弟 の 家で
arki omi･r e
酒を 飲み
e m eda n Ante Se n●
一 度 ア ン タ の 妻が
jo･ ni･dule ni a se n･du x a･ mi
中で 女の客が
t血 doldi･1e
の が 聞こ える
転萱壷垂6 ayi
不思議だ｡
古 tule･ sikiniu ･le
外に 出ると
x es u･ mi bi･re n
話して い るo
2 6妻が主語なら､ ア ン タが妻に言うことと矛盾する｡ cike n･ini ･ (小便しに) の誤りか ?
26B が訂正 ｡
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A萄
en e
･1e a se n･ s止i x es Ⅵ･Ⅹe ni
戻っ て 妻に 言 っ た ｡
Ⅹele x e血 elei - Ⅹelei
謡終
ahng(8)
tuin ele asen si miu･ w e ayiji
妻に ｢弟を よく
tuilemi eyi as en
･ 血 Nayin dedll
そ して 妻ナイ ンダ ドは､
ylCICl
･
r O O血 bi･ Si
見て こ い ｡ どの ような
ylClrCi e n e
･ Ⅹe ni
見 い っ たQ
Ka ntele jo･dulenie n e･1e 血 ･ 血 ile ng gt1･ji
カ ン タの 家に 行き 窓に 看で
a
-
ileci･1 7
穴をあけ､
ylCl
･ Ⅹe ni e m e a se nte te･1e bi･r e n
中を 見ると 一 人 の 娘が 座 っ て い る｡
tude mi eyi jultl la okele･ mi
二人は 話をし
baitebi･ r e n
事か ｡+ と
arki omi･rgi
･ mi esik ul iagdene
-
rgi- mi
酒を 飲み 楽しんで いる ｡
tuin ele esien e･r e edi･ki akin ･tile x e st1･ Ⅹe n
そ して 今 戻り 夫に カ ン タ の兄に 話 した｡
eyiesi e m e as en site ta
-du bi･r e n
r 一 人 の 娘が そ こ に い る｡
eyi 酔 9 ya ･ m eya o･ji e n e･Ⅹe m
私は 何か 何処から 来たか
tuile mi
そ して
eyュ
-
ge
｢これを
kekeke
(Nayin dedu) Ⅹes u･1m
ナイ ン ･ ダ ドが 報告する
b al di･Ⅹeni 卯jikuli
美 しい ｡
s ai･ Syl
知らない ｡+
Ante･du akin･ni x es u･1
ア ン タ カ ン タ の兄に 報告する ｡
o血 bi･si de 姐i･ 8yen
どの ようにするか わからない
ayi
･jin e･ki de ayi]
.
i
よく 扱い た い o+
27
yaleを Bが訂正
28tuhlSiki(外を) をdujiga･ ni(内に du･siki･ ni)と B が訂正
29我 (漢語)
- 102-
A
萄
第2章
ala 喝 (9)
請(9)
Ⅹelia x elexele x elila･ , x elila x elei･ ･ Ⅹelei xelixele x eli1ei･ ･
Nayin dedtl
ナ イ ン ･ ダ ドが
Ante･tiki xes u･ini tuilemi dolubu n･d ule･ ni
ア ン タに 言う｡ ｢夜中に
t m akami ya ･ji mitl em e･ Ⅹe ni gis un Ⅹes11･ini
何か 何処からか 出て 来て
Ka nte jog･d ule
カ ンタの 家で
話を する｡
a8e nSite dilga n bi･r e n
女 子 の 声が する｡
Ⅹeleixelix e nix elei･ ･ Ⅹe nin a x eli-
eyi
･ke baite omibi･si･du de
こ の 事は なにか
sai.syl eyi
知らない ｡
ya
ー
Jl e m e
･
Ⅹe ni
何処からか 来たか｡
eyi a sen site eyi yox o n
･ke re･du ni yici･ r c e n巨童画o
こ の 女 子は こ の 村の付近では 見た ことがない ｡
Ⅹelei･ ･ Ⅹelilala x eminana xemin a n a x e血 elei･ ･
embadu
一 緒 の娘は
baldi･Ⅹe血 印jikuli ju anjaku n･keci bi･ren
美しく 十 八 位 だ｡
eyi eskulie skuli x e su ･ini b aite･ we
なかよく 話す内に
ylm n yl皿 n ay1
‾
Jl n e
-f e n
日に 日に 深くなる｡
Ⅹeleix elilix eilei -
a mtekuli･keci xesu･ mi
甘く 話 し
ju eli doldi-ini
二人は 聴けば聴くほど
30 B が鋭明o
odi･sye n
終わらない ｡
eli esk uli ayi.
甘 い話だけだ ｡
- 103-
A,
adiyidu n aka 皿i t止e ci
･ mi n e･imi
幾日 どう して 交際し
Ⅹelei
謡終
omi bi･ Si b aite de sai- Bye
今 どうかも 分からない ｡+
ala ng(10)
Ante x e 和･
･
r e(doldi･ r e) eyi go niTgi･kimieyin eu･ki xo nji x odale･ mi･Ⅹon .
ア ンタは 話しを聞き 考えた ｡ ｢弟を すぐ 呼 べ ｡
eyin eu.e m e
･ki血
弟が 来たら
omi m edele･1e
どうか 問い
eyi Nayin dedtl eji･jige
ナ イ ン が 東の
n ai mi u r uke･ w e
彼女娃 戸を
oni もi･si baite n e･ mi
『ど の ような事情か』と｡+
eji･d ulel
'
0･d ule en e･r e
束家に 行き
tate-r e n mge
‾Ⅹen niexe･1
引 い て 入り 開いて
ym ge
･
Ⅹe ni
入 い っ た｡
eyiSolakide s ami
-de s u 払･Ⅹe n e m edan yici
.
r c e n
ソラカは ､ す っ か り 隠れ 少 しも 見えない ｡
eiki ya-1e toⅦ ya
･le
こ ちの どこ か あちの ど こ か
eyl Omin e
･
yl
如何しよう｡
tuilemi Nayin dedu jo･dule
ナイ ン は 家に
Ea Ⅱte akin sine･ w e
｢カ ン タ ､､兄が あなた を
de n e･ mide 匝壷画2･ mi m ete･syen
と 走 っ て探しても 探し出せない ｡
ymg ge
‾ r e
入り
x od ale･1e
呼んで い る｡+
EaIlte eyie uke
･
yi x eBu
･ktl n e･1e x o nji
カ ンタは 兄嫁に 言う ｢す ぐ
akin･dn ni ying ge
･re akin･tikixe su･ r e
兄の部屋に入ると 兄に 言う｡
81 a ct1･r e脱 ぐをB が訂正
32bute私達 をB が修正
Ka nte-tiki x es u･imi
カ ン タに 言う｡
akin-dule en e～re
兄 の と こ ろに 行くo+
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A,
mini･ w e u n ak mi Ⅹod ale･siesi
｢私を なぜ
esi ya ° o血 bi
･
si
｢一 体 如何した
o血･d ulejog.d ule･si
ど こ に 家の何処に
eyl X eS u
-Sy1
言わなければ
nio
･
w e S ai
･ki山
人も 知れば
よんだ の ?
ba立e n e･ si
事か｡
tm aka mi x od ale･ sia
なぜ よんだ の ?+
Si aylJI X eStl
貴方は よく 説明しなさい ｡
o nibi･Sias en xite e m e･Ⅹe ni
ど こ の 娘が
da･kisiukia e x el
容赦 しない ｡
yox o n血o･ w e S ai･kini
村の人も 知れば
来たの かo
buti･ w e ayi udaule t血 n e
･ miⅩesu ci･1e
私達を あざける+ と言う｡
tuin ele Eante omiⅩeslユ O ni-de n ede･ mi da･Ⅹan
カ ン タが そう言えば そうなる｡ (事実を言わなければならない)
t 血e mi
謡(10)
Ⅹeleixeleix elile x elei
mimi trreken.d ulu bix a n･d ule
｢私が 山に 狩に
w akeci.duie m e血a ni･ m emi yici
狩りに 行き彼女に 出会 っ たo
ta･dn mini
そ こ で 私が
bude･keci･d mi
死にそうにた っ た とき
e n e- r e
行き ､
m m● W e
私 に
rki･
酒を与え救 っ た｡
tuin emi mimi ta･dtl a丘n e･dui･ 血
だから 私の家で 寝ながら
u nl
. m en l m
`
W e m
-
W e X e S u一 皿
彼女は 私と 私と 静を
tuin emi miniw e akin･duiayi
･ji
そ して 私の事を 兄に す べ てを
諦終
33話が少 し飛んで い るようだ ｡ 筋が通らない o
Ⅹe Stl- Ⅹe n 1
した｡
ⅩeS u
-
yl
‾Ⅹeyl
祝明 した｡+
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匡壷軒 yili･ rgi･1e en e･Ⅹe血 Solaki m e ndele ･1e‥ aki tm akamisini･ w e
カ ン タ娃 立ち上が り 帰 っ たo ソラカは問う r兄さんは なぜ あなた を
Ⅹodale･ ni e
よ んだ の｡+
t 血e mi Ⅹe Su
･i d
カ ン タが答 える
Ⅹes u,･sye n da
･ki血
言わなければ
eyi b aite saktulⅩtlSt1
･iye
｢事を 全て 話 した ｡
e uki･8isai･ Ⅹe ni
兄嫁も 知 っ て い る の で｡+
tun ele tt n aki erdete･rgi･re edia s en 8 ak七山転壷軒6
翌朝 早く 起き 夫婦は
酔 6 donde ujisiRi･1ejog･d ule e n e･1e
頭 と 顔を 洗い 母屋 - 行き
dili･yiyakte
･ mi ynkte
･le
すぐ 頭髪に 櫛をかける｡
Solaki akin･d ule
ソラカ は 兄に向か い
EaⅡte miaku re･ Ⅹen akin-dule et止i･ 血
カ ンタは 脆いた 兄 に向か っ て o 兄嫁は
n ax a n ayijin ede･legaji-rgi･ki
オ ン ドル に 並 べ 持 っ て来て ､
s olgi
･ w e uls e･ w e S aktul
料理 肉を 皆
tuin eleta･du a rkiomi.rgi･ mi deriu
･
Ⅹe n
酒を 飲み始めた ｡
Ante x e Kante Solaki･dedu x es u･ini
ア ン タは ､ カ ン タとソラカに 言う
tuin emi巨垂了 e血badu ayljin e･r o
長く 一 緒 に 幸せになれ｡
Sijdu sujuln edi･ a s e nda-x a n･du
｢あなた方 2人は 夫婦 にな っ た o
bu匡辞8 tia x ele て e eji gomi･ ni
私たちも うれ し い｡ 決 して 心 を
giabi･si go m･ r o s ujule ayTJ1 Sai.r o Ante jo･ni bayenb al di･ini
違えようと 想うな｡ 2人 よく 覚えおけ｡+ ア ン タ の家柱 裕福で
t血 emieyi Ka ntejultl edin . a s e n
･dui
カ ン タら 2人夫婦に対 して
mimi･ m emi･dui-ke cie m ebi･r e n
自分たちに対すると同様に す るo
七山n emi Ante x esu ･1e saktul doldi･ r e n eyi yila n
･bia･du yila n
･bia
ア ン タ 言う 皆が 聞く｡ 三月 三月
yila n
･i 血 Ea血 e e nduli-dui eyi転壷 画 9miyisa･Ⅹa n
三 日 カ ン タは 神に 守護神が 到着 した o
34 元は akir兄+､ ka nte が意味が通るo
36
口癖 ､ Bが指摘
36
37
88
39
頭 (漢語)
就 (漢語)
都 (漢語)
供神 (漢語)
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ulgin-yl X O m'yl
豚 羊
ya
･
yi sak七山 wa
･re
等 す べ て 殺 し
eyituin emi dere.d由 tule･dⅦi dui
神卓の 前に神前に
n ede s aktuleyi転壷o･siki yox ongele n印1u n x a x a as en
並 べ 祈る｡ 村の
saktule m e･ r eyicici･ mi deriu ･Ⅹe n
皆 来て 見た ｡
第 3章
ala ng(ll)
Ka nte sam a nte rgeletiti
･
rgi-ini
カ ン タは 神の 衣を着て ､
人達 男 女､
m are site
老人 子供も
eyie nduhs a m a n･ ni m o･yi jafu･kini
神 シ ャ ー マ ン の 木 の棒を撮り
jari･ mideriu,
･
Ⅹe n
歌を歌 っ た｡
葡(1 1)
Ⅹelila - Ⅹelila - Ⅹe ei -
eyiiniyila n
･bia yila n
三月 三日
1m n S a m a n- n l e n e‾ 皿
シ ャ
ー マ ン 来て
gele n s a m e n甘1lⅦn
･ mi sam an
･
gul11 n
･ ni
シ ャ
ー マ ン 達は シ ャ ー マ ン たちは
el台 ylSa
･Ⅹe n
こ こ に 着 いた ｡
s aktul em e-r o
みな 来てください ｡
Ⅹeuala ･ ･ Ⅹela ･ ･ Ⅹeuala - Ⅹele ･ . x elei
s agdi 印1nn x a x a as en s aktul
大人 男 女 みな
ulgin x o血 yox o n
･ m emi w a･ke ci･ mi
豚 羊を 村人は 生単に
unku ･ini 印1un e m e
･
r e u nkn-yitaku
･i血
病 の人達が 来て 病を 治 し
S aktul ayi
･ji taku n e･Ⅹe n
みな よく 治 っ た｡
Ⅹehlala x ela - Ⅹelila a x ela - Ⅹelei
40供 (漢語)
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da ･Ⅹan
した ｡
S a 皿 a n･igukn
･ 血 s a丈tul
シ ャ
ー マ ン 違法 みな
yim a x auls e
･nis aktul de
魚 の 肉 す べ て
yix a n x o ni ulgin uls e- 也
牛 羊 豚 肉
gaJl
･rgi
11e
持 っ てきて
ta
･du s a m a ngulu n
･ 血 jefu･ktl n e
そ こ で シ ャ ー マ ン 達に 食 べ さろ｡
Ⅹelih la x eleila ･ ･ Ⅹeleix elili･ ･
dih･dui dih･dui
頭に 頭に
kon aka a w u n･ i
鹿 の 帽子 を
eyitergele･yi (Ⅹajud ya titi･rgi
服を 腰鈴を 着て ､
匝妻亜1･ w e s a m a n匝頭･ ni
鏡を シ ャ ー マ ン の鏡を
nale･dui dui jafe･rgi m o･ w e
手に つ かんだ ぼちを
Ⅹelile x eleix elile e x el山e ･ ･
j血 e nd 山i
2 つ の神が
end d iuile ntiti･ rgi
神 の 上に 冠り､
loko･rgi
下げ
s a m an m o
-
yi jafe･rgi
シ ャ
ー マ ン の ばちを つ かむ｡
a milemi da･Ⅹale
後ろに つ い て来た｡
Ⅹelei
fu 1gian bo
･du
赤 い 布を
arki･boix u･ ni
酒 の 壷に
fu 1gia n-ki x erke･1e
赤 い布を まき
s a m angulu n a min
･du a mile･ 血 forsyu
･leforsyu
･1e
シ ャ
ー マ ン 達 の 後ろ 後を ぐるぐる 回る｡
Ⅹelei
gele nmio a mik
･du
人淳杜 後に
m e･ni dule n e･ Ⅹe
従 っ て 行く ｡
2
gele n nio 8 aktul s a m a n
･d11 pisile
･ mi bi･r e n
みな シ ャ ー マ ン と 踊 っ て い るo
41tori銅鏡が正 しい o B が指摘
42B の注釈
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eyュyO X On
･d ule et1･ Siki ene･le ta11･Siki e n e･le
村中を こちらに 行き あちらに 行き
e m a ci m uduri･ke ci xuli･ mi pisiユe･ mi furkn･ren
まさに 竜の ように 歩き 蹄りながら 跳ぶ ｡
S a m a n e nd uli･ niesi･ke e m e･ x e n
シ ャ
ー マ ン 神 今 現れた｡
gdu n adi u nkn･gulu n
･ me山
人達 重い 病の人達を
Ⅹele x elile e xeleixelilele x elei一
讃終
ala ng(12)
Kante tuine mi eyi
カ ン タ の
Se un' n l m a r X O n
神は 多い ｡
s aktul ayi da o
･ktn e･ m
みな 治 してください ｡
Ayi8 e un
アイ ミ神像
eyi Saleke s e unMa ngge m o s eu n eyi Eamika 8eun m a 提 on
サリカ神像 マ ン ガ モ神像 カ ニ カ神像 多くの 神
saktul te･du nede･ki tuin emieyiulgin x o ni yix a n eyi
みな そ こに 並 べ ､ 豚 羊 牛 そ の
Ecix e se un
エ チ - 神像
endtlh se u n･ mi
神像を
dili-n
頭
mia un
･
ni s aktul tadtl jule n ede･ki tuin ele Ka nte e ndulitergele･ w e
心臓を す べ て まえに 供えた｡ カ ン タ娃 神衣を
s a m a ntelegele titire
･kini s am an a m g titire
･kini s a m a n転塾8
シ ャ
ー マ ン 衣を 着て シ ャ ー マ ン の 帽子を冠り シ ャ ー マ ン の手袋を
detitir e･ki血 tuinemieyisabe
･
yi detiti･rgi
･ nituin ele s a m a n･da･ mi deriu･ Ⅹen
付け 神靴を 履き シ ャ ー マ ン 踊りを始めた｡
eyia s en
･ i Solaki ami 1e ami･jige x uka･ mi belgi･ni
彼 の 妻 ソラカは 後ろから 後ろで そ っ と 手助けする｡
eyitoko n
,niyinin
･
toko n da･ Ⅹa血 enduli･ 血 s etm ･ mi e m e･ mi
正午 にな っ て ､ 神 守護神が 来た ｡
t血n ele gelenyox o ngdu n saktul un knyici
･ ule e m e･r e e m e･ r e
村の 人たち み な 病を 見てもらう人が きた｡
48c afuをB が訂正｡
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e m etau n xd i･ mi n 工止u･gulu n
官 以上 病人が
s agdiu nku
･血 debi･ ren
大痛 の人もい る｡
isikuh unku一 山
eI且e' Ⅹe m
来た ｡
e ciu ユ1ktldebi･ ren
小病 の人もい るo
m eda nte mi･kia da･ Ⅹa 4
一 寸 した病 の人 ちょ っ と 撫で ると 良くなり
Ⅹesu
- mi de ayi dao
･ r o ayi da o
･ Ⅹele
病よ 治れというと 治るo
8 agdi u nku yila n yi血 ayi dale･ku n e
大病の人柱 三 日で 治る (と い うと) 三
su n)1a i血 ayidale
･ktm e
五 日で 治る ( とい うと)
Su二巧1a u n n
五 日で
tllinemieyiesklllieyis a m a nEa Hteda
･Ⅹami
こ の ように シ ャ ー マ ン の カ ン タにな っ た ｡
e m etau掛8 u rku ･ 血 gtl u n e si･d ulu
百人の 病人が ち ょ っ と
tuin emiesie ndt1lisa m an gulun Ⅶi
今 神 シ ャ ー マ ン
台yi Eante tergele
･
yi
カ ン タは 服を
yila n yi血 ayi d ale
･k un e･ Ⅹa n
日で 治 っ た ｡
ayュ dale
･k11n e･ Ⅹa n
よくな っ た｡
ylCICl
･ mi 'm ete･ Ⅹe n
診る ことが 出来た｡
s aktulen e･Ⅹe n
み な 行 っ た o
a v m n･yi a cu
･ rgi tein
･ mi deriu･Ⅹe n
帽子を 脱い で 休んだ｡
Antettd d mieyia x a
･
gult n xod ale
.
rgi･le.
ア ン タは 奴隷達を 呼んで (準備させ),
eyi gele n
-niogulun
･ 血 e血badu
人達桂 一 緒に
jefu- mi Ⅹes u･ r e n,
食 べ ながら 話す｡
ayiyou 8 eu n
rki Ea nte ayi 8a m a n eSk uli m ang get 血 emi eskuli
守護神をえた カン タは シ ャ ー マ ン カが す ごい o すご い ｡
eyiguln n eyia xa
･ mio 如Il m eSku止 ayiji x esu ci･Ⅹe n
人達 奴隷の人達は 大変 よく 誉めるo
tuin emieyl S u Sai miu n
･
]tlgt1 u n 血 n
･
Ju gulun
5 0 6 0 人 6 0 人
44u mbadu をB が修正
46 各■(漢語)
ayi
･ji jefe･iti
よく 食 べ ､
- ilo-
ayi ix a n
･
yix o ni
･ 血 dgin
･ niulse･ nis aktulyis a
･ c e n･du jefe･ ni
牛 羊
t血 e min e
また
t 血n ele gulun
人達は
豚の 肉 た べ たが足らない ｡
jtla njtlhl ulgin w a･ Ⅹe ni
1 2 頭 豚を 殺 した｡
agde n e
･ miomi･rgi･ mijefe･rgi･ mi
喜んで 飲み 食 べ
em edolbun･d ule dolbu nda m edolbu nda･ Ⅹa n
夜に 夜 ただ 夜中に なるまで
da m ejefu- n a ci
ただ 食 べ続けた｡
本屯的国家了,遥遠的就任在安特家 ｡ 安特招待得根熟情
tuin emi eyi Ea nte x e as e n
･ mi Solaki s aktul ayine
･ miⅩesu ･ren
カ ン タと 妻ソ ラカ を みな ほめた o
tui tⅥ皿 akierde･ mieyigoro x okuto
-
gulu n
･ m e ni
翌朝 早く 遠くの 人は
edu tu m aki･ niOne･ku n e-yl
こ こ に留まり ､ 明日 掃えらせる｡
jo･duiyo xo nyox o n･d ule gulun ･mis aktulen e･Ⅹe n
家が 村 村にある 人は みな 帰 っ た o
#(12)
Ⅹelilaelei - Ⅹelilala x elix elei･ ･
Ea nte edi･a s e n
カ ン タ 夫妻
akin e uke･ ni
兄と 兄嫁と
esk uli ayiji baldi･ mi deriu･ Ⅹe n
大変 よく 暮らした｡
Ⅹelila a xelei･ ･ Ⅹelei
tuin emieyis a m a n bake
･ mi gele nnio s aktuls ai
･Ⅹen
シ ャ
ー マ ン 神力を得たの を 皆が 知 っ た｡
kere･d mi e skuli saktul e m e･r e uhktltaku ･Ⅹe n
近く の人も み な 来て 病気が治 っ た｡
go m
･d ule gulu nde eme
･
r en
遠く の 人人 も 来る｡
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Sakt一正 eyiix a n
･
m eulgin
･
m em oli温 ･ me XO血 ･ m e gaji･ miem e･ Ⅹele
牛 豚 馬 羊を 持 っ て きた ｡
Ⅹel 血1a x elix elei･ ･
ayi
･ji gerbi- ni Ea nte da ･Ⅹa n jaku n･bale s aktulsai･ Te n
有名な カ ン タに な っ た o 八方 の地方が 知 る｡
e8i nia血･ m e nis aktul kata n･gultln e nduli kata ngulun x esu
･r e
今 彼 を みな 強 い 一 家 神力強い家と 言う｡
eyi h ksu
･1e m a ng皿 e
･ nijule ferxie rge･1e
同江 江の 江南 江北に､
Usnlim a ng血 e eji･1eni
ク スリ江の 江東
sul ia･e rge
A ni
江酉に ､ 彼 の こ とを
saktul doldi･le s aktul doldille s aktule m e･ mi derit1･Ⅹen
み な 聞い て ､ み な 聞い て みな 来る｡
Ⅹelei- Ⅹe血n a- Ⅹelei -
七山ne mi gelen
･
guln n
･ mi 血a ni･ m e血
そ して 人 々 は 彼を
saktulejin･ke ci
頭領に
辞終
alaI唱(13)
Ka nte 血 ni･ 皿 emiⅩe St1･imi
カ ンタは 言う｡
eyinika n
･
guhn xe8u
･ini
漠族 (の 争い) を話 し
da o･kt m e･Ⅹei
させた ｡
jtlexi･ gulun eyin u]
'
e l r匝壷亜6 gulu n xe
南の人 女真 部落人 と
tigulun esk uli ja x a 皿 a rX O nbi･r e x e s u･ r e n
彼らは 大変 銭が 沢山 持 っ て い ると 話 した ｡
eyi Gaijin yo x o n･ igele n･ p hn saktul e m e･ mi ayi m olin
･
yix ode
･ke ci･ti
圭金 村の 人達は 彼らが 来ると 馬を
eyi baite ya
･
tl baite s aktuln e･iti
あれ これと (戦い の) 準備した ｡
A6 部落 (漢語)
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売 り 彼らは ､
nt13en tOuSia n
･ni
女真の 使者と
Wa Hye m n
ワ ン イ ェ ムをま
eyl 血a 皿･Jl
彼 (女真の使者) と
tuiyi(sebe nas e･ 血)eyiso地 in as e･ migade･r e
審 の皮 狐の 皮を 買う｡
taktltO n a 告e n a･du gaji･1e
倉庫 の皮を そ こに (ガイジ ン の人が) 持っ て来て
edtlbtl e m e･le
こ こ に 来て
gade
･ren
(女真が) 買うo
tuin emi eleA出 egulu n jo･d ulemie n e･iki tlie 皿 e･r e eyi Ante s aktulⅩes u ciⅦi
(女真の使者娃) こ こ ア ン タ家の家に 行き 来して ア ン タに 言う｡
eyiniken ba
･dtmibayangulu n Ⅱ岨rX O nta
･1e akin n e u･ 血 e n e･yi
r漢人 地方は 裕福な人が 多い o そ こ - 兄 弟が 行き
m a cia簸き･ mi tale
少し 戦い に行くなら
tati
･
u
･le x e rbe a良･ mi en e-ki 血ia e
(兵を)習わさせ 連れて 行き戦うの は どうか｡+
tuin emieyi Kante Ante x esu ･i d
カ ン タ ア ン タが言う
kekeke
第 4章
alaI唱(14)
eyin eu
･ mi akini jultl jo･d ule
弟 兄 二人 家で
eyi
･ w e doldi･lete
これを 聞い て
Ⅹele e m e･
Ⅹe StlC1
-
Ⅹe n
相改 し
m ete'syen e m e
｢だめだ 行くこ とはできない ｡
eyl
･
getth emi aci
･sia
｢これは ､ よい ｡+
tuin emieyl･ W e X e StlCi
これ を 相談 し
esk uli m a ng ge n e
･
ye
大変 難 しい ｡+
tdn emi Ante e n e･ mi jo･dule en e･r e
ア ン タは 母屋に 行き
eyin u3
'
u nb uluo･ ni to u 8ia n･ji e mbadu n ela oke･ mi derin･Ⅹen
女真 部落の 使者と 一 緒 に また 話しをしたo
eyi ぬnte eyi Solaki･tiki xust1･ini
カ ン タは これを ソラカに 話した｡
Solaki x est1･imi ayi b aite n e
･ mi injakebi･1e
ソ ラカは 言う ｢よ い 事を です 何でもない ｡
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eyi ba辻ebaite
･nia n ci
こ の事は 大 した事ない ｡+
s aktuleyie m ejo･du
みな 一 戸 に ･
皿 a r X O 且･kini jule
多 い ときほ 二人
t血 e 皿i ayl
･ W e
こ の ように
t血 ele Eata n
カ ン タは
nia ni eyュ gelen
･
gulu n
, m e
彼女が (言う)｢村で
axendujulu bi･kini e mken
兄弟 二人 いれば 一 人
albenda o-tun e･r o
兵 に させろ｡+
albe n
兵を
uji･ki
集めれば よい ｡
b aite doldi･ ti･niEa nte
こ の事を聞き カ ンタは
albendao･kt ne.r o
兵に させ る｡
doldi･ ti･ nix e a ci･r e n
聞 い て ､ 正 し い とおもう｡
t 血 i eyidolbt1
-kere･d 血
丁度 夜 になり
tuin eleSolaki転軒jo･du s olgi･yi de re･dtlya ･yis aktul g qji･rgi･ mi deriu ･ Ⅹe n
ソ ラカ 家で 料理を 卓に す べ て 持 っ てきた ｡
eyituid e eyiesk uli ayi
大変 よく
agden e
･ mi deriu-支e n
楽 しん だ ｡
eyi転身8 agde n e. mi bi･ r e n･dui
.
urke血 karan
将に(漢語) 楽しんで い るとき 門が カ ラ ンと
dilga ne
･ mi e m e
音が して
m nge
･Ⅹemi
入 っ てきた ｡
eyi Ka71te edi
･
a s e n 血ami･ m emi
カ ン タ 夫妻は 彼女を
eyl e m e
･ r酢 0mi
･r O e uke
来て 飲んで ｡ 姉さん
e血i･ nix e st1･imi
姉は 言う
eyi biomi
｢ 私が飲むと
ayiji la okele･ st1
良 い 話をして いる の を邪魔する｡
Ante as emi Nayin dedu e n e
･ni.
ア ン タ の妻ナイ ン がきた｡
eskuli ui8iki te･ ro te･ r e･giro
すぐ ｢上に 座 っ て 座 っ てください o
eyis olagis akt山 bi
･ r e
料理柱 揃 っ て いますo+
o m l
.
m l Stl edin a s en ･ ekeci
飲みながら 貴方たち 夫婦 の
bi edubi･ki
私が こ こに居てをま
a cュ- C o n
よくない ｡+
onieb aite n et cin tuin emieyi n a x a n
･d ulu n etl･ hias e n eu･1e
｢何でも ありません ｡+ オ ン ドル から 弟嫁が 降りてきて
47 釆 (漢語)
48 将 (漢語)
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索捜克急忙下地把妓子捜上坑釆
n ax a n-d ule ttlkti･ r o tlS a･ Ⅱn
｢オ ン ドル に お上りください o + 引い て
tuin eleila n ea塩ibao x u(omi･Ⅹeh)
そ して 酒を 3杯のむ｡
tuin ele Ea nte m edele･ini
カ ン タ与ま 訊ねた
t血ti- rgi･knn e･r e
上 らせた o
akin a且n e a n ci.
｢兄 娃 眠りましたか ｡+
el止i･ nix esu･inie aki･si mjen･bulu ot110Sia n･dn mi1a okele. mi bi･r e n.
ナイ ン は 答えた ｢兄は 女真
tnix esu ･ mi odi･r c e n aki･ ni
そう 話 し終らない 内に 兄が
n a x a n･d uletuin ele n et1･ ni eu -re
オ ン ドル から 弟は 降りて
部落の使者と 話 しをして い るo+
e me
･Ⅹei. akin e m e･r e n
来て ､ 兄 が 来た ｡
aki･ni tate･ nile 酔 9 tukti･k Ⅷ e･re n
兄を 引いて オ ン ドル に 上 らせた ｡
Ante x esu･ini
ア ン タが言う
諦(13)
Ⅹelixeleix elei･ ･ Ⅹelila a x eleix elei -
mimi nujenbulu o血o dule血 ttlin emi e mbadu gulunla okele･Ⅹei
私と 女真 部落の人と 家の 中で 一 緒 に 話した｡
niami･ m e ni m u nt1･ W e ayi alben
･ mi
彼は 私達に よく 兵を
tuinemi m olin･ m e mgaJl
･
uyl afu･ mi
馬を 連れてきて 戦い を
t血 e mibuti esi omi ne･tlyl
我々 は 今 何を す べ きか ?
Ⅹelei.
諸終
Ka nte x estrini
カ ン タは 言 っ た
tati･t1･ktl n e- r e
習うさせ る｡
tat hI･ku ne･ ni
教えてくれる｡
49dereは オ ン ドル の 上にお い た卓で ､ n a xan ･dule オ ン ドル が正 しい ｡
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譲(14)
Solaki xe?tl
･ Ⅹe n
｢ソラカ が 語 っ た
eyi o血 baite
･
v e
事情柱
bⅦti･i baite･nian ci
『我 々 の 問題が ない ｡
s aktul n e･ mim ete･u
す べ て うまく 行く ｡』 と+
Ⅹemala x elila a x eleix ehlala x elei･ ･
ttL maki tu m aki
明日
Ⅹelei
謡終
第 5章
alang(15)
血 上e ne ⅦⅦ ･J1
ア ン タと 弟と
e8ik ul iayl n e mi
大変 よ いと
Ea Ⅱte aki･ mi
embadu
一 緒 に
agden e
･ mi
喜び
n uktL･ rgi
カ ンタは 兄を 送 っ て
Nayin dedu
ナイ ン は
Solakidedu
ソラカ柱
buti 臣替o eyi baite･ w e d e･ye
我 々 は す ぐ こ の事を 行う｡
bi･ r e eyi Solaki x es u
･idu doldi･ Ⅹe ni
い て ソラカ の提案を 聞
.
い て
buda de jefu･r cini e n e
･
Ⅹen.
飯 も 食 べずに 行 っ た｡
em e
･rgi
･ r e e uke･ji as en･ji
帰 っ てきて 兄嫁と 妻と
agde n e
･1e o mi･rgi
･ mi
楽 しんで 飲んだ
niami･ m emi m lku･ mi
彼女を 送り
deriu ･Ⅹe n s akttl
み な
n nkt1･ rgie m e
･ rgi
･r e
帰 っ てきて
Solaki･ ya
･ w e s aktultako･r etako･ rgi
ソ ラカは す べ てを 片付けた｡
afin e･ x e n tuinemieyi dulebu
･mi
寝た｡ そ の 夜 子 を
50就 (湊藩)
81身ごもる B が補足
e血badⅥ O m `Ⅹe n
一 緒に 飲ん だ｡
m W a m a rX O n O m l
一Ⅹenl
大変 沢山 飲んだ｡
tuin ele n axa n･dule
オ ン ドルに
otⅦ -i 1 d訂 Ⅹa n
身ごも っ た｡
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ttikti･le Eante･ji
上 がり カ ンタと
t血 ele eyl Site
そ の子羊ま
isik ul in orge n
小 モ ルグ ン
eyijulu ah e･1e
二人は 托民り
y n
' rgr fe n
昼になり
se n e･ r由･1e ylCIC1･ Ⅹe出
目がさめ 見ると
slu m ga rぬ
･
mi deritr x e nduin m eke ci gugtlda
･
Ⅹei xo r[ji
太陽は 輝いて いた｡ 4 竿 位の 高さにな っ た｡ すぐ
deuji si比i
･
rgi
顔を 洗い ､
nujen tOt1Sia n
女真 使者
o rin babi･si
20人 位
te･ rgi
･lebeyi
起きて 俸と
t 血n ele 母uke akin euke jo･d ulemi e n e･1e
兄嫁 兄と 兄嫁の 家に 行き ､
gulu n
-
m e ni a rkiomi･k un e･Ⅹe nt 血 emieyi xergelebi
-
si 血o･ w e
達に 酒を 振舞 っ た o 手下 の 人
血 o･ w e e n e･r eyoxo n
･dultld uleni
人を やり 村に そ こ で
alben n e･1yl gelte･ ni
兵になる人を 探 した｡
esieyi anieyien e
･r e odi･1ebi･sierin tuin emi eyigele n nio eyiyox o n印11m
･ mi
年が 終り
s aktul goro
･ki
みな 遠 い
t 血ele 血 ni
彼ら
jefu･ mi odi･re
食 べ て
kalce･ki
近 い (者)
e m e･iti
来て､
afemi･r e
新年に 人 々 村 の人
e m etu m en su Hjia(s u njia) mingeamio e 皿 e･Ⅹe n
- 万 五 千 人 来たo
eyiGaijin yoxon･d ult1
蓋金 村で
8 aktul ta七i.rgi
･ki血
みなを 訓練 し
tnin emie m e･inis aktule mbadu dao･k un e･Ⅹe ni
眠る (準備をした)o 来て みな 一 緒 に 集めた o
請(15)
Ⅹeleixeli1ala x ex ei･ ･
eyi inin toku n
正午に
速夫中午
JOg
･d ule
家に
AI止e
ア ン タiま
eyl gulu n
･ ni
人 々 に
s akt山 ayi
す べ て
EaⅡte
カ ン タは
saktuledu mia ni
みな こ こ で 彼ほ
yox on
･d ule e m e･ku n e･Ⅹe ni
村に 来させ た｡
印1u n yox o n･ 血 tou sian･ m e ni
集め 村の 頭領を
gis u n･ m e血 doldi･ u ･ku n e･ 血
話を 聴かせた｡
Ⅹehlala xeleixelilala xeleixelila a xeleiI ～
t 血 emi al ben･yi s aktule n e
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兵は す べ て 行かせ
e nbadu afe- mi tati･u ･k un e･itini
一 緒に 戦 い を 学ばせた｡
t 血 e mi 血a n･ m e myox on
･ m e血
漢人 村に
en e･ mi aib･keci･id
行き 戦うこ とを
Ⅹe止1ala x elei･ -
eyュn nje nbuluo tousia 皿･du nie m egis un- m e ni
女真 部落の 使者の 話を
gele nto u sian gult n
. nie sis aktul doldi･1e
各 頭領 達に 今 す べ て 聞い た｡
Ⅹele
ⅩeS u- X e
貌明 した ｡
t 血n emieyigulu n
･ m e niem esite 印11m S aktulen e･ku n e･Ⅹe n
人達 一 人 っ 子 の人を みな
site･ne m a Ⅸ o nbi･ sinio s akttl tauke.又e n
子供 の 多い 家は 皆 留めた o
yox o nto u sia n･nie mbadtl e n e･1
村 の 頭領と 一 緒に 行き
s aktulnia ni- 皿 e nio血 afe･ni- w e
みな 彼と どの様に 戦うか
afe･ yi
･ n e nitati･1e
戦 い方 を 習 っ た｡
Ⅹelei x e血n a
buti n a･ mio･ ni
われ等ホジ ュ ン人は
m ol 血m eyah
･ mi
馬に 乗り
isiktli･dtli s aktul
小さい 時からみな
Iu kn･ w e garfu
･ mi d ixi･ r e
矢を 射 る こ とが できる｡
帰らせた｡
gida･ w e 巨壷壷戸2･ mi ul ixi･ r e S aktul toktln･du w a･1e
槍で 突くこ とが でき みな 命中し 殺す｡
82jobgu ヤ ス で突くと同じか ?
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Ⅹehlah x elile xe払1ah x elei
t 血 emiesigtxa n siyoxo ngulu
･ m e nis aktd
管轄の 村の 人 々 も (習得が早い)o
Ante niani･ m e血 tibtugin
･dumi gosin s e･ke ci bi･1e
ア ンタが そ のとき 3 0 才 になるが
eyieyiafe
- mi tati･imi e8k ulikaten 血.kesi
戦い 方は 大変 有能で 巧みだo
x ehh xelei
nia ni･ ni Ante de u3
.
i･ni furgia nbeiyi
･
mi m asi esk ul i kate n
ア ン タ の 顔は 赤く 体柱 頭丈で 大変 強い ｡
telegile titi･ rgi
･ini
服を 着て
tuin ele molin ･ m e ni furgian m olin
･ m emi
馬に 赤い
nale･d 血 yao stlke･ w e
手 に 今 斧 を
esk ul i katan･ke cigulun nio
大変 強そうと 人たちは
馬に
jafu･ rgi･Ⅹe ni
握 っ て い る｡
yicilecidkimi
見た ｡
agde n e
･ mi(e m e rgajiの誤り) Ka nte･ nemi
一 方 カ ン タ の こ と を
Ⅹelix elila a xeleixelilala x elei･ ･
Ka Ⅱte te rgele titi
.rgi･kiDi
カ ン タは 服を 着て
m olin ･d 血 sia ngin m olin
馬に 白い 馬に
eyieyigida･yijafu･ rgi･mi
長銃 握 っ て い る｡
jaktm erge･JI S aktul
八 方からみて み な
yal11Tgl
･mi
乗り
ejin･ke ci em e･r e
ア ジ ェ ン の ようだ｡
yalu
･ki 血
乗り
ⅩeSu･le
言うと､
t 血 e miaki･i･ke ci esik ul i kata n･ke ci bi･r e n
見より 大変 強そうである｡
- 119-
a ヱe ndujtdu eyittm ele s aktul
兄弟 二人は こ の ように
t 血e mitati･ mi m aci･ ni
練習 し 互 い に
Ⅹehlele x elei･ ･
仇 皿 akierde
翌 朝
gelen yo xo n
村
e m ed dia n i血 bi･ Ⅹeti
半 日 経 っ たo
buda jefu･ mi odiLle a x endu julu
飯 を 食 べ 終わ っ て 兄弟 二人は
mio nianitati･ ni baite･ w e ni yici
･kie n e･1e
人 の 訓練を 見に 行 っ た｡
tllin emiesk ul iayiji Ea nte
大変 よ い カ ンタ
tati･ Ⅹeti esk ul iayin e
･ mi
練習が 大変 よいと
謡終
第6章
ala ng(16)
e m e eyiesi AⅡte
有る時 ア ンタは
Ante a x e ndu ･ ni
ア ン タ兄弟娃
agdenele
･
Ⅹele
喜んだ ｡
eyi gultLn C u X ai yicici
･
rgi･kimi
兵達を 見た｡
eyigelen yo x onto u sian･ie saktul gaji･rgi･ ni
各 村 の 頭領 を す べ て 集め
tth emi yici
･1e eyi Cin xai eyi esk uli a sikte
見ると チ ン ハ イ 非常に 若い
台yi beyi
･ 血
そ の 身体は
e m ejale･ke ci guguda b al de一 芸emi
丈位 の 高さで 成長 して
agde n e
･ r e
喜んだ｡
m O rge a e m e
モ ル グン が い る｡
eⅡla Cl
ち ょ っ と
n afeke･ci bi･ r e n.
熊 の ようで 有る｡
eyi do 血
.
tikiesk ul iayi ayigisun ･ m e x e s u･r e e sk d iya de n e･ini katan
人に誰にでも 大変 よい
dili･ ni fusyde
･ 血 tu rgen
頭脳は 回転が 早 い ｡
話を 替る のは 何をしても 強く
eyi l血ksu
･ 血o･ ni
同江の人で
Ante eyiyici
-
Ⅹemi eyituin ele
ア ン タは 見ると
h ks u x ot n nio
同江 零通の 人｡
ayiyici.keci e m ege rbi
･ mi Ya ngle
よく見ると - 人 の各は ヨ ン ラが
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n e
･
mi bi･r e n eyi gugtlda/血 e m ejala n
い る｡ 身の丈 一 丈と
yici
･rsyen m aci nikte53
見えない 少 し 低い ｡
b al di･i d e skuli ktw un･ki jo･血 eskn h bayan
大変 力が強い ｡ 彼 の家は 大変 裕福である｡
t 血e血 eyi a se n･ yi gaji･1e Ka nte･d ule u nktl yicici･tl･kt m e･ Ⅹe血
彼 の妻を 連れてきて カ ンタ の所で 病を 見てもら っ た こ とがある｡
tuin emieyi ぬnte･ nia x endtl e nduli･ni m ang ge
カ ン タ 兄弟の 神の 力が大と (信じ)
tnin emi 酢1 un mio saktul nia ni
人たち す べ て 彼の
Ⅹai e m ekehire
さらに 一 人 い るo
baldi･x e ni eskul i
大変
eyiniamideuji･ 血
彼 の 顔
e m e Suq a
5
is ale･ 血
眼は
glS un
- m e ni doldi.r e
命令を 聞く｡
c a
･keci gugtlda
尺位 の 高さ
sakelki s amikte･血 s akelki
黒く 眉は 黒い ｡
s e･ki
色 (漢語)
匡垂4 ayi niani
u nku ･kecibi･r e
病気 の ように灰色で
u nku ･ mi a nci
しか し 彼は 病で ない ｡
mia mige rbi
･
血
彼の 名は
t 血 miek()ci
そ して
Le ketu e r eyisite de m u rakata n
ラカ トル こ の 子は 大変 強い o
eyigulu n x ai
こ の 中に さらに
jaktm ya･kecibi･le guguda
8 尺 位
baldi･ini gqjtik ul i
成長 して 美男で
e m eke bi･ r e
l人 い る｡
O n ejala n yici･r sye n
高さで 一 丈 に 見えない ｡
deuji･ni sia ngin s e･ni stlSai･keci bi･ re n
顔は 白い 年壮 5 0 位 で
eyigerbi
･mi Ca nya Hju n
その 名は チ ャ ン エ ン ジ ン
ⅩeS u
'
Ⅹe n O n e
と いうo 一 丁
S ele jobgtl･ji x erbe.r e
の 鉄 の 槍で 持 っ て い る｡
血amieskuli eyi w a
･keci.血 ya
.ni saktul kate n
彼は 非常に 上手に狩をする 何でも す べ て 上手い ｡
68
c a r ale 漢語 差 一 点 ､ B が訂正
64可是 (漠憩)
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eyigid ale
･ 血 s aktultoh n･dtl
打 つ と みな 当た る｡
td n emiayi kosin dtlyin
･ju (dexカ ke ci eyi to u sia･Ⅹala･ ni
30 40 位 頭領 達が
t血 ele ayi
･ w e yisa
･Ⅹe nde Ante
これ を 招き アン タ娃
yⅨ a n x o血
牛 羊
eyigele nto11Sia n
･
酢1 u n
頭領達を
jake- w e gele n･nio
･血 delede･Ⅹe n
等 の物を 人達に 分けた ｡
謡(16)
Ⅹekla x eleix em a x elax elei -
eyi dolbu
･d ule血 yis a･ Ⅹe ni
夜に なると
tuin emi Ante Xate n･ji x e Solaki･ji
ア ン タは カ タ ン と (漢)ソラカ に
a rki･ w e S aktul
酒を す べ て
nede･ u -ku ne.re
準備さた｡
t 血 emieyi Cin xaigulu n
･ ni duin eyitou sia n
チ ン′＼イ 達 4人の 頭領
albe n･ m egu an si
･1e
兵を 統括する
tousian
･
Ⅹala ･ 血
頭領たち
Cin x ai Yo ngle Le ketu er Ca nya njun
チ ン ハ イ ヨ ン ラ ラケト ル チ ャ ン エ ン ジ ン を
eyi jo
･
ni 8 aul i･ kimi
家に 招くと ､
n acida ･1e eyi duin e m e Tgi
少し して 4人は 来た｡
Ⅹante 血a ni･ m e nieyi gulu n
･
m e
カ ン タは 彼等 を
s aktul e m e- rgil rk une
･1e te･rgi
･ku n e･ Ⅹe
みな 招き入れ 座らせ ､
Ia oke･ mi eyi ax a
･
gulu n
･ m e ni
帯をし 奴隷た ちに
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e m e
･
rgi
･ 辻i
来た o
jog･d deni
家に (招き)
s olgi･ w e S aktuigaji･ rgi･u ･k un e-xe n
料理 を み な 持 っ て こさせた ｡
a rki･ we e rtul de
酒を すぐ
Ante Ea Ⅱte
ア ン タ カ ン タ,
ga3
'
i･ rgi･ku n e･ Ⅹe n
持 っ て来させた｡
eyl 血u nio
6人は
s aktule mbadu a rki omi･rgi
-
r e
皆 一 緒 に 酒を 飲み
e mbadu omi･rgi･ mi embadu
供に 飲み ながら 供に
yo u nika n･gulu n
･
m e nie n e･1e n e･ mi Ⅹesu ci･r e n
すぐ 漢人達と(戦い に) 行くと 話す｡
譜終
tuin emisaktul e n e･kile ete･uyi
- 緒に 行き 勝 つ o
tuin emieyiyou Cin x ai
チ ン ハ イ に
e m e carmi arki･ w e o mi･u ･ hln e･Ⅹemi
一 杯 酒を
eyl gulun saktuleyiyo u ilan ca rmi s aktul
人達 み な
e m eda n saktul
一 気に
eyュ e rin
こ の とき
ala ng(1 7)
Ante
ア ン タは
また 3 杯 みな
omi･k un e･ x emi ekeqide
飲ませ ｢こ の ように
mia血 tt1･gulun
彼らに
飲ませた｡
dili･ s止i 血siki･ 血 t1止i･re
頭上 に 掲げ
ete-tly1
勝とう+ とo
jari･ mi deriu- xe n
歌 い始めた｡
謡(17)
Ⅹelila a x eua - Ⅹehlala xeleixelilala x elila xelei- I
gulun
･
nio 即1u n sin du mio mini btlti･ w e belci･kun e11o
皆さん あなた方 私 私たちに 援助 してくれ｡
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e si btlti al be n･ m e xerbe･ mi tale s aktul ene･ Ⅹei
今 我 ら 兵を 連れ て そ こ - 行く｡
tuin emia siyo xon xoto ngd un saktule mbadu goni
･
iu n e･i
今 村の衝の 達 み な 一 緒 に 心を 一 つ に して
totuia n gulun ･ mi
頭領 達
s aktul e工nbadtl bi･r e n
み な 集ま っ て い る｡
e si btlttl eSi arki･vo
我等 酒 を
n ede･le s aktulila n･i血n o mi･ u e ei
並 べ 3 日 飲もう｡
Ⅹelila x eleix elilah x elei - Ⅹelilaa x ela ･ ･ Ⅹelilah x ela x elei -
eyi匡軒･ ni eyi Cin xai duin ba･du delde･yi
隊を チ ン ハ イ ら 4 つ の 部分に 分け
Su ntl' W e e me
あなた方を -
t血 e mi Ea nte
カ ン タは
ba･dn e m eba tousia n
小隊に 一 人 の 頭領に 任せる｡
eyiyo u saktul
( 司令官と して)
duin gelen甘1tln S aktul al be n･ m e
4人を す べ て 兵を
Ⅹelila a x elei･ ･ Ⅹelil ala x e ni･ ･
n etl
'
yl a S e n
'
yl
弟 の 妻
Solaki m u n u･ w e
ソラカ 我 々
esi gele n yo xo ntou sia n･gultln
Su m
あなた方
tou sian gu a n 8ile･1e
頭領を 統括する｡
beld･ r o
手助けよ｡
dexinio･du bi･r e n
各 村 の 頭領 達は 40 人 持ち
e8i s aktul
さらに み な
mini- w e gisu n
･
m emi. w e doldi･r o
私 の 命令を 聞けo
Ⅹelilala xele x elila ･ ･ Ⅹelei -
諦終
kekeke
66 隊 (漢語)
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第7 章
ala ng(18)
Antet 血 emi eyiEa nte e nd ul i･m a Ⅵ - ami d ulu･niayiayi
･ji
ア ン タは カ ン タ の 神 の 帽子 (力) を後ろに (頼り)
dllin jak un erge nio
四方 八 方の
t 血e miAnte･ w e
ア ン タ を
saktd e m elle nla nl' m e nl
人 み な 来た o 彼が
ejin n e･ mix odale･x e n
首領と よび ､
gis un
･
m e ni doldi･1e
言う こと を 聴き
gulu n ejin da o･Ⅹele･ Ⅹemi
みんなの 首領に な っ た ｡
tu inemi Cin xai･ yi eyi bulu o
･
yili ctH a･yiele gaji･ mi e m e･rgi･ki
チ ン ハ イ に 部落の 兵を 連れて きたの で
血 血 m e ni jtle･ siki(bi･ sito u sia n) dao･ Ⅹele
彼は 前隊長に な っ た ｡
eyi Ca nya njun a mi･sike,dtl bi･sin tot1Sia nda o･ku n e･ Ⅹe n
チ ャ ン エ ン ジ ン を 後ろに い る頭領 (復隊長)に させた｡
eyi % ngle eyi jap･ke re･du mi(xa sukte･kere･dunj)
ヨ ン ラを
Le ketu e r eyi
ラカ トル を
側面の 隊の頭領に (左翼隊の頭領に)
icakte～ke re･du ni
右翼隊の頭領に
tuin emieyiduin ba･du
4 /ト
jt1]aP･ker e･du ni
2人を 両翼隊の頭領に した｡
albe n delde･Ⅹe n
隊に 分け
duin totlSian eyi duin･e rge
･ji dao.ku ne･ Ⅹe ni
4人 の 頭領に
t血 emieylnaini
4小隊の頭領に させた｡
afe･ mi･d ule･ki
彼ら 戦うとき
saktul Ea ntebi･re n･dtlni doldi･lo
カ ン タの い う ことを 聞け｡
tuin emisaktuleyiduin 甘Ilun s aktule mbadtl X Od ale･ mi
皆 4人 皆 一 緒に 同意 して叫ぶ ｡
aylJl yicici
･ki
良い と考え
tuin emi esie meda n xesu ci･ miodi･iti
今回 相談し 終え
e m e酔 dolubu･d ulemi e n e･ rgl･Ⅹe n
夜半になり 帰 っ た｡
56 到 (漢語)
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育(18)
Ⅹe山 a x eli1a x eleixelil ala x ela x elihla x elei ･ ･
t m kierde･d mitotlSia nguln n
朝早く､ 頭額 達娃
ahlbe n･guhn s aktul yi m aulse gaji･1e
兵と 魚 肉を 持 っ てきた｡
Ante a x a･gultm
･ me血 taketu57･d ule ni bi･ si ul8 e～ w e
ア ン タ は 奴隷達に 倉庫の 中に ある 肉と
yim axa
･
w e S aktul gaji･le
魚を す べ て 持 っ て来させ
(eyigulun･dtlbu ･kt m e･Ⅹeh)
(人々 に 与えさせた)｡
eyigul1m a rki
･ we de gaji･rgi･Ⅹele
彼らに 酒席を も 持 っ てきた｡
Ⅹelila a xelei
tuin emi eyigulun gosin gulu n
彼ら 30 人 の
yo xontousia n
･
m e山
村 頭領に
arki omi･ku n e･ miBaul i･ni
酒を 飲ませ 招く｡
Ⅹelei
e8kt山 jefu･ mia rki･ mio mi･ mi
沢山 食 べ 酒を 飲み
eskuliagden e
･ mi s aktulya o soktu
･
Ⅹeti
大変 楽 しみ 皆 酔 っ たo
背終
Ante eyigulun
･
m e
ア ンダは 人達を
t血 e mi Ea nte
(ア ンタが) カン タに
a x a
‾
plu n
･
m e s aktul jo･jule e n e･ rgi･ knn e･ Ⅹe n
奴隷達に みな 家まで 送らせた ｡
Ⅹes u･1 n l etikia mi･ 8ikia rki･ w e eke cim a ng ge
言うには 今 後 酒を こ の様 に
67 魚を保存する倉庫
- 126-
m azTXO n Omi･k un e･r Sye n
多く 飲ませるな｡
eke ci m a rx on omi･kieyib aite ex el 58
こ の様に 多く飲むことほ 良くない o
謡(19)
Ⅹelix ela xeu a ･ ･ Ⅹehlala x ele xeli1ala xela - ･ Ⅹelei
ila n-bia･ 血 yisa
･Ⅹami
3 月 に なると
bo suktl X Od ale･Ⅹe n
役人が 報告に
tuin emie 皿 e nio
｢ 一 人 の
b ulu o tou 8ian
部落の 使者
a x endtl julu
兄弟 二人
e m e-d ule e m e･rgi
･ r e
来て 来て
n ujen 触 由
女真の
d転押 野 e me
･
Ⅹei
来たo
Jin w t1Syu m O･ W e
ジ ンウ シ ュ は 人を
Ante doldi･ Ⅹe ni
ア ン タは聴い て
totlSia n
･
yl
使者を
JOg
･dui x e su ci･1e
家で 相談 し
Ⅹes11
･1e
言う
e m e･ku ne･x e n
来させた｡+
KaI‡te xe s qh i
カ ンタに 言う｡
Jin 帥 ⅦSyu ejin totlSia n
｢ジ ン ウ シ ュ 額真は 使者を
buti o ni n e･tlye
我等は どうするか ?
Ⅹehlala x elelexixelei _
諦終
e m e･ku n e･ Ⅹemi
来させた ｡
ttlinemijo.jule ya ･rgi･re Solaki･ki xe 飢rkieyi Ka nte as en a se n･ki Ⅹe St1-玉e n
家に 帰り ソ ラカに 問えo+ カ ン タは 妻に 言う｡
eyュ Solaki xes u･imi esi
.
n njen tou 8ian e皿 e･Ⅹemi baite a n cl.
ソ ラカが 言う｡ ｢今
butiesi-dll e Aisin･gul mi
今 金族と
eyi So ng
･
gulu ni afe ng
宗族との 戦い だ｡
女真 の 使者が 来た のは 大 した事では ない ｡
So ng
･
gulun afeng A 由in･ 印1un
宋族との 戦いだ｡ 金族
t血 e mieyi cu xai s aktul yisa
･
r 8ye
兵 みな 足らない o
5 S a ci･syenをB が訂正
- 127-
Aisil lguln n
･血i
金族と
tuin emieyifla n cdake niun
･
x oto n
川 大 村に
al be n g
･
elte･r e eyiSo ng･gultLn
･ 出
兵を 借りて 宗 族 と
Ea nte akin･d ule
カ ン タは 兄の所 -
tollSia n･guh n e m e･1e
(女真の) 使者が 来て
afe･i血
戦う｡+
e ne
･le xesu ･Ⅹe n
行き 話 した ｡
Ante t 血 ele C血Ⅹai･ w eya o ayi
ア ン タさま
gelen
･
gulu n
人たちに
チ ン ハ イ ら
Ⅹe 8u el■ r e
相談 し
go sin
･
gulu n totlSian
･ Ⅹala･ 血 s aktul
3 0 人 の 頭領に
eyi un ake n e
･
i
どう するかを｡
諦(20)
Cin x ai甘1 un
･ni saktule m e･ Ⅹe ni
チ ン ハ イ達は みな 来た｡
e81 m O e m-re
｢今 人が 来て言う
tuin eki n et1･ m e ni
弟 に
ayji m edele
･1o
よく 問う｡
諦終
tuin emi eyl ilan (culake)
｢(女真の使者が) 三 Ul])
eyiSong
･
gulun afe
.kini
宗 族と 戦う｡
esi
A
｢
tuin e miei x esmi odi･Ⅹemi
言い 終わると
eyi butile alben
｢ 私らの 軍隊
Ante xesu･ ml
ア ン タが 言う
nu)en to u Sia n･ ni
『女真の 使者が
e ndt1li･i
守護神に問い
ya ° e m e
･1e
すぐ 来る｡』
Sam an
‾
令
シ ャ
ー マ ン になり 占い
o血 n e七i ayi･Ⅹei
『どうすればよい かを』
niu n x ot n cux a･ylni gele
･
i 山
大 村 に 歩兵を 借 りにきて ､
o nin e･yt1
どうす べ きか+
Cin x ai･ gLlhn saktuleyi
チ ン ハ イ達は
butialbe n･guln n s aktulm olin
兵は 馬が
buti O n e-le Ease afan e tuin e
･ki bⅦti
我ら 行き 一 緒 に 敬う｡+ すると ｢我らも
Ⅹe su
･ mi derit1.X ele
言う
aiyi
よく
alben･de上ate n
兵は 強い ｡
ayュ
よ い ｡+ と言う｡
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Ante gultl･tiki･ 血
ア ン タ娃 皆に
ayi da
･Ⅹei t血 e mi
｢それで よ い ｡+
gele n
･
釘1b n
･ki al ben･ gulu n
･ki
人達に 兵たちに
Kante jog-dule en e･1e
カ ン タが 家に 帰り
Ⅹe8u
-
e
伝 えるo
Solaki xes u-x e n
ソ ラカ に 言 っ た｡
eylge O nl n e
.Sye n
｢これ柱 何か ありませんか｡
Solaki x esu -ini
ソ ラカが 言う
edin･d 血
風の 中を
si xe
｢あなた はまだ
s1
･
W e gOrO
･ki
あなた を 遠く へ
t 也 e eyl
･Si mini
こ と を 私に
血 ･ w e kata･ mi
私 の こ とを確り
saktul e n e･1e
み な (野営に) 戻り
Ⅹodale･ixie
話 した ら｡+
S at-$ 1a
覚えて いますか｡
gaji･i eyi b aite
運んだ ことを｡
mini jule eki･dedt1･ 血 niami m u m jllu ayi de
彼女は 以前 姉で 彼女は 私達
台yiayi ba
･du bi･1e t血 e miesi 血 ･ w e
一 緒 に い たが ､ (彼女は) 今 私を
esi h nggeli ureken
･d ule ni
今 ラ ンガ ラ 山に
2人が仲良い の で
esk ul itaix ele･syen
大変 恨んで い る｡
ta･dtl bi･ ren
そ こ に い る｡
gelen
･
Jl mi血
･
w e w ake ci･ mi go血
･iI止
他 の着たちと 私を 殺 し た い ｡
Ⅹa nte x esu ･i血
カ ン タが 言うo
諦(21)
Ⅹelilala x ele x ei le - Ⅹelile e x elei -
m o edtlbi･1e ejie xelele bi
｢私は こ こ に い る｡ 恐れるな｡ 私が
eki o nide
姉は 何も
n e
･ mi Ⅲete
･
sye且
出来ない ｡+
Ⅹela n xelelela x elei
Soh kiesi agde n e
･ mi da･Ⅹa n
ソ ラカは 非常に よろこんだ｡
Ⅹa nka･ mie n e･ Ⅹe n
怒 っ て 去 っ た ｡
edu bi･ siye ai
こ こ に い る.
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solgi
･iarLki･iga]
'
i･ rgi･ni edia se n a rki･i
料理 酒を 持 っ てきて 夫婦は 酒 を
Ⅹeleix elei -
讃終
alang(19)
esi Solaki Ea 地
こ の時 ソ ラカは カ ンタに
bi esi
罷は 今
a n ci da･ x a n･ki
こうなか っ たら
Xu Su
.
1 m
言う
eel
｢今
0 皿一 皿
飲 ん
derit1･ 又e n
だ｡
Ⅹite･ki da･Ⅹei ilan bia da･ Ⅹa n
身ごも っ て 三 月 にな っ た｡
edu u reke n･d ulemien e･ r ebaldi
山に 行き 生活する｡+
讃C22)
Ka nte doldi･1e jari･ mi-du x esu ･1e
カ ンタは 聴い て 歌い 言う｡
Ⅹeli1a xelei
m 血 Sohki as en･yi
｢私 の ソラカ 妻は
agden e
･le
うれ し い
Ⅹiteki da･ Ⅹa n
身ごも っ た
agden e
･ide bi･ r e n
うれ しい ｡
e 8k ulilele･ mi･deyebi
･ren
n n nnjulu･ w e ekeciayi･ji agde n e･ mi baldi･ Ⅹe n ukia ayi
私達 2人 こ の ように 愛 し喜び 暮ら したどんなに良か っ た か ｡
Ⅹehlele x eleix elile e･Ⅹelei- ･ .
s ate ng
.ke ci
砂糖の ように
baldi･Ⅹe
暮らした ｡
s ate ng
･ Ⅹt1mi･keci ayi
･ji baldi. u
砂糖 の ように 幸せに 暮らした｡
Ⅹelei
eyinin untl
･
W edeldideldi･Ⅹei
今日 我等を 引き裂き
Ⅹelila a x elei･ ･
go血
･ mi un u･ r e n
心を 傷つ ける｡
go血
･ mi unku ･ r en
心を 傷 つ ける｡
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mi血 did並･dⅧ由
私 の 頭に
go ni
Iduleni
心の 中娃
Ⅹelei
yisale
giotkdi m 工止e･keci
冷た い 水 の ように
giotk d giotk uli giotk ul i
冷たく 冷たく 冷たく
m ekte niu ･ 9
限に 涙が 出てきて
eskn 1igoni esk uli m a ng ge da-xa n
大変 心は 大変 ひ どく な っ た｡
Ⅹeleixelileix elilele x elei
帯終
ala ng(20)
Solaki
ソ ラカは
tuinemi
edi･tiki s o ng
.
mi
夫が 泣き
gomi
･dni t m ui- mi
心に 痛い
edi･tiki s ong
･ mi
夫が 泣き
]a ri
･ mi deriu･ xe n
歌 い始めた｡
e me
-又en
来た｡
da ･又a n.
な っ た o
de 血 - Ⅹe n
始めた の を (見て)､
請(23)
Ⅹelila a x elila x eli1ei I . x elilei･ ･ Ⅹelila x elei･ ･
mi血edi･i Ka nte m o rge n eke ci go ni
･ini
｢私 の 夫 カ ン タ モ ルグ ン こ の ように 想う
eyl mini
･
w e goni
･
ini
私を 想うo
x elila a x elele x e nila x e n ele x elei - Ⅹelelele I .
m un tlgulu e mbadu ayiji b aldi･ miodi･ syen
一 緒 に よい 生清が終らない｡
Ⅹe 工山ala xenila ･ ･
m u n u edia se ngo ni
･dui s aktul Ⅷ n e･8ye
夫婦 の 心 の 中に みな 忘れない ｡
8 9
yei8k ul i da
･ Ⅹe n をB が訂正
- 131 -
Ⅹe nih x ele x e n e
tunne
'
Sye n
忘れない ｡
edi e nbadtl
一 緒 に
sia ngin d ni･keci
白髪頭になり
m afe･ n a m a n e･ mi
爺 婆 になるまで
b aldi･iu e otle b al di･o e
生きよう 生きよう｡
Ⅹe 血 n a x elle n e x e n elel n e nin ele n e･ ･
eyュ S a m a n S e un
･ ni
シ ャ ー マ ン 神が
da･Ⅹa n n e･Ⅹe ni
こ うした｡
si eji go ni･Si Ⅶ m ･1e
あなた は 決 して 心 を 痛めるな｡+
Ⅹelila a x elila a x elila a x ela x elei 一
帯終
第8 章
ala ng(21)
Solakix es u. miodi･1e.
ソラ カが 言い終わると
tuin emi ejiya erin ejigainio･tikiejis aktulⅩeSt1･ r O.
｢ 何時でも 他の人に 話すな｡
tuidmi mi mi･ w e eyi匝壷戸o n e･ mi
私が 狐仙で あるこ と
tuin emi mia ni･ n e nijulu e nbadu
彼等 二人 一 緒 に
esi edia se n･sie 8i bⅦti dele xe･kini
夫婦 我ら 別れても
de solakin e･ mi e]1 ⅩeSu
･
r O
も 狐である ことを 言うな｡
bi･ Ⅹe n ek(∋ci i 血 bia x e
い た こ の ような 日 月
esierin e8i delex e･i
今回 別れても
a mile xe enbadtlbake･ rgi･ nix e e血badubi･ui
後で また 一 緒に 出会 い 一 緒 に 暮らそう｡+
60狐仙 (漢語)
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# (24)
Ⅹehlalx el血 Ⅹeleix ehlaleix ela x elei
丘a血 e esi a se n･ yi ayidele
･
i mi
カ ン タは 今 妻が 気が休まり
julu edia se n
二人 夫婦
e nbadu eyijisaktt止 arki a rki･ w e omi･1ei
一 緒 に 酒を 酒を 飲み
omille omi･1e 七山nemi s oktu da･Ⅹele
飲み 飲み 酔 っ て しま っ た o
x elilaa x eleile xelilaa xela
tuine mi afin e･ mi deriu ･Ⅹele dulian dolube n･du nise n e･ Ⅹe ni
眠る｡ 夜半 日が醒めると
nia nis en e･ rgl心 is ale･i yicile
･kimi
彼が 日が醒めると 日で 見ると
Solaki kere･dumi
ソ ラカが い た付近に
血 a血 elekeji solaki
彼 の そばに 狐が
tuinemis olaki･yix o Hji
狐に すぐ
Ⅹelei
血 血 Ⅹet 血 e mi ekeci
彼女は
e m e(s olaki) bi-r o n
狐が い るo
tongku
･Ⅹe ni
うずくま っ て い る｡
mio･ke ci
人 の形に
derill･ki･ Ⅹele
なり始め ､
nio･k()也 da o･Ⅹe n
人に似て きた｡
tⅦm aki
翌日
Ⅹelei
讃終
imin･ mi A血 e nio miani･ m e ni Ea此 e･ w e xod ale･ Ⅹe血
ア ンタは 人を 行かせ カ ン タを 呼んだ｡
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tuin emie sia x a･ gdt n
･ 血
今 奴隷達が
em e
. x e n afe･le
来て 戦い を挑んだ｡
Ⅹapse x est1
･ini
報告 した ｡
払1igian niukte yoto n･ 血 totlSia n･ 血
赤 毛 村の 使者が
t血 e mi o血 n e･kiayl n e
･ mi
どうすれば 良い のか o
ayl
･
31 0rin 卯jik ul ia 8en
20人 の 美 しい 女を
gele
.ini e m eGeike･ Ⅹala n e m ek Wtlding
･Ⅹala e meke n
要求するo 葛家 の人 一 人 呉家の人 一 人
Yb keli･Ⅹala n duin
尤家の人 四人を要求するo
Syoxole
･
Ⅹalejtla n
野家の人 十人
eyi払 nte
-dtl m ed le-id
"
unakiayi
”
カ ン タに 問うた ｢どうすれば よい ｡+
Ea nte x est1･imi
"
&ga si x o nji ejiele. Ⅱ岨 Ci bi･1e xestl･imi
v
カ ン タは言う ｢兄 あなた 急ぐな｡ 後で 話す｡+
tuin emi jog･d ule en e･1e as en ･tiki x e su-x e血 Solaki doldi･1e
そして 家に 行き 妻に 話 した ｡ ソ ラカほ 聴い て
"
ayi a s en
･
gulu n･dt1
｢ 女達が
tui mi mi ぬnte x estl･id
カ ン タは言う
d 山i ad･ r sye
奪われる の は よくない ｡
e x egulu n
悪人 ども!+
"
eyiomine
･
uyi buti ke bu
-
r sye
''
｢これは どう しようo 我らは渡さない ｡+
``
btlti･ w e m a ng ge
･ji tuin e･ki
｢私たちを 苦 しめ るなら､
Ⅹe Slユ●1 m
答えた ｡
Solakix es u･i 血
ソ ラ カが言う
buti miami- m e血 ayi
･ji-du n e･ sye
”
私達は 彼らを 許さない ｡+
育(25)
Ⅹehlala x eleix elila a x eleileix eleixelilalx elila x elila
edia se n e血badu eke ci b aite･ w e x e 8 u一 皿 a Ci･mi d ult n e･Ⅹen
夫婦は 一 緒 に 少 し こと を 互 い に言い 過ご した｡
a x a nio e m e･1e
奴隷が 来て
ⅩapSⅦ
‾Ⅹe n
報告する ｡
L`
n u]e nto11Sia n･ nie m e･ Ⅹe n
''
r女真 の使者が来た+
n e一 皿 X e S u' r e n
と 言う｡
Ⅹelilele xelei
ぬ nte x onji miu･Ⅹe n akin･jiyi tule bi･le
カ ン タは すぐ 出て 彼の 兄と 庭に 出て
tu 血 in ujengultLn･ ni tou sian ･ mi em e･Ⅹen
女真族の 使者が 来た ｡
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niemi･ m e ni bakci･1e 転壷軒･ n e･ 血 e n 拡 a n･dtlte･rh m e-xe
彼 に 会 い 挨拶をして､ オ ン ドル に 座 らせたo
tuin emi a x a血o
そ の とき､ 奴隷が
ⅩapSe
一
皿 e m e'Ⅹe n
報告 しに 来た｡
ttl eji･tikile n ob
東から 馬
you saktule m e
･ Ⅹe n.
も み た きた｡
Ante mie nto u sia n-tiki
ア ン タは 女真の使者に
仔
esi ya
･
]1
｢今 ど こから
nⅦe nto ⅦSia n･ni
女真の使者壮
e me
■
Ⅹe n
きた
ⅩeStl-1 m
答えた
m endeleIini
たずねたo
血o m olin
D
兵と 馬か｡+
eyi mi miesigia･d ulegai･badtlgele･Ⅹi
｢私が 今 別の場所か ら 借りた｡
Ⅹelile e x elilele
esi sind山e
今 あなたから
albe n gele gele
･
Ⅹei
兵を 借りた い ｡+
Ⅹelila x elila x elei
諦終
alang.(22)
A血 e akin a xe ndu yicici
･ki
ア ン タ 兄弟は 見ると
eyiju tau n m olin･ mi
二 万 の 馬に
u rke･d ule u rketule･siki yili
-
x ele
門内に 門外に 立 っ て い る｡
eyi yalu
･ ni nio
乗 っ た 人を
eyl n uje ntou sia n･ni
女真の使者は (彼らを)
ta･du yabi
･ r e n
野外に 止 めた｡
tuin emi Ante gelen albe n 8aktd eyi jap･ker e bi･ si ba･du
ア ン タは 兵たち みな こ の周囲に い る 場所を
akobi･sin ba -du yicici
･le m olin･ m e s aktul
野営 して い る番所を 見た｡ 馬に みな
6 1請安 (漢語)
olktebu･kt m e･ Ⅹe n
草を 与えさせた｡
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eyl 血o m olin furgia nyakte ･ 血 Ⅹoto nguhm ･to u sian ･ni Ceb 止e r
人 馬の 中に 赤毛の 村の 元帥 チャ プカ ラが い る｡
eyi Sax ah gu olⅦotou sia n･ni Xa 皿ate
サ ハ リ ン 国 の 元帥 ハ マ タ｡
Gu o ruhlCi gt10h o
･ 血 tousian･ 血 Demie r.
ゴ ル ジ 国 の 元帥 ダミ ル ｡
W hlabll gt101110tO11Sian
･ niEeyin na
クラブ 国の 元帥 カイ ンナ ｡
eyi dnyin eyi al be n
･
guansile
-i血
四人は 兵を管轄する
tousia n･ 印1n n ta
･du s aktuleyialo n e
-le eyi
元帥たちである｡ そ こ に みな 野営し
tousia n glS un･ m e alci.
元 帥は 命令を待 っ て い る｡
諦(2 6)
Ⅹeli1ala x elila x ehla xela xeli1a x elilala xelila
Ante n et1･ ni n u3en tOu Sian
･ ni
ア ン タと 弟は 女真 使者を
jog･d 山eyiyinggeletadu tein･ u ･ku n e･le
家に 入れ そ こに 休ませた ｡
Ⅹe rgelebi･ si 血o
手下の 人に
a rki･ w e yixan xomi ulgin uls e･ m e
酒を 牛 羊 豚 肉を
yim ax auls e
-
w e s aktul
魚 肉を みな
gaji･(k un e)･Ⅹe n
持 っ て (こさせ) きた ｡
t 血ele duin gu ole
･du al ben ･du 血
四 国の 兵に
delde･又e n
分け与えた｡
eyiax a
'
gulun
･ mi Cin xai･ m e血 eyigosin gulu n to usian
･
Ⅹala･ mi
奴隷た ち 掃海ら 3 0 人 の 頭領
d 血 gu oh10tOu Sian
･ m e niembadu saktul
4 国 の 元帥と 一 緒 に
saule n e･Ⅹele a rki omi･ r e n
招き 酒 を 飲む｡
Ⅹela x ele x ehle
e mbadt11a okele a rkio mi･ r e n
一 緒 に 話をし 酒を 飲む｡
諦終
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第9章
alang(23)
a rki dere･d 血 n ode- rgi血i eyifurgia nyakte
酒を 机に 並 べ ､ 赤毛
eyifurgia nyox o nyakte x oton
赤 毛 の 村 の
ningge
･1e n uje n tou sia n･d uleni
入 ると 女真 使者 に
eyュn u]e ntO u Sia n
･ nie m e･Ⅹe ni
｢女真の 使者は 来て
ntI)e n tOu Sia n- ni x es u･ini
女真の 使者は 言う
guolo baite feci･Ⅹe nde
｢国の事で 疲れても
t血 e miaylgelen toⅦsia n
各 頭領に
e m e-kt m e･ Ⅹe n
来させて ､
totwia n･ n lJOg
･dule ying
･Ⅹe n
頭領は 家に 入 っ た｡
e nbadll C ng an Ⅹe su･ e
礼をし 言うo
feci･Ⅹe si a
疲れま したか+
ⅩeStl-Syel n uJe n tOuSia n x e8t1･i血
｢答えられない+ 女真 使者は 言う｡
a ci-ele ayi t 血 e mi ya
･de x esu･syeda
･Ⅹa n
当た り前です｡ 何も 言うこ とない です｡
転義ド2･1e alben 印 a n Si･1e ti-to u sia n･g Ann
感謝する 兵に 感謝する｡ あの 元帥たちを
tuin ele edtl ay T)1 glStm . m e X e St1･Ⅹe n
そ こ で 感謝の話を した ｡
Ante 血 niayitousia n te- knn e･Ⅹen furgia nmiukte x oto nduin guoho albe n･ m e
ア ン タ は 頭領 の座に 座らせた｡ 赤毛の 村 の 四 国の 兵を
gu a n si
･1etotlSia ngulu n
･mi s aktultele･ki
管轄す草 頭領たちは みな 座 っ た ｡
Ante Ea nte
ア ン タとカ ン タ
julu Cin xai
ニ人は座り ､ チ ン ハ イ
duin nio saktd x ergele e m e･Ⅹe n
四 人 み な 下座に 来たo
Ybng ge IJeketuer C unya njⅧ .
ヨ ン ラ ラカ トル チ ャ ン エ ン ジ ン
tuinele arki o mi derit1･Ⅹe n
そ して 酒を 飲み始めた ｡
eyiSolakieyi Nayin dedu e uki- 血 tadtl eSk ul itlile･ mi 巨壷垂3･1e･ mi
ソ ラカと ナイ ン ･ ダド 兄嫁は そ こで 煮て 給仕をし
62感謝 (漠寮)
63伺候 (漢語)
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a 血 ･ w eya °da o
･1ele
漕を 注ぐ｡
e sifu 1gia nyakte x oto ngele n
･
totlSian
- mi
赤 毛の 村の 元帥た ち壮
e sk d igtjuktl i
大変 美しいとo
eyi Solaki
･ w e yici
･k 血
ソラカ を 見て
七山 n e･ migo ni
･ini tu ngkn a rki
･
omi･dui gomi
･ini
心が 動くと 酒を飲み ながら 思う｡
e sigele n a rki
･
o mi･duludui eyin uje ntotlSia n･ ni A血 e(･tiki) Ⅹe su･Ⅹe n
人 々 が 酒を飲んで い る とき 女真 使者は ア ンタに 言 っ たo
a
si gu olo
･Si e m etu m e n cu x agulu n
･
ni o血 bi11e
｢あなたの 国は 一 万 兵を 如何ですか o+
Ante x es u･imie e 8i bi b11･i sini gele
･sye n bu syia
ア ンタは答 えたo ｢今 私は 貸すo あなた が 欲するなら あげなければならない .
t 血 eminia ni･ n e ni bu･ yin e
･ mi
兵を 貸す と
X eSt1- X e m
言 っ た がは ､
a x e n血.julu nia ni
･
皿 e ni ene buti btLtiga s e sini
･ji
兄弟 二人 兵と供に 行き､ 我ら 我等共に あなたと
ttlin emin uJen tO u Sia n
･mi
女真の使者は
agden e
･1e
v
うれ しい ｡+
Ⅹes血･ini
"
e sik ul i
答えた｡ ｢大変
tuin emigulu n nio s aktulayiji
人たちに みな よく
s aktul siu n sikserin da o･ Ⅹe n･dumi
みな 太陽が 夜に
e siEa Hte gOmi
-ini
今カ ンタは 心に
達 したとき
agdene
･1e bi
うれ しい o
da･ x ele･ji afe･i
''
共に 戦う｡+
esik uli
我ら 大変
a rki- w e omi jefu･ku血
酒を 飲み 食 べ させた ｡
o mi odi･ Ⅹeti
飲み 終わ っ た｡
e skul i agde n ele t血n e mijari･ r emi derietl･Ⅹe n
大変 喜び
讃(27)
Ⅹelila x elila x elila x elila x elei
n uJen Ou 81a n
'
女真 使者
歌い 始めた o
4 Jin syu mtl e]
'
in
金術木 額真は
tou sia n･ yi e m e
･ku n e･1e
使者 を 来させ,
6 4b ulu o(部落)の 間違い では ?
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m edele･i血 albe n gele
-ini
問う ｢兵を 借りた い+ と｡
blユ n un tl･ W e akin n otl･ji
我等 兄 弟
gele n
･
印1un al be n
･
皿 e X e rbe･ mi gas e e n e･ uyi
人 々 兵を 連れ て 一 緒 に 行くo
Ⅹehla x eliⅩeh h la x elixelei
s a 皿 a n
･
m e 皿id e nduli- w e
シ ャ
ー マ ン 私 の 神
bu t血 ele ulgin
･
m e
私 豚
mini. w e aylつ1 tukia
･
ni
私を 好く 守れ｡
Ⅹo血･ 皿 e yl maXa
草 魚
saktul tule ni de re･du n ode
す べ て 神前の 卓に 供え
Ⅹelile e xelix elei
tuin e mi miaku re･ie
ひ ざまづく｡
Ⅹe n a n o n(ta rmi) tioko･ w e ulse･w e yim a x a･ w e
鴨 鶏 の 肉を 魚を
sakt山 nede･rig
･
Ⅹe n
みな 置いたo
x a rtekodili･ w emi tokon･duleni n edele･rgi
･
ni
鯉の 頭を 真申に 置く｡
Ⅹelilala x eleleixelin a n a x enin a x emin a m x e血 a xelei
degde
･keci
飛ぶもの
Ⅹd i･keci
歩くもの
8 aktd bi･1e
みな ある
m o n o jo a s en･yi Solaki･ yi
私 の 家の 妻 ソラカも
mimi･ w e xulexa･ mi belci･1e
私を こ っ そりと 手助ける｡
Ⅹelile e x elei
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血 ･ w e e ndn出･yi
我に 神
S a m a n
-
yl S e t m
. n l gall
-
yl
シ ャ
ー マ ン 守護神 を 連れて来る
e nd 山i 血i･ w e beyi
･1eyi e m e
･Ⅹei
神は 私の 身に 来た｡
Ⅹekle xeh x elila x elilala x elila
m uZlu' W e ayl71
我らを よく
e 8iafe･ mi
今 戦い
ete
･ktm e. ro
勝たせ たまえ｡
sa m e n su en m un u･ w e ayi
･ji afe･ 血
シ ャ
ー マ ン 守護神 我らを 好く 戦わせ
kata n baldi･ktm e･ r o
強く して下さい ｡
Ⅹelei
諦終
第 10章
alang(24)
ti furgia nyakte
･kix oto ngulun
･
nitou sia n･ni
そ の 赤毛の 村の
eyi dere
･du arki- w e omi･ mi
虐で 酒を 飲み なが ら
頭領たちは
Solaki･ w egtljuk uliyicici･1e
ソ ラ カを 美 しい と 見た ｡
tuin emigo 血
･dtmie sk ul iagde n e
･1e
心に 非常に 喜び
eyl gOmi
･du go血
･mi
彼は 心中 考えた､
esi an主le
以前から
tadtljafu･1e x erbu ･ rgi･1ebi.ki
捕まえ 連れてきたら､
tuin eminia mgo ni
･imiⅩesu･ini
彼は 考えて 言う､
eyi Solaki bake ci
･
sye n ekeci
ソラカは 逢 っ た こ とない位
ejin.dui
アジ ェ ン は (ソラカ を)
mia血 e]1n
. m e血
女は アジ ェ ン を
gujukuli
美 しい と｡
ayi
･ji n eIle
よろこ ばす と考えてい た｡ ｡
eke ci g qjukuli･ w eya･1ebake･1e
｢こ の様な美女は 何処にい るo+
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t血 emi dn x abi･ sidn xa･ nio
親戚 親戚の人を
tuin emi Ⅹoto n･d ule x apsi
･ mi
( 自分の) 村に 報告の
afe･ mi odi･1e e n e･dui
｢戦 い終わ り 帰るとき
転替6 Ⅹulex a･ mi ta u
こ っ そりと あちらの
bitex e- w eieyituin emiejin-tiki 3teSt1･Ⅹei
言付を ア ジ ェ ン に 送 っ た｡
eyiale yisale eyi Solaki dedu a 8e n･ e
すぐ ソ ラカ ･ ダ ド 女を
sindu x erber･r e e n e･ r e n
貴方に 連れて 行く｡+
諦(28)
Ⅹelila xelila x e以 ala x elila xelei
esi Ante n eujdu eyiCingx aigulun
ア ン タ 弟 2人 チ ン ハ イ等
eji11･kijog･du
東 屋で
Ⅹe su ci･nibi･r e n
相談して い る｡
O n l Ctu(a
'
W e X e e n e･1
どの様に 軍隊を 行かせ るかをo
Ante xe su･imi buti
ア ン タが言う ｢我ら
gerbi o ni
表すの に どの ように
d血n guln n d ule
4人 は 中で
e m e guolo gerbi･ mi
一 本 の 国名を記すもの ( 国旗) を
Ⅹodale一 山 Cingxai Ⅹala･du
宣言 しよう｡+ チ ン ハ イ は 皆に
Ⅹesu
･i血 ki h･keci eke ci xe su･1n l
言う ｢キリ ン の ようなもの に しよう｡+
t血 emigu血n
･ nio saktultiax ele･ Ⅹe n
人々 は 皆 同意 した ｡
eyi転画 61dui e m e ai8in stlyangborukn･ni
旗 布に 金 黄 色の
aisin･keci bo ruku ･du n主
金 色の
alS m ki h esikte
金色の キリ ン の鱗で ､
というと､
a lS m a Ⅱm e一 皿
金色の 口 で､
m tLduli･kecidao･k un e･1e
竜の ように なっ たo
68 B は､ ｢A の 口癖で ､ 特に意味はない+ と言う｡
66旗子布(漢音)
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eyieskuligtlj吐血止 btlti もate
-id m ang ge gulu n da o
･ Ⅹe n
大変 莫
.
しく 我 ら 引率し 強者に な っ た ｡
Ⅹehlalleleix elei
t 血 e migelen
･ nio s aktul miani･ m e血
ア ン タを アジ ェ ン に ならせた ｡
A血 e･ w e ej血
人 々 は
da o･ktln e･ Ⅹe n
彼を
Ea n七色 ･ w e s agdito Ⅵsia n
カ ン タを 大元帥とし､
cu a
･ w e x e rbe･ mi
軍を 引き連れ
saktul 血ni･ m e血 gisu n
･ m edoldi. u ･k un e･lei
皆に 彼 の 命令を 聞かせ る｡
Ⅹelila a x eleix elila a x elei
tuin emitoⅥ皿 aki･ ni Biu n e de
･s
朝 太陽が 昇らない とき､
So ngalim a ngm efuⅨ e
,d mi
松花 江 北岸 に住む
e mken Jaxan ･goult10b 血o ejin Ⅶituin emi doldi
'1e
l人 の ジ ャ ハ ン 国の 部落首領が､ 聞い た｡
mjentou sia n･ niele alben
･ m e gele n e
- m 1
女真 使者が こ こ - 兵を 借りに来たと o
tuin emi e m e･Ⅹe n gerbimi Ⅹula nda n e
lle
(そ の彼が) 来た ｡ 名は クラ ン ダ と 言う｡
Ⅹelnala x elilala x e血1a xelei
eyl m Olin
･ m ¢yak
馬に乗 り
Ka nte･d ule em e･1e
カ ン タ の所 に来て
eyl n ujenb ulu o
.也
tox o
･i (albe n･ yi)gaji･ mi
装備をした兵を 連れて
ⅩeS u
-
1 m a
言うB
bⅥti･ w e
｢女真 使者が (命じ) 私達を
6, または ､ ge nggitene 明るくな っ たぱかり と Bが補足
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Saktul ti･g甘1n n d 血
･
gu olu o x oto ni ba
･d mi
彼ら 4国の人たちとが止まる村の 場所に
embadu
一 緒 に
諸終
bi･u ･ku n e･Ⅹe n
駐屯させた ｡+
alaI唱(25)
e sieyib ulu o釘1 血
部落の人た ち柱
esisaktulm ang gekaten bi
･siki
皆 非常に 強い 時期で｡
eyiyila n巨壷壷垂8ju a n niu gu olu o s ak七山
川 十 六 国は みな
tuin emieyigelen
･ nio saktul ni de ya
･ w e
人 は
s aktuleyl e m e
･ nioglSt m
･ m e山
人 々 に 命令を
Ante gele n
･
印1tln eyicu x a
･ ni
ア ン タ達は 軍と
s aktulyici
･ Ⅹe ntuinemiⅩo n)1
皆よ い と みて すぐ
誰か どれかも
kata n n e-1e bi･siti
強か っ た｡
de x e s11･Sye n
言わない (互 いに競わない)0
gu olu o gisu n
･ mi deritl･ Ⅹe n
国が 命じ 始めた o
m ole n･ nis aktulyici
･
Ⅹe血
馬を 皆 見て ､
en e
･
uyl n e
- mi
集合させ ,
Kante- me endul i･y s a m a n
･
yisaktuln e miaku r e
･trk un e･ r e
カ ン タを 神 シ ャ ー マ ン に 脆かせ
eyl a X a
･
gulu n
･ m e ni ulga n
･ m e w a
-le
奴隷に 豚を 殺 し
yⅨa n
･
m ew a
･le
牛を 殺し
eyiyix an
･ m e w a･1e
牛を 殺 し
Ⅹoniw a･le tioko･yl W a･1e
羊を 殺 し 鶏を 殺 し
Ka nte eyitergele
･
yiendulitergele
-
yi
カ ンタは 衣 神の衣を
eyi kom aka e nd1血 a w u ng
-
yi titi
-
rgi
鹿 の 神帽を かぶ り
tuin emiⅩtlrh1･ mis a m a ngaJ1
･ rgl
･ mi
跳び シ ャ ー マ ン が付き
68 c nlake川の誤り (前に出てきた)
t血 e misaktulodi
･
r e n
全て 終えた｡
titi･rgl,
着て
bu rktl e nd ul i bu rktL
･
yi
鏡 神 銅鏡を
pihsili
･ mi derin･Ⅹen
踊り 始めた ｡
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eyiloku
･rgl
胸に下げ
su Hjia xoton･dtltOu Sia n･nigultln
･ 血 saktule m e･1e yicici
-1e
五 つ の村 の 頭領 達が みな 来て 見るo
eyiyicici
･
i血 esk ule･1e s aktul gelen
･
gulu n x es u
･ini
見て 感動 し
eyi Ea Hte end uli
･ki
｢カ ン タ柱 神が付き
eyiseun
･ ni de e m e･ Ⅹe ni
守護神も 来たとき
ey上gele n
･血 o s ak七山
人たち絃
tuin emigelen
･血o
人た ち娃
人たちは 言う｡
ebu sik ul im a ng ge
特別だ ｡+
t 血 emi a rki･ w e twile n e･ mi gaJl
一
Ⅹe n
酒を プ/レ ルと (神が) 持っ てきた｡
esk ul ieyike e sk ul i転壷巨9 n e･ miⅩe su
｢これは 不恩義だ+ と 言う｡
8 a11 n l eyi Solaki a mi
･leni
知 っ て い るか ? ソラカが 後ろで
end ul i･n beyi
･du nin e e m e･i血 A山 e･tiki x esu.imi
神が 体に
sin e u･sisu･jultl eSi
｢貴方と弟 2人
t血 mie n e･ki血
戦 いに行けば
来た時 ア ン タに 言う｡
afe･kini e x ele baite an ci
戦 っ ても 悪い こ とが ない .
a nne x e ayi b aite x ebi
･ r e n
後に 好い事が ある｡+
tuix e su･ mie nd ul ienell-k un e･Ⅹele
と言い 神を 去らせたo
Ka血 e te rgele a ci
･ rgi av m n
-
w e a ciTgi te
･1e
Ⅹulu x a･ mi
こ っ そりと
belci･i山
手助けして い ると ｡
tei且e･ mi bi･ren
カ ン タは 神衣を 脱ぎ 神帽を 脱ぎ 座り 休んで い る ｡
tuin emia x a- gulu n
. m e x o HJlgaji･rgi･ r eti s o1gi
･
yiuls e
'
yiya
-
yi
奴隷たちに すぐ 持 っ て こさせ 菜を 肉を 何でも
saktul dere･dqmi
みな 卓に
n ede･ u ･ku n e･Ⅹenituin ele eyitou sia n
･ m ete
･
rgi
･u ･k un e'x e n
並 べ させ ､ 頭領を 座らせた ｡
gelen x ot nto u sia ngulu n l止s aktulte
･rgi
･ r e
各村 の 頭領 達は みな 座り ,
Cin x aigulun ･nige em e･1e ga 告e e血badu a rkiomi
･ mi deriu' Ⅹe n
チン ハ イ等が 来て 一 緒に 酒を 飲み 始めた｡
69奇怪 (湊静)
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kekeke
第 11章
ala ng(26)
alang(27)
Ea Ⅱte
カ ン タさま
請(29)
esitotl Sia n agden e
･ mi derit1･Ⅹe n,
頭領は 喜び
Ⅹelila x elil ala x elila x elei
Ⅹa nte･tiki jari･ mi ⅩeS u･imi
カ ン タに 歌い 言うo
sa m a n･ s l e ndt1i･ 血 kata n
あなた の シ ャ ー マ ン 神は 強い ｡
Kante･8isam an･ siayiji転㌢o ne･r o
カ ン タ の シ ャ ー マ ン は すご い ｡
tuineminia ni･ n e血 agde n e･ mi Ⅹesu
･
r e
彼に 感謝 して 言う｡
nia ni･ m emin eujulu ga告e sa m a n･duyiayiji区画1･ktln e･r e
貴方 弟 2人共 シ ャ ー マ ン に 守らせてください ｡
Ⅹelilala x eleixel血1a xelei
albe- ni etelle e m e･rgi
･ki buti e m e･1e
兵が 勝 っ て 帰 っ たら 私達 来る｡
buti e血badu ayijiarki omi-t(yle
私達 共に 祝い の酒を 飲もう｡
Ⅹeleixehla x elei
諦終
eyijigis u n･ m edoldi
･i血
こ の話を 聞いて
tuin em te･rgi
･le e m e a rkim a Ⅸ onda o･Ⅹemi
立ち上がり 酒を 沢山 注い だ｡
gelen
. mio
-du s aktul da ru･ Ⅹe n tuin ele x es u･ini
70 go n供 (漢語)
71bao u. 保佑 (漢語)
72jul iuile血iyale をB が訂正
uki･u
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2
人 々 に 捧 げて 言う, 杯を挙げて
ayia rki
･ w e s aktulomi･ miekeciete
･uyi
｢酒を 飲み干 し 勝とう｡+
tuin emi Ante 払 nte
ア ン タ カ ンタ
gele n
･ mio eyi Ea nte
-
tikis a m a n･ m emis aktul katann e
･ mi ⅩestlCi･ r e n
人 々 娃 カ ン タに ｢シ ャ ー マ ン は 強 い+ と ほめる o
e sia rkiomi･ mi sitln Sule
･kile et1･ mi derit1･Ⅹe n･d ule omi
･
Ⅹe血
酒を飲み 太陽が 酉に 沈み 始めるまで 飲んだ｡
saktulomi･ mis oktu
･dtLene･ mi m ete･Sye ni
･ m e ni･dt1
飲ん で 酔い 帰る こ とが出来ないもの を
a丘n e･t1･ktm e･r e n
眠らせた｡
Ante Nayin dedtljog
･dule en e･1e a m止e･ki KaⅡte
n ell a X a ndt1
兄弟に言う｡
Ⅹebe･rig
･ minuku ･rgi
･ mi
抱え 送り
Solaki･siki x estrini
ァ ンタ ナイ ン は 家に帰え っ た 後､ カ ン タは ソラカと 話す｡
eyi butiage
｢我ら 兄と
tuin emi
- 緒 に行くなら
afe･tiki 血a ni daxala
･ mi
戦 いに あなたが 一 緒に
Solakix e su.Iini
e n e･ie nia血 ･ m emiayijibelci･1e
行くけば あなたほ よく手助けするo
mild doll gOni
･
Syei mia血
･
m enieylgod
-Sieyl
私も 心配 しない し､ 貴女も 心配 しない ですむ｡
e si bi
ソ ラカ が 言う ｢私は
Ⅹ比e･1eda･ Ⅹai go ro
身篭 っ て い る の で 遠くに
ene
. m l m ete･Sye n e昏i bi
貴方と 行くこ とが 出来ない o 今 私は
Ⅹuli･ mi m etelSye1
行く こ とが 出来ない ｡
si m e n や en e
･lo
貴方 だけ 行きなさい ｡
bi euke ･jiayijijog･du bi
･
yi yadebaite
･ 血 bi･simi mini･ w e x odale■rgi
-kisi'ni
私は 兄嫁と 家に い ます｡ 何事か あ っ たら､ 私を 呼 べ ば
bi y18 a
'
yl
私は す ぐ 着きますo+
eyigisu n
･ m edoldi･1e
(彼は) 話を聞い て い る｡
tuinemi Ka Ⅱte･yi tebele
･1e as en･ ni tuix es eci
.iti
カ ン タに 抱き つ い て 妻は 話す｡
Ka nte x esu ･imi
カ ンタほ 話をしようとするが
ya
･
w ede xest1･Syeda
' Ⅹ an
なにも 話せない ｡
tuinele ene･ miedias endelx e
･ mi deriu･Ⅹe n Soh kijari･ mi deriu●Ⅹe n
行くと 夫婦は 別れる ことに なる｡ ソラカ は 歌い 始めた ｡
諦(30)
Ⅹelila x eleixel皿ala x eli1a x elei
budi edisimi･jie sidelx e･yi
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私は 貴方と 離れる
buti ekeci 即idamie血badu ah e･syi
私達は それほ ど 永く 一 緒 に 寝なか っ た o
e且d ulibtlti･ w e e血badtl ayiji
神が 私達を - 緒 に
sini･ w e e n e- tl･ku n e･1e
貴方を 行かせ る｡
bi･u ･kun elle
させてくれ ､
esiafe･ mi ete･1e e me･rgi
･kisi
戦い 勝 っ て 帰るo
Ⅹe山a xemina n a E e血
esis a m a n･Siendnli
シ ャ
ー マ ン神力 がすご い ｡
gelen
･
gulu nyox o n x oto n･niguln n
･ misaktulagden e
･ mi deriu ･Ⅹe A
村人たち 喜んだ｡
esi tou sian･ 印1un
･ 血 simi･ w ekata n n e･ mi guguda
･ji
頭領たちは 貴方 カン タを 高く
Ⅹe 皿 e X en ln e X e nl
go ni
･duyigis u n･ m emis aktulⅩestl-玉ei
心 の 中の 話を した ｡
s血i ete･1e e m e･rgi
-kisi
貴方が 勝 っ て 帰 っ た とき
butiayijiarki o mie
私達 酒を 飲もう
Ⅹeleix e nile 芝e n e
謡終
alang(28)
tn m akierdete ･rgi･r e eyi Ante
ayijiarkio miomi
酒を 飲もう｡
yicicile
Ikini
見て い る｡
Ea nte･yicLH a･ W e m Ohn ･ m eyicici
･k un e
翌朝早く 起きて ､ ア ン タはカ ン タに 兵と 馬を 見に行かせた｡
gele nbtlSiku･ji 組ktul Cingxai･d ulu en e･1e yicici･k un e
ブ シ ュ クと供に チ ン ハ イ の所 - 行き 見させ た｡
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Cingxai
･
yi m olin
･
yic1ば a
･
yis aktnl ta un
･Ⅹe n t 血 ele x es u･k un e･i血
チ ン ハ イ に 馬 兵を 数 え 報告させ ると
e m et um e n niu minga yila nta un bi
-
r e n Ante Cingx ai
･d由 Ⅹe S u.‾1 m
万 六 千 . 三 百人 い るo ア ン タは チ ン ハ イ に 言う｡
tu 皿 aki 酢 ayi imi buti tt m aki e n e･iu
｢明日 (是)よい 日だ｡ 我 ら 明日 出発する｡
eyiini gelen
･
gulu n s aktulxulsa
･
yieyis aktultaku
･
rgi
･is u
今日 皆 掛け布団を 装備せ よ｡
tu m akibuti e n e- u eyi Cingx ai jule e n e･u ･ku n e･yi
明日 我ら 出発する｡ チ ン ハ イに 先に 行かせ る｡
nia ni･ m emi jake･ ni tu n akie rde su njia ca･d mi e n e
･
uyi
彼に 荷物を持ち 明朝 五 時に 行かせ る｡
eyiyixan gq ya n
･ ni bgu
･ migulu n aben
･
gulu n e mbadu74 e m e
･rgi
･ini
牛 の 角を 吹き 全 軍が 一 斉 に 集 めよ｡+
tuin emi tu 皿 akie rde erdeda ･Ⅹa nmia ni･ m emieyiyix a ngtlya n
･
m e nifurge
･
t1
･ku n e･1色
翌朝 になると 彼は 牛の 角を 吹かせ
Cingxai duin gtlu neyito usia
l
n saktulcux aie mbadu ･kun e･1e
チ ン ハイ等 4人の
Ante u rke.dⅦitnlu ･ ni
ア ン タは 門の 外で
te rgele
･
yititi
･
rgi
11e axa･yi
頭領は 軍を 集合させ る｡
yili
･ Ⅹe ni Ante Ka Hte a X andu saktul
立 っ て い るo ア ン タ カ ン タ 兄弟
m ole n. m e nigaji･ u ･kun e･1e
服を 着て ､ 下僕に 属を 引かせて来させ ､
tnin ele m ole n･duiax andujde saktulm olin ･ m eyalu ･kile
馬に 兄弟 二人は 馬に 跨る ､
guln n nio
･
yi m ljen tou sia n･jiga串etu ･Siki mit1･Ⅹele
人た ちは 女真 使者と 共に 外に 出た｡
Nayin dedu Solaki dedu yax on
･
即1u n
･
nisaktul
ナイ ン ソラカ 下女たちは
73 是 (漢語)
74匡壷ヨ･ mi deriu･Ⅹe nをBが訂正
nnku ･ mi miu- xele
送りに 出た ｡
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e siyo xo ngullu r nix 拡 a
･
印1u nas en･guin 且
村人 の 男たち 女たち
Se
･ nis agdi釘1tn isikuligulu n s akttiln nku ･ mie m e･Ⅹele
年寄り 幼い看 みな 送りに 来た ｡
ぬ nte m orge n e sia s en-yieyiji delx e･kini
カ ン タ娃 妻と
olaki o 血 Ⅶ 止Ⅵ皿e･l
ソ ラカ の
別れ ると
S
go 血
･du m u ra e xe･1e
思うと 大変 心が痛む ｡
心 は い たむ｡
請(31)
Ⅹela n x ehlala xele xeleixelnala x elei
Ante ax a･gulu n
･
皿 e nis aktule mbadt1
ア ン タは 下僕た ちを 集め
jix a･yiaisin ･yim olin ･yiyix an･yi urgen･yix o nin -yis aktuln mbadlユ
｢銭 金 馬 牛 豚 羊を 集め
ay131 yicici
･lo n e- m l Xe StlCl･ Ⅹe n
よく 管理せ よ+ と 命 じた ｡
Ⅹelei
台yi jake･Ⅹala 血 halle ebnde･l 6
｢物を 誰かが 失く し 壊 したら
e m e
･
rgi･ki血 simi- w e m a ngge ne･kun e･yi
帰 っ てきた時 それを 厳しく する｡+
Ⅹelei
tuin e misaktulⅩul i･trku n e･ mi de血 .x e n
そ して (皆を) 出発させた｡
esi n uje n to u sia n･ 血 Ⅹerbe･rgi･ mien e-lei sula･ sikien e･r e n
女真 使者が (隊を) 引き連れ行く 酉 - 行く｡
jule bi･Si furgian yakte x oton･ 血 to u 8ia n･nieyi Ceb ulake
先頭に い る の 柱 赤毛の 村の 頭領で チ エ プラカ｡
78尤金良が ､ 後で挿入 o
丁8 e x ele B が訂正 ｡
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Sa x a五n gt10l皿
･ Di to u sia n
･
niXam ate
サ ハ リ ン国 の 頭領 - マ タダの
de mio･ ni m ol血 - 血 bijule badt1
人と 馬が 第 2 の隊｡
U labtlgtlOlu n
･ mitot18ian･ ni Keyin a
クラブ国の 頭領 カイナ
W ulu ci(gt101u n-nj)detousia n
･
ni De 皿止
ウ ルチデ国の頭領 ダミ エ ル
Eilin x oton ･ niejin･ 血 A出 e x e eyi a
キ レ ン村 の エ ジ ェ ン ア ン タと 大元帥
7 Ea nte
カ ン タは
cu xa
･
yl X e rbe
･ rgi
･ mien e･r e n
軍を 引き連れ 行くo
x eli1ala x eleix elabla x ele x elile
Ja x angoutotlSian
･
hi Kulanda
ジャ ハ ン 国の頭領 クラ ン ダは
m olin･yi国 ･yigaji･ mie m e･ Ⅹe n
馬 の 隊を 連れて 来た｡
niu x oton cu x a･ ni m olin･ ni
六 つ 村 の 兵 馬を
8 aktule血badu 血 tu m e n血 m ingyila ntan ncn x a
･
yi bi
･
re n
あわせて 六 万 六 千 三 百 兵 い る ｡
eyie 血 a 血1e m ac呈 d11rn el
･Ⅹe血
こ の 時は 年を越 し 少し 経 つ と
duyin bai
･du bi.uyi ridsaktulayiji da･Ⅹe n
4 月 で 日は よくな っ た o
x elila x eliⅩeleix e払1ala x eleix elei
olkte n o saktuln ugia nda
.x ami
草 木は 緑に なるo
bix a nirga
･nixtlrkt1･ mi da ･Ⅹan
野 花が 躍るo
77大元帥 (漢語)
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esiyi 血esk diayiyininia nkⅦh da･ re n
こ の 日は 暖か い よい 天気にな っ た｡
n ujento usia n･ni m u m l Xe rbe･ mi
女真 使者は 我らを 連れ
niu x oto n-du nicu ヱa･ ni m olin･ ni
六 つ の村 の 兵 馬は
sde･s辻ie ne･1e
酉 - 進む｡
tuin e nieyiWugo u ce n･d ule yila n
･ Ⅹala x oto n･d ule由 yisa
･ Ⅹen
五 国城に 三 つ の姓の村に つ い た｡
Ⅹela x ehla x elila alx ela xelila xelei
oton･dnle ni 血o･nim arxo nda･ Ⅹa
村には 家に 人が 多か っ た が
8
s辻te umisami s aktulalbe ndalle e ne･Ⅹel
若者が すでに 兵になり
tuin emiey1 8 u nJla X Ot n S uli
･1e ni
五国城の 酉 -
9
行 っ て しま っ た｡
Ⅱdju ba･du 血
6 0 里 の所に
tadu ct= a･ w eyili
･ u ･kt me･Ⅹe n
軍を 留めて ､
ta･du saktulnio m olin ･ nisaktulta･du yis a
･1e
人 馬は そ こ に 着き､
eyia mdiyi 血d uleniSuya n m ed ule･nix oto n･d uleyis a
-x e n
数日 の 内に ス ヤ ン ･ ム ドリ 村に つ い た｡
Ⅹelila eixeleix elileix elix elei
諦終
謡(32)
n njentou sia n･ mi 血u x oton m a･ nim olin ･ m e血
女真使者は 六 村の 兵 馬を 連れ､
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第12章
ala ng(29)
78尤金良が ､ 訂正 .
79 尤金良が､ 訂正 ｡
Suya n
･ m tlduli
ス ヤ ン ･ ム ドリ
e m e匝壷頭･1e
ヤ ン ドでをま
Ⅹoto n･d ulemiyisa
･Ⅹemi
村に つ い た ｡
St mjiabia
五 月
Ⅹelin a na x e xalei
(n uje n)tou 8ia n･mi
女真使者は
daxele･ 血 da ･Ⅹan
にな っ て い た ｡
Eil血Ⅹoton･duni Ante ejin
キリ ン村 の
転諺o x oto n･du nito u sia n･ m ed
各 村 の 頭領を
jule u rke･d mi yi止･ u ･ktl n e- X e ni
南の 門に 留めさせた
Ⅹelila a x eleix elila a x ele x elei
I血 mi･ m e nitadtl X O nji tadu
女真使者は す ぐ そ こ の
8 agdiej山
大 ア ジ ェ ン が
ア ン タ ･ ア ジ ェ ン と
tadu alci-(ku n e)･r e n
そ こ に 待たせた｡
e31n
-
m e ylC1
● Ⅹen
ア ジ ェ ン に 会 っ た ｡
eyi
･ke xtlSu ･imi doldi･Ⅹe n tuin emiagde n e･le
こ の 報告を 聞い て 喜んだo
Ⅹeu alalele x elei
Jin wuju ejin duin site･yi
ジ ン ウジ ュ ､ ア ジ ェ ン の 4男は ､
julu･kiu rke
･dtl eniem e･1e
南 の 門に 来て
gele n albento u sia n
･d11jake
-
w ebu ･Ⅹeni
各 隊の 頭領に 褒賞を 与えた｡
Jin wuju e m eta u n u sin x erbe･ mi miu x oton
.dui bi-sid
ジ ン ウジ ュ は 1 万 の 匝 を 連れて 六 つ の村に行くと ､
eyi(gelen)Ⅹoto n 卯Ilm
-mito u sia n･ m emis aktul s aul i･rgi
･ T e n
各 村 の 人 頭簡は 敬意を表 した ｡
Ⅹeli1aleix emin ale x enilei
tlhe ni bake ci･le saktulxoton to u sia n u n
謁見 し 村の 頭領たちは ジ ン ウジ ュ に
80 各各 (湊簿)
81Aが訂正 ｡
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転表替2 ne･ mi miaktu e･iti
挨拶 し 脆く｡
Ante julu skie n e･1e
ア ン タは 前に 出て
tuin emi 血a niukia
Ⅹelei
謡終
ala ng(30)
yila nyimi d ule血
･
Ⅹe n
3 日 過ぎ
Cln a n ne
■
Ⅹen
挨拶をした｡
m angge
彼は 大変 熱心に
eyi Jin w uju
ジ ン ウジ ュ
a rki･ w e ya o鞄ktulsolgi
･ w e
酒を 菜を
eyi Kilin x oton
･
niejin(･ m e血)
キ レ ン村の ア ジ ェ ンと
e Sn
-
話 した｡
1a okeleAⅩele
ejin tuin el
アジ ェ ン は
s aktul de re･uilenin ede･le
卓に 並 べ
eyl 血 Ⅹoton句1n
･
m e血 tou x ain ･ m emi
六 村 の ア ジ ェ ン と 頭領を
8 aktulⅩodale･rgi
･1e arkio mi･ mis aul i･rgi･ mi deriu･Ⅹe n
みな 呼び 清を 飲み 歓待 した ｡
eyio mi
･ mi yilan eh ru
･dⅦ 止 omi･Ⅹemieyi Jin w tljtl tOllSia n xe su･id
飲んで 三回 周り 飲んだo ジ ンウジ ュ が 頭領に 言うo
eyisuto占sia n･Ⅹala･ nieyiSo ng転軒ba- w e nisaktulgaji･rgi･1e
｢貴方 頭領の皆さん 采の 天下を 奪 っ て こ い｡+
eyixoton tousian Ⅶigulun
･ miⅩe 和･i血 bu ete･tl gele n
-
gukln S aktulⅩestl
･i山
村 の 頭領た ちが 答えた ｢我らが 勝 つ ｡+ と人 々 が 皆 言う
ejin gulun ･ni(Ⅹes u･ini)bu 巨壷二頭 a丘･ miete･tl
頭領たちは ｢我らは 必ず 戦い 勝 つ ｡+ と言う｡
ala ng(31)
讃(33)
Ⅹehlalxeleix ehlala xelei
82請安 (漢語)
83朝 (漢語)
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eyl erin eyix oton
･d ule血 Ⅹa mis e x e8tl･ 皿
こ の とき 村の ハ ミ ス が 言う
eyix oto n 印ヱa
･ nim ol血･nis aktulekeci･yim arx o n a n cida
･ Ⅹa n
｢村 の 兵 馬は ､ 少ない 多 い は なくな っ た｡
tt m emi btl e m ek 巨画4･le juli･siki
我ら 吉日に 南 -
esinika ngul miⅩe ya
･de s ai,syen
漢族は 何も 知らない ｡
bu a丘･imie8ie n e･kie siete･uyi
我らが戦 い に 行 けば 勝 つ .+
Ⅹehla x eleix e止1ala x elei
Jin wtljtl ejin doldi･le
ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン が 聞 いて ､
e n e. uyl
行 こうo
agden e
･1e xe 飢 rle
喜び 言う
gele n
･
gulu ntu m akiayi
-jic ux a･yiayijitati
･isu
｢皆さん 明日 軍を
ttlin eminin x oto n ctx a･ 血 m o払n ･ 血
六 村 の 兵 馬は
固 Ⅹoton ･d uled e mbadubi･r e n
ヤ ン ド村で 合流 した ｡
eyin ada nbia
･du e n eyini
七 月 一 日
Jin w uju 血 ami･ m e niuy un
ジ ンウジ ュ は 9人 の
訓練せ よ｡+
s agdi ejin site
･
yi
大アジ ェ ン の 子 を
e mbadu ele e m e･k un e･ Ⅹe n
- 緒に 来させた o
x elilala x eleix eli1ala xelei
eyi 血 gulu n x ot ntousia n
･nisaktul mia cin ･1e･imis aktulsai･Ⅹeti
六人 の 村頭領の頭は 槍術 巧みで
馬ほ 力強く 兵は 強い 大変 よい ｡
84 吉日 (漠簿)
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Ⅹeu ala x eleix eli1a x elei
Jinwtljtl e]m 血 ni･ m e ni
ジ ン ウシ ュ ･ ア ジ ェ ン は
furgia nyakte x oto n. 血 to nsia n･ m e ni Ceb ulake- w e
赤毛 村の 頭領 チ ュ プ ラカに
eyュx oto n cn xa
･ 血 m olin･ mis aktuljule･ siki e ne･ u ･ knne-ini
村 の 兵 馬を 先鋒として 行かせたo
Ⅹeli1 ala xe nile x elei
eyi julu eyijdu･ nieyi ba･ w ebaite ayiji
(彼は)南の 地の 革を よく
Sa x alin tou sia n･ m eni Xa皿 ate
サ ハ リン 国の頭傍 ハ マ タに
Diami･ m emij血 ･ki en e･ u ･ knn e･imi
二番隊に 行かせ ､
Eilin xoton･miejin Ante
キ レ ン村 の ア ジ ェ ン ア ン タに
S al
‾
一e n
知 っ て い る｡
m xa
･
yix erbe
･ mi
兵を連れ
yilan ba
.dui bi･ u ･ktln e･imi
三番隊に させ ､
U labtlde tot1Sia nEeyi m c u xa
･
yixe rbe
･ mi
クラブ国の頭領 カイ ンナに 兵を連れ
dtlinba .dtli bi･ u ･ktln e･ini
四番隊に させ ､
Wtln ci tou sia n･ miDemier c1Ⅸ a･yix erbe･ mi
ウル チ 国 頭簡 ダミ ルに 兵を 連れ
su rqla ba
･dllibi･ u ･ku ne-i
五番隊に させ ､
eyi Ja x anto11 Sia n･ mi K ulande cu x a
･
yix erbe
･
tl･hLn e･i
ジ ャ ハ ン の 頭領 クラ ン ドに 兵を連れさせ
血 ba･dtl bi･kt ne･i血
六番隊に させた｡
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Ⅹeli1e x ele x ele x eleix elei
譲終
ala ng(32)
冨
l
;,
h
=i
u
.笠エ ンを蒜
to
;
s
;
a
&
'
;
s
t
aktulx aL
a
i
m
X:
a g;
s
T^
k
l
e
k
Ci bi. 8i
皿 enl X Ot n
･dtdorin su njiatu m en 血 o m olin ami le bi
･ u ･ku n eーi
を連れて 村 の 二十 五 万の 人 馬の 後部の隊に させた｡
tuin emieyiniu ba
-dtd derde･rgi ti
･ 如 u n
･ m ej血 - sikieyi So ngguolo
･
w e
六 つ の隊に 分け 彼らを 先に湛め 采国と
afi･uku n e･iem e x okto e m e
･ mi bad miyilan x otonju an 血 ba
･du tou sia n･ mi
戦わせた ｡ 道を 行く 途中の 三 つ の村 十六 箇所
の頭領が
m ale･ ui･sikitokti
･1e afu･ s da
･
Ⅹa1be n･nisak七山 血 ･le
兵が 出てきて 手を 上 に 上 げ 戦わない ｡
Ⅹala eyialbe n c uxa
･ w e x ot n
-d uleiya o
･ u ･ktm e･ miafu
･
syida
･Ⅹa ni
皆は 兵を 村に 進や 戦えなくな っ た ｡
背(34)
Ⅹehlala x eleix elilala x elei
eyistlyan Culake ker e
･d 血 So ng gu olu 血
黄色 河の 岸に 宋 国,
a )
e m etou sia n
-
ni Jan suye
頭領 ジャ ン ス エ が
e n e･le afu･.sy
ei da･ Ⅹain e- miⅩesu
' r e n
来て 戦わない と 言う｡
esijtl e en e
- 又en to u sia nCeb ulake
先鋒を行く 頭領 チ ャ プラケは
eyi yilan
･ fu a9i bu･Ⅹe n s agdi do m olin
他 に) 酒3壷 を 与えた｡ 大隊の 兵 馬牲
u m a ci de ku s unde n e
･ cie x oton･duh yingge
. r o n
少 しも 力を 用いず 村に 入 っ た o
8古 Aが訂正 .
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Ⅹehlala xelei
讃終
Jinvmju ejin ele
ジ ンクジ ュ ･ ア ジ ェ ン 娃
eyi baite
･
w e yici
･1ejari･ mi derit1･Ⅹe n
こ れを みて 歌い 按 じめた ｡
請(35)
Ⅹehla x elila xebla xelei
E 血 Ⅹoton･ 血 ejin
｢キ レ ン村 の アジ ェ ン と
sun u e si gu olo
･ w e ayiji
貴方方の 国を 守る+
Ⅹelilala x elila x ehlala x elei
furgia nyanteb ulu o
･ni
赤毛 部落の人柱
a n Su al8
･
血 釘1 un kata n
元帥達は 強い
jule ene
･1 m
先鋒を 行き
Saxa止nb ulu ogulun
･ mio ami･1eda･ Ⅹalele
サ ハ リ ン部落の人は 後続部隊｡
Ⅹelila eixelei
Eilin x oto n･nito uk un
･du bi･r e n
キ レ ン村は 真申の隊であり
ulabⅦ b ulu o a mi･siki･du bi･r e n
クラブ部落は 後方隊で あり
Wulu ci a mi･le sunjia da･Ⅹa ni
オ ル カは 後方 第5 隊に な っ た
eyiDinjio x ebi
･r e n
6人がまだ おり ､
Jax a nb 血o ye
ジ ャ ハ ン部落だ｡
Ⅹelilala x elila x eleix ehlala x elei
もi m e s正e
我 自身
eyigulun
･ m ex e rbe･ mien e
-Ⅹei
一 隊を 連れて 行く｡
86 元帥 (漢語)
- 157-
cu x a
･
yl m Olin
･
yi
兵 馬は
o h s u sai tu ne nbi
･le
二十五 万 ｡
Ⅹelele x e nilalx ehla x elei
x .ktu ･du x uli･id 訊 en e
･ mi yila nx otonju an niu玩表替7
道を 行く 行くと 村
xoto n
･ m e nisaktul eyin ale
･iyitukutu
･1e
村往 事を 挙げて
十 六 屯､
afu.syenda
･ x a n
戦わない ｡
s aktuln unu ･d du tou sia n 芝ala
我らの 頭領た ちよ､
Ⅹelilala x ele x eleix elileix ele
n unn afu･ ye e skul iagden e
･ mi da･Ⅹayi
私達は 戦い 喜んだ｡
Ⅹelila
yisale
･
yiyicikici
･ mi LtlOya ngCen X OtOn
･d ulu yisa
･Ⅹe n
見る間に 洛陽城 村に 着いた ｡
m un u afu･ miesk1山 katan n e
･ miagden e
･ mi de rin ･ Ⅹei
我ら 戦い 強い 嬉 しい ことだ｡
Ⅹelila x elila x elila a x elei
帝終
第 13章
ala ng(33)
eyi Ja ng8y q ye
ジャ ン シ ュ エ は
t11 血 e mi
Ⅹe8 u･inin un u x oto n
･
m gele n
･
gnlu n
. m e
言う 村の 人たちを 守り
ou 8ia n･1
投降した｡
9(a丘･ syeda･ Ⅹa n)
87B はga sy組 ｢仙 と い う意味がなく不明とい うが､ gasin
｢屯+ の意味あり｡
88鍵を閉める の 意味と B が注釈｡
89投降の意味 :A の税明｡
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esi 柚 n yakte x oto n
･ 血 bi･Sito u sia n･nijule･ yi julu
`sikiO n e- 也
赤 毛 村の 頭領娃 先鋒として 先を 行く｡
so ng guolu o
･duti･guluntadtl eyi doldieyidoldi
･ mi alci･le
采国の 彼ら柱 そ こ の こ とを 聞いて い る
stlya n Culake Jangsyttye tousia n s aktulto u sia n
-芝e血
黄 河 ジ ャ ン シ ュ イ ェ 頭領は 投降したと｡
gelen
･nio s aktul le e･ Ⅹelet 血elebugude n e en e
･
Ⅹ n
人々 は 怖がり 逃げた｡
Jin wuju de totlSia n nia nittdn emi LuoyarLCe n
･1e olinba･keci･jine' mi da' r e n
ジヌ ジ ュ の 頭領娃 洛陽から 2 0里 の い る
ne
･ miⅩe 8t1･1e
と 言う｡
tierin tadu s aktul
そ の時
jas xan yim a n e
･keci
手続が 雪の ように
a n m u e m e
･1e
報せ (ロ) が 来て
s aktuleyigulun
･ m edegde
･ mi So ng guolo
･miⅩoto n･d ule血 yinggle e n e
･ mi
人々 は 飛ぶ ように采国の 村に 入城 し
eyi So ng guoltl
- mi 転壷壷∃Ⅹoto miuyile isikul ieyisaktul 1ele
. mi deriu -芝e n
来園を 深く 村 上 の者 小者を 皆 恐れた o
ttlin emi Song n Sla n
采国の相
o Ja ngb an ca喝 Saktulm ete
･
syi da
･ Ⅹe
ジ ャ ン パ ン シ ャ ン は だめだ
tnin els akt山 a mile sai
･ Ⅹeti
isikis otl･ini
a- w e $Ou
-S
n e mi x odalele
と 報告され ､
後 (チン ゾンに) 全てを報告 (秦) せざるをえないと知り ､
1 Cin z ong
･du x apsi
･Ⅹeti eyiCin zo ng esk ul i lele
･le
上奏し､ チ ン ゾンに 訴えた｡ チ ンゾンは 大変 恐れて
tuin emi S. ng 卯 01o 転身2 oloktededa･Ⅹa njefu de 超 da
･Ⅹ an
宋国の 中絃 革もなく 食料もなくな っ たo
m x ade gia
･
siki e m e gia al ben de eu
･
siki e m e.i血 de an ci
軍 は 国外から くる 別 の兵 (援軍) もこちら - こ ない ｡
90 丞相 (漢語)
91 上奏 (漢語)
92 内 (漢語)
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eyi Jangba ng侃 n
ジ ャ ン パ ンチ ャ ン は
巨頭song ciEjon 転頭
ソ ンチンゾ ンを (代表 して)
ejin Jin w tlju ･1e x e su ci
- mi
ジ ンウジ ュ の とこ ろ - 行き 言う
eyiafu
･
syeda
･Ⅹelo u n emituiyix esuci
.i血
戦わない こ とに したと 言う｡
譲(36)
Ⅹehlalx elilala x el止a x elilala x elei
Ja ngba n ca n eyュ
ジャ ン パ ン チ ャ ン ､
So ng gtlO
来園(の代表)は
furgian yakte gulun Ⅹoto ntousian
赤毛の 族 村の 頭領
Cebulake bi ba･1emi e m e
･
Ⅹe n
チャ プラカが野営する場所に 行 っ た ｡
furgian Ⅹoto ntou sia n
･
nieyituin emieyi Jin wuju yo x o n ejin
赤毛の 村の 頭領 (チ ャ プラカ) は ジン ウズ 村 アジ ェ ン の
yu a n su ai dule血 bi
･syi
･ m e n･de s ai. r syen
元帥 でない こと を 知らない o
ttlinemiCebulake･ji x es u ci
･
Ⅹemi
チ ャプラカと 和平を協議 したo
Ceb ul王止e･jiayijake
･
w egele
･ mi deri11･ Ⅹe n
チャ プラカは 物を 要求した｡
Ⅹulu x a･ miolin tu m e nbudu
･
w egele
･ini
内密に 2 0万匹の布 を要求 し､
aisin olin t um a nyen
･
w eaisin ･ m egele
･imi
金 2 0 万 両を 金を 要求 し､
Ⅹaiyo uyila n(gosih)tu m e n a u(m e w u ngele
･i血
さらに 三 万 両 (級) を 要求 し､
e m etau n a s en gqjik ul i･ w egele
･ini
百人 の 美女を 要求 し､
tⅦ m akierde･dtl S aktulgajil rku n e･imi
翌日までに 持 っ て こさせた｡
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Ⅹel 血1a x eleix ehlalx ekleix ehlalx elei
Jangba n ca n eyibarte
- w e s ai-r syen
ジャ ン パ ン チ ャ ン は こ の事を 知らない ｡
t 血emi囲3 tiaixale･ Ⅹe ni
すぐ 同意 した｡
Cin zo ng geix es u
･Ⅹe ni
キ ン ゾ ン に 言う
eyix oton
･d ulemi
村にある
s aktuleyiaisin
･ n etu m e n
･ m ebudt1･ W e
金 万両 布
g佃uklia 8 enXit･ w e mku ･Ⅹemi
美女を 持 っ てきた ｡
Ⅹelila x eleixeleixelei
tt m akie rdeJanban c an eyijake･ we S aktul
翌朝 ジャ ン パ ン チ ャ ン は 物を 全て
Cebulake･dub11･ Ⅹe血
チ ャプラカに 与えた｡
tuin emi Cin z ong baite
･ ni an cin emi
キ ンゾ ン は 何事もなく解決したと
t m kierde eyibadu ni
翌朝 こ こ に
ntlje ngoulu･ 血 you 函 ･ mi dtriu ･Ⅹe n
｢女真族は また 進み 始めた｡
eyixoto n
･dtlkere.d 血 yisa
･Ⅹan
村 の近くに 着い た｡+ と報せがきた o
Ja nba n c a n doldi･1e lele･Ⅹe n
ジ ャ ン パ ン チ ャ ン が 聞いて 驚いた ｡
Ⅹonjidili∵由 s aktul o ngm e･id
すぐ 頭揺 す べ て 忘れ
93 就(漢語)
go m
･rg1
･ ni
考えた｡
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yalade n e
･syeide 組i･syen da
･Ⅹa血
何も せず 分か らなく な っ た o
請終
ala ng(34)
furgian yakte
･ nix oto n･ 血 to u sia n. 血 eyi So ng guolunbaite
- w e ni
赤毛の村頭領 (チ ャ プラカ) は
jake･nijix a･血 a se n･ is aktulbake･1e
物 銭 女 を取り
来園の 宝を
tuin emi do rbtl Xulu x a･ mien e- X ele
夜 そ っ と 去 っ たo
育(37)
Ⅹelilaa xele x elilala x ele x eleix elila eix elei･
tu 即1tlne且e
.Xele adibia da･Ⅹa n
彼らが 国を出て 数ヶ月 経 っ た ｡
eyi imi Gaijin ba･1emiⅩoto n･ 血 ･d ulelyis a･Ⅹa n
今日 ガイジ ン の 村に 着 いた ｡
Ceb ulake ele Antejog･d ule血 e m e･Ⅹe n
チ ュ プラカ壮 ア ンタ の家に 着 いた｡
tuin ele eyijo eji･kijoLlemiyis a･ Ⅹan Ka nte a se n. m emigelte･ini
東屋に 着き カ ン タの妻を 捜 し
e 8i Solakie8i si土e･ mibi･ r e n ya x a n
･ i la okele･ mi bi･si mi
こ の 時 ソラカは 子供と 居た ｡ 下女と 話をして いた ｡
eb ulake
チ エ プラカ は 前に出 した両手で
4
olaki･ w eteb ule･ Ⅹeletule･siki be edane･i血
ソ ラカを 抱きかかえ 外 - 駆け出し
to u･1e u sia･ miⅩuli･ mie n e･ Ⅹe
彼女を 車に 乗せ 引い て 走り 去 っ た｡
諦終
94A が訂正 ｡
9 古 A が訂正 ｡
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6
ala ng(35)
Solakisai･syentd ne mi eyibale) e me･Ⅹe血 nio 皿 01in s aktl止 al be n･ 血
ソ ラ カは知らない 何処から 来た 人 馬 軍か
afe･i血jake･血 miami･ m e由 e ndt1i
兵 器が 彼女の 守護神を
tuinemi min･du ya
･de
それ (守護神)は 何も
dasi･Ⅹe n
下敷きに した ｡
m ete･syeda
･Ⅹa血
出来なくな っ た o
mi血･ m e ni jafu･1e x erbe･ Ⅹe n
疲女を 摘まえ 連れて行 っ たo
Ante as en･ miNayin dedtlSolaki yao jafu･le
ア ン タ の妻 ナイ ン壮 ソラカが 正に 捕まり
m en edebelci･ mi m ete･ 野e n
自分は 助けるこ とが 出来なか っ た ｡
niami sucia･Ⅹemieyia x a･ gulu n e n e
･ u ･ku ne･1e
彼女は 隠れ 下僕を 行かせた｡
a x a e m e･1e x e s u･ini
下僕が 来て 言い
mi 血 de s ai･Ⅹemieyl
彼女が 知 っ た こ とは
Ⅹeb･ u ･ku ne･1e
連れて行かれる の を
furge nyakte 印1un
･
nitou sian ･ni Solaki, w ejafe･imi
赤毛の 族の 頭領が ソ ラカを捕らえた ｡
nia ni yadebaitede o ni de ne ･ mi de m ete･sye n
彼女は 何事も どの ようにも 出来なか っ たら
Ante Ea nte e m e･ rg1
･
1m e3u
ア ン タ カ ン タが 帰 っ たら こう
ⅩeS11■1 m
話すしかない o
o nュn e･le
どうする ?
諦(38)
Ⅹelilala xelila x elilala xelila x eleix elila xelei
esi Jin w tlju ejin
ジ ン ウジ ュ ･ ア ジ ェ ン 壮
eyiXa m ateto u 8ia n･ m e niLtlOya n
･kere･d miju anba･du
ハ マ タ 頭領を 洛陽の 近く 10 里の
tadu ba･dtlbi･u ･kt m e･1e
とこ ろに 止まらせた｡
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eyijde yicici･ Ⅹe血jtileni 血o･ nicu xa 血 s aktula n ci da- ∑a n
前方を見たが 先鋒隊の 軍柱 何も なくな っ て い た ｡
tuin emi m edele･Ⅹe血 eyi furgia nyakte x oto n
･血 to11Sian ･ 血
,聞 い た 赤毛の
ya
･
siki ene･ Ⅹe n n e･ n l X e Sll･Ⅹe n
何処か - 去 っ た と 言う｡
So nggu oliayijijake･ w ebu ･ktln e･1e
束国 の 良 い物を 与えられ
Ⅹelila a x elilei
Ⅹa m ate ye goni･imi detonko n
ハ マ タ は 心が 動転 し
村の 頭領が
begeda ne
･rgiene
逃げ帰 っ たと言うo
nia nijule･sikie n e,le m edele･Ⅹe ni
彼は 先を 行き 尋ねた ｡
tllin ele So ng gn olⅦo
来園 の頭領壮
aisin･ mittl n e nbos u･ w ejake･ w e a s e n site･ w e
金 万両 布 物 女
s aktul t11ine mi bu･yi n e
.
皿i x e8 u･lei
す べ て 与えた と 言う｡
tuin ele Xa m ate niami･ m e血
ハ マ タ 彼は
eyi furgian yakte x oto nto u sia
･ m e nitati･Ⅹe ni
赤毛 村の頭領 に 習い
jake･ we gaji･ u ･ku le･1e ene･ Ⅹele･ ni
物を 取 っ て 去 っ た｡
eyi yila ngdu nal bengdu n
･ mi
今度 第 3隊
Eilin x oto n･niejin Ante Ka nte ele e m e･ Ⅹemi
キ レ ン村 の アジ ェ ン ア ン タ カ ンタ が来た｡
tuinele Lu oya ngcen
･
siki
(彼らの 兵馬は) 洛陽から
jule albe nde m olin de an ci da･Ⅹa n
第2隊の兵 も 馬 も 居い ｡
8uiHjiaba･du da･ Ⅹa血
6里 の所に 達 した｡
niode a n ci da･Ⅹami
人 も 居い ｡
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nio･yi t 血ele m edele
･
Ⅹe nieyisaktuleyiju 甘1 un Ⅹoton･gult n･ni
人に 訊くと 二 つ の 隊の 人たちが (チ ャ プラカと ハ マ タ)
Songgu olu
･d 血 ayijake･ w ebu ･ktm e.les aktulbugedan e.x e ni
宋国にある 宝を 奪 っ て 逃げたB
x ehlala xelila x eleix e血 na 又e m Xedn a n a x elei
Ante Ka nte eyia x a ndt l
ア ン タ カ ン タ 兄弟は､
Ⅹonjieyi Jinwuju ejin･dule x apse･Ⅹe n
すぐ ジ ン ウジ ュ ア ジ ェ ン の と ころ - 行き 話 した ｡
J hw uju doldiI1e
ジ ンウジ ュ は 聞い て
Ante Eante
ア ン ダ カ ン タiま
Ⅹa nke一 皿ieyュ odale
I
怒 っ て お声で叫びにきた ｡
血 ･le agden e
･ mi gaji･ rgi･kini
門に出て (ジ ンウジ ュ を) 喜んで 迎えた ｡
Jin w uju ejinnia ni ax a nd11･ W e ayijiayin emiⅩe su･Ⅹe n
ジ ンウジ ュ ア ジ ェ ン は 兄弟は 誠実だと 言う｡
Ⅹelila a xeleixeleix eilala x ehla x el丑ala x elei
謡終
Lu oya ngce n
･d uleker e･d ule niyisa
･Ⅹa n jo･yi
洛陽の 近くに 着き 野営
esiSong guolu
･ni nio･ we en e･ u ･ku n e･Ⅹe n
采国は
Jin w uju
ジ ンウジ ュ を
Jin wtlju
ジ ンウジ ュ は
angktl Saktul
テ ン トを
0●Ⅹe n
建てた ｡
人を 派遣 してきた｡
Ante Ea nte tule･sikiagden e
･ mi alci･ Ⅹen
ア ン タ カ ン タは 外に 歓迎し 待 つ ｡
ayi mia血 a x a ndtl e Sk1山 ayin emiⅩeSt1
･ r e n
兄弟は 誠実であると 言う｡
t血 emieyi Lu oya ngcengke re
･du nieyi a ngku
.
w eya o o
･ xule
洛陽の近くに テ ン トを 建てて
SoI唱 guOh
-血 血 anitou sian ･yi xerbe e n e
-
t1･ku n e･ r e n eyi
tadu alci･ini
そ こ で 待 つ ｡
Jin w uju･ti
来園の 頭領 (皇帝) を 連れて 来させた｡ (皇砕は) ジ ンウジ ュ に
Ⅹest1･i血aisinbu ･ yi eyijake
･
w e 8 aktul bt1･yi eji afe･ r o
言う｡ ｢金 与え 物 す べて あたえから､ 攻めるな｡+
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So ng guohljake･yi s ak七山 n nku ･ini
来園の 物を 送 っ た ｡
Jin mjtl eyi･ w e e3
'
in tiax ele･ sye n巨壷表･ w e
ジ ンウジ ュ は これに 同意 しない ｡ そ ん な物
tuin eminia ni･ m e血 a mi･sikisaktulen e･Ⅹe n
彼は 後方 - 去 っ た ｡
ala ng(36)
eyiJin wtlju a o b11･ Ⅹ¢
ジ ン ウジ ュ は 回
tllinemiCingz o ng Fade
チ ン ゾ ン皇帝は 何
tuin ele en e･1e ami･sikiejin ･ji
こ こ に来た 皇帝 の父と
de gele
･
syen
いらない ｡
ya odegele
･
syen s aktulgele
･
syen
何も 要らない ｡ す べ て い らない ｡
ba辻ede x esu･ syeda
･Ⅹa n
革も 言えなくな っ た｡
ejin ･tikix e st1･Ⅹe ntuin ele eyiJin w tlju
皇帝を 命 じて ジ ンウジ ュ 壮
Jinw ujtl X e Sn･i血jarimi deritLX e n
ジ ンウジ ュ が 言い 歌い始めた｡
諦(39)
Ⅹelila x elila x elila x elei
furgia nyakte x oto n
.mitou 8ia n･ nieyi
赤毛 村の 頭領
cebulake 巨粛6 e m e esik ul iex ele
チ ャ プラカは (是) 大変悪い ｡
So ng guolu ojixa ･mis aktulgele･ Ⅹe由
来国 の 銭を みな 取り
as en
･
m e血 gele
･Ⅹemi
女を 取り
Ⅹeleix elileix eleix elila a x elei
tu n elebtlgeda n e
･Ⅹe血
そして 逃げた｡
Sa x alin tou 8ia n･ mi Ⅹa m ate e m adi miami･ m e nitati.x e ni
サ ハ リ ン頭領 ハ マ タは 多く 彼を 習い
粥 是 (漢語)
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jafu 1e･kini
拘留 したo
eyijulu 転壷垂7 esk ulibute bake-iti w a･Ⅹe 1
2人 の 好臣 (漢語) を 我ら 摘まえて 殺 した い ｡
Jin w uju xaI止e･ mi ⅩeSu･id
ジ ン ウジ ュ は 怒り 言うo
x eleixeleix elei
eyュ)u X OtO n ami 1e s aktd w a･tryi
2 つ の村は 後に 殺す｡
eyi m in x oto n
･ midu由 esk ul i酢血 n
･
w e ayiji 匡壷酔 ･le
キ レ ン村 の 人を 良く 守り
ejin Ante yu an stlai Ea血 e gongla o･血 s agdi
アジ ェ ン ･ ア ン タ 元帥 カ ン タ の 功労 (漢語)は 偉大だ｡
Ⅹelila a x eleix elei
諦終
第 14章
ala ng(37)
eyierin Jin w uju ejin baite odi･1et 血 emic ux a･ yis aktulen e･u ･k un e･ r e n
こ の時 ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン 壮 事を 成 し終え 軍を 去らせ｡
tlyin bia
･du da･ Ⅹa nie m e･rgi
11e x oton･dule血 e m e･rgi･ Ⅹen
九月にな っ た時 帰る 村に 帰る｡
Ⅹokuto･du gele nyox ontotlSia n
･ niguln n
･ nisaktulniami･ m emiyicie m e
･
Ⅹe n
途中 各村の 頭領 達は 彼を 見に 来た ｡
Ka Ⅱte m orge n, Jin w njtl e]1n
･
Jl ga Se em e
■ rg1
カ ン タ ･ モ ル グンは ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン と 一 緒 に 帰りo
nia nigo血
･imi buti x a x agnllm un ak miekeci bi
･
uyl
彼は 思 っ た 我 々 男杜 どう して こ の よう なの か
tuin e miniami･ m eti Ya ndu ･1e em e･ rgi･ 血
彼柱 燕都に 帰り
97軒臣 (漢語)
98保 (漢語)
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ele u rke yinge
･ rgi
･kiti
門に 入 ると､
s agdie]
'
in u rke･yid ule
･
yiebakeci
･ mi bi･ r e n
大 アジ ェ ン が 門に出て 出迎えた ｡
eyュJin w u)
'
u ejin tuine misaktultousia n-x ala ･ni yicici･ mi odi11e
ジ ン ウジ ュ ･ ア ジ 耳 ン は ､ 頭領達を 見 終えて
tu n emi jafu･1e gaji.ki nio ax a
- mio ami･ sikix es u･imi
摘まえて 連れてきた 奴隷を 父に与え 言う｡
tuinele m en ejog･d ule O n e-le tein e･ mi bi･ mi
私は 家に 帰り 休む｡
s agdiejin tn m aki in a rki･yis olgi･ yis aktuln ede
･le
大ア ジ ェ ン は ､ 翌 日 酒 肴を 置き
eyi Jin w uju to u 8ia n･ miejin
･ 血 s aktuleyigulun
. m etuigaji･rgi･1e a mi･du yicici･k un e･yi
ジ ンウジ ュ 頭領 ア ジ ェ ン は 人た ちを 連れてきて 父 に 拝謁させた｡
s agdi(ejin) furgia nyakte ･miⅩoto nto u sia n･mi bugda n e･ Ⅹe nbaite･ w edoldi･1e
大ア ジ ェ ン は 赤毛 村の頭領が 逃 げた 事を 聞き
Ⅹa nka･ 皿ix es u･imia mi 1e ta ･ w etako･uyi
怒 っ て 言う ｢後で それを 片付けよう｡+
tu m akiimieyiejin jake･yigaji･rgi･1e s aktulgele n血o･du albe n･gulu n･ mio･du血
翌日 アジ ェ ン は 物を持 っ てきて 人 々 兵 の人に
eyito u sia ngulu n
･du nis aktul bu ･Ⅹe n
頭領 達に 与えた｡
Jin w uju ejn eyiKaHte
･
W em Orge n
ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ンは カ ンタ モ ルグ ン を
tate`rgl
引き留めた ｡
Ka nte guida mie n e
･ cimi dui goni
･rgi
･le
カ ン タは 長い 間 家に帰 っ て い ない と 思い
Solaki gor o
I
yl gO ni
･rgi･le
ソ ラカ を 遠くから 恋 しく思 っ た｡
e m edorb11･ mieyi Jin w tlju to u sia n
･
niejin mia血 m e血 Ⅹodalele x es u ci.ini
- 晩中 ジ ン ウジ ュ 頭領ア ジ ェ ン は 彼を 呼び 言う
tuine miⅩe81rimi
言う｡､
s un u eyix oton･s u eyi furgian yakte x oto n ukia go ro
｢貴方方の村は 赤毛 村から どれだけ 遠い かo+
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Ka nte x e su-i血 m o n o a･lefur i且n akte x oto n･kiti
カ ン タが答える ｢私の地は 赤毛村から
eyiejin Jin w uju x estl･ m l
ア ジ ェ ン ･ ジ ンウジ ュ が 言う
皿 Orgen 8i e n e
･1e al be n xelbu･ rgi
･ mi
｢モ ル グン 貴方柱 行き 兵を 連れて
9
yila nta unba･keci bi･r e n
300 皇ある｡+
eyijako･ w e e n e･1 saktul 転頭･ 80
宝を持ち逃げした者を 殺せ｡+
Ka 皿te X eSt1･ e ni a cile de xes11･ini
カ ン タは 答える ｢正 しい (そ うする)+ と 言う｡
tuin ele Ka∬te e n eI1e
カ ン タは 行き
aki･tix es u･1e
兄に 言う｡
tu m akiaki･血 釘1 uba n
･ 血 tele en e･1o
｢翌日 兄は 馬に曳かせ る船に 乗り 家に帰りなさい ｡
jodulu yiciciIlo
家の 中を 見てください ｡
t 血 emi bi
私は
aki-yi jule
兄 を 先に
ya er血
何時
e n e･t1･ku ne
行かせて､
omi bi･S ･dtl S ai･sye n
どう な っ て い るか わからない o
e n e･yi
･de s ai.Bye
帰れるか 分からない ｡
bi xe albe n･jiga se e n e
私は 軍と共に 行く｡+
Ante eyi gis u n- m e 国 100･ mi odi･ rig･1e a cile e n e･1e
ア ン タは 話を 聞き終え ｢そうしよう｡ 出発 しよう｡+ と答えた｡
請(40)
Ⅹelila a x eleixehlala x elei
ttLm aki ini Ante ey
翌日 ア ンタは
bu syku
･
yix e albe n m olin
･jicu x a･yi伝erbe- mi)
プシ ュ ク と 兵 馬 軍を 連れて
s aktd m olin･dumitako･1e x erbe･ rgi
･1e
全てを 馬に 積み 持 っ て行 っ た o
e mda n･d11Wugn o ceng
･d ule yisa
･Ⅹe n
第 1拠点 五 国城に 着いた o
99 A が訂正 ｡
10 0Ⅹe s u(言う)はdoldi(聞く)の 間違い .
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Wtlgtl O C e n
･dtile nito u sia ngulnn
- 血 s aktulmia ni･ m eniyici
･
Ⅹe n
五国城の 頭領達が 彼を 出迎えた ｡
tuin emisaktul 血ami, 皿 e血 kate n e31n n e
･ miⅩe Su･1e
彼を 強い アジ ェ ンと 言うo
xeleixelei
Song guolumiju ejin- ni eyidu jafu･1ebi･ r e n
采国 の 2人 のア ジ ェ ン は そ こ に 捕ま っ て い る ｡
Ante esim ada m en ele
ア ンタは 今回 行くと ､
e sien etadu gulu nule 8aktulagde n e
･ mi
彼らは 歓待 し
yicike ci
･le a rki･ w e saktulo mi･u -ktm e･r e n
迎え 酒 を 飲ませた ｡
Ⅹeleix elileix eleix elila a x el由
請終
Ante nia血･ m e ni Jilen a ntu ･tikix由u･imi esi So ng
ア ン タは ジテナ トに 言う｡ ｢来園の
yadu buda
･
Ⅹa n bi min ･ w eyicici
･
u
･ knn e･1o
どこ に 捕ま っ てい るか ｡ 私に 会わせ てくれ｡+
Jilen aI止u
ジ テナ ン トは
tuin emi Ante
ア ン タ
gu olu omieJln
･ mi
アジ ェ ン 杜
ⅩeSuI1 m ay()
言う ､｢良い です｡+
tale So ngalijulu nio ･nitou sia n･ m emiyici･Ⅹen
そ こ で 来園の 2人の 皇帝 会 っ た｡
Ante e m argajixtli. miem a rgajixe su ･ miayi Wugu o ce nba･lemi yici･ Ⅹe n
ア ンタは 歩きながら 言う
Ante x es11･1nl
ア ン タが 言う
ayi ba x e
こ の場･所は
Wllgu Ce nkere
･duilie m e u rke nbi･r e n
五国城の 周囲に 一 つ の 山がある｡
五 国城がある場所 を 見ると
m u ra ay1
大変 よい ｡
eyiu 血e n
･ 血 a m e x otin bi･ si 血
こ の 山に 井が ある｡
adi x otin bi･Sin tia血 exotin ･du Jile n a ntu sagdieyin ala
･ji
多くの 井が あるo そ の 一 つ の 井を ジラナ ントは 指で
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eyュX Otin
･ me]ori
･
mi Ⅹest1･ini
井を 持し 言う｡
sieyiyicicillo
｢こ れ を 御覧なさい.
ejin ti-dule血 ti
采国の ア ジ ェ ン は そ こに そ の
Ⅹoti･dule n ebi･re n
穴の 中に 居るo+
第 15章
alang(38)
jule nu3
.
e n e3
'
in ･ ni eyiSong guolu
-
niejin ･miami･ w e nisite･ w e ni
以前 女真アジ ェ ン は 来園の ア ジ ェ ン 父 と 子を
e m e adinio･ nis aktulbtlda ･Ⅹa n e si Wugtl OC en
･du x otin･d undebi･r e n
数人を 括らえ 五 国城の 井戸に 押 し込んだ
tuin e m ltO11Sian ･yiedu yicici･k un e･ini
頭領は そ こ - 見に遣らせた ｡
eyi Wugtl O C e nbaite･ w e nitotlSia n･gulu n x estl･i血 ejibtlgda n e-ku n e･1e
五国城の 事務 頭領が 言う ｢決 して 逃がすな｡+
Jil母n a ntu
ジ ラナ ン ト
Wa 町 a n n aC ugelen jtle x es uci･iti
ワ ン ヤ ン アチ ュ 2人は 言う｡
esiSong gtlOle･ niejin ･nia mi･ nixite･ni ekeciayi de ayib aitebaka-c o n
宋 国の 頭領 父 子
eyi otin･d ule･ni te･1eba uisiki血
少しも 良い 事が ない ｡
1 01
井戸 の 中に 座 り 天 を 仰ぎ見る
tuinemieyixotin ayl
･
Jl ta kn
･ rgi･iti
井戸を きれい にさせ るため ､
eyi So ng gu olu ･ niejin ami･ni転∃102･ni
来園の アジ ェ ン 父 子
edtl X Otin x elgi･1e血 bi･ u ･ knn e･itiedu tuka･iti
こ こ の 井戸の底に 閉じ込め こ こ に 監視するo
esi Ante Jilen a血tljultl X OtO n-kere･dⅧ ieusikixule･1e
ア ン タとジ ルナ ト2人は 井戸の周りを こちら - 行き
edu 血 ke niu nio ayixotin
･d demi bi･s
6人 6人の人が 井戸 の 中に いる｡
ta u･Siki yicici
･1e ne-iti
あちら - 見る｡
10 1元 yadu d ule血 山8iki ba･ w eyicici
･iti x otin ･d ulemiをB が訂正 o
102 a ni(母) でなく､ site (千) の間違いo
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e m eke e m e te･Ⅹe ndebi･1e
- 人 一 人 座 っ て い る者
d11dlユ･ Ⅹen debi･ren
横にな っ て い る者も い る｡
eyix otin
･kere･d 血 olin nio xule･ miedu tuka ･iti
井戸の そばに 20人 以上が 監視するo
tou 8ia nWa nyar m ajt1
頭領 ワ ン ヤ ン ナ チ ュ が
yicici
･leJila nantu en e n lO･ W e
見 ると ジ ラナ ン トが 一 人 の人を
tuin emi miu ･ x e n e m e]u mio
出迎えた｡ 2人は
bakeci-le
会 い挨拶する
e m e
･k une･1e
来させた の で
Wa nya n n aju Ante･ we xeJilan e ntu ･ w eju mio･ mijog･dulu ya ･u ･ knn e･Ⅹemi
ワ ン ヤ ン ダジ ュ 壮 ､ ア ン タ と ジ ァナ ン ト 2人を 家に 入れさせた o
ukia guida
. mi la okele･ Ⅹelejt1mio e n e･1etein e･rgi
長 い 時間 話をして 2人は 去り 休む o
帯(41)
Ⅹe血1ala xenina xeminalla Xeleixe nim na xelei
ntlje nguolu ･ nie sk ul i kata n
女真族が 全 盛の とき
n uje n sagdiejin･ mi cn x a･yi Songgali Sa x al in
女真の大アジ ェ ン は 軍に命 じ 松花江 サ ハ リ ン江
Wusul im a ngm eke re
･dumitejo yox o n･ m e x ot n･ m e o-x emi
ク スリ江の 川辺 に 家 村 町を 立てた o
xenilala x ela x elei
yadebaite
･血 bi･kini alben･yix e rbe
･ miafe･1e
何事が あ っ たら 兵を 引き連れ 戦うこ とができる｡
Ante ekeci(s agdi)Ⅹoktu du
･
m emiⅩoto n･dule血 e n e･i血
ア ン タ杜 ､ こ の様な 道 沿い の 村 - 行く｡
dulia nbia ･du yox o n
･d ule e n e･rgi
･ 血
半月 で 村に 着い た
gele n nio 8aktul mia ni
･ m emiagde n e
- miyicici
･ rgi
人 々 は 彼を 歓迎 し 会 っ た
Ⅹeleix eleix elileix elei
簡終･
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ala 喝 (39)
Ante esi eyibu sku xes u･ Ⅹe n sini as en･sidebtlde･ Ⅹe n
ア ン タは聞いた ､ プ シ クが こう言う､ r貴方の 妻娃 死んだ o
n e u
'
Ⅹia s enSolaki furgenyakte･dujafu･1e x eb ule･(u ･ktm e･)玉en
弟 の 妻 ソ ラカは 赤毛族に 拝まり 連れ て行かれた｡+
tuin emi Ante
ア ン タは
eyibu sku
プ シ クに
miaknre･(kun e･)Ⅹenis o ng･ mi
Ⅹe stl
･
u ･ku n e- T e n
言われた o
ax a
･(gul血)･yitixa
奴隷達は 彼に
Ⅹesu･ 血ieke cio ni miekecie x eleb aite
脆ずき 泣きながら 言う ｢こ の様な 不幸なこ とが
Ante doldi･1e x a nke･ mi Ⅹe s u･ini
ア ン タは 聞い て 怒 っ て 言う
eyi furgian yaktexoto n･ m e eyi
･ we w a･yi
赤毛 村を これを殺す｡
bake･Ⅹe n
起 こ っ た｡+
esi bialben･ ni m a-yix erbe･ mi
｢私 兵 軍を 率い
w a･sye
･n止i
殺さなければ
e 皿 e-rgl
-Bye
帰らない B
w a
･
Sye ni
･ki bigo ni
･
yiayi dake･syen
殺さなければ 私の 心は よくならない o+
tu m akisikserinbudajafu･ miodi･le en e･uyi x e8t1･r e n
翌日 の 夜 飯を 食 べ 終えて 出発すると 言う｡
Ⅹergibi
･
si m orgen
･ m egelen mio･ m e a x a･yis aktd x esu
手 下の モ ルグ ン 人 々 奴隷に 言う｡
Ante nia ni･ m e血 jo･lu e n e･1e tuin ele jog-dule e m e Tgi･1ejo- ni
ア ン タは 家に 行き 家に 戻ると 家の 中は
gotikoli go ni
･ini esk uli une･1e julu･siki m a ci jultl･keci bi･syen
冷たく 心は 大変 痛い 眼前の事は 少しも 以前と比 べ る られない
tuin ele yiktele
･
yis a n e
･ miⅩe su･ini mini du x ayinio
･nias e n･yin e u･mia s en･ i
歯を 噛み 言う ｢私の 親族 妻 弟の 妻
s aktule mbadubi･kiukiaye esi bi皿 eSikeda･ⅩaituinemiⅩestlCi･id
皆が 一 緒 に い れば どんなによ い かo 今は 私 だけにな っ たo+ と言う
dorbu s aka rki da･Ⅹai tuin elegele n eyia x a
･
gultl
･
m e nixu su ･1e
夜は 暗くな っ た｡ 奴隷たちが 言う､
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hti eyijute Nayin dedu kere･dt1
｢私達は 以前の様に ナイ ン ･ ダ ドの側に いられれ ぱ
A血e jari･ mi derit1･Ⅹe n
ア ン タほ
(ukia
どんなに
歌い始軒たo
蔑(42)
Ⅹehla x elila x eleixehlalei
m un tln eu - yi ax andu
- nigoroba
.d miafi･ mie n e.x e n
私達 弟 兄弟 達 い所 - 出征 した｡
Ⅹelilaa x eleix elei
jo･dule e m e･rgi yade
家に 帰 っ ても 何も
a n cida･Ⅹa n
残 っ て いなくな っ た ｡
Ⅹelei
as e n･ yibude
･ Ⅹe ni neu ･yia sen
,
w edu
妻は 死んで しまい 弟 の 妻は
Ⅹeleilaleix elei
jo･ledui gotikoli
家の 中壮 冷たい
eyii血 baldi- upi
日を 過ごす｡
a se n･yinio
･dtlW a･Ⅹe niekeci
妻を 殺 したような者は
bi kata n x a x a
私 英雄は ､
jafu･ Ⅹele
捕ま っ た ｡
u n aka minia由 一 m emiw a･ r syemi
どう して 彼を
a 103
よ い か ｡+
殺さない で い ようか ｡
長打gia nyakte x oto n
･ mibi･kitousian ･ni
赤毛柑の 頭領を
baka･ki dili･ w e nia ci.yio
輔らえ 頭を もぎ取るo
nian ･keci ex el baite n e･Ⅹe ni
彼 の ように 悪事を した奴の
dili･ w e ni t n aka miaci･syei
頭 を どう して もぎ取らない こ とがあろうか o
103A が後で挿入｡
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Ⅹeleixelilalax eleix e以 alei
謡終
ala ng(40)
t､皿 akiinierde Ante eyiax a
･
gulu･ m e ni 細 由丑 Ⅹergile
･jitousia nguhn ･nie nbadu
翌日 早く ア ン タは 奴隷たちに 手下の頭領達を 一 緒に
gelte
･rgi
･1e x esu ･ mi deriu･Ⅹe n
集めろと 命 じる｡
tun emi Ante gelen
･
gulu n e m e･ku ne･1e
ア ン タ 人々 を 来させ
s aktultele･u ･ktl ne･1e duin to usian ･ mi(gu a n si･1e ba･du ni)saktul 軸
座らせた ｡ ｢4人 の頭領の 地区に杜 全部で
tuin ele asikte gulu n ukiabi･1e m edele eyito u sia n x esu ･imi
若者 何人い るか｡+ と問う｡ 頭領は 答えた
butiduin to u sia ngu a n si･1eba･dnnia siktlte gLlu n x e juttlm en bi･r e n
｢我ら 4人 の頭領 の 管轄地区に 若者は まだ 2万人 い る0+
Ante x由u ･ini mimin eu 鮎 r[te e m e･ rgi.ini btlti e n e･uyl
ア ン タが 言う ｢私の弟が 帰 っ てきたら 我らは 兵を出す｡
ttlm akierde butieyiasikte gtllm
･
m e X Od ale･ rgi
･1etati･ uye
翌朝 早く 我らは 若者を 集め 訓練する ｡
Ka ntetousia n e m e･ rgi･ini butiniotale afi･e n e･yi
カ ン タ頭領が 帰 っ てきたら 我ら そ こ - 出兵する｡+
Ka nte aki･ w e e m e･ rgi
･u -k un e･lejo･yigod- rgi･ mideritl･ Ⅹe n
カ ン タは 兄を 帰らせてから 家の こ とを 考えた o
eyi iniJin w uju ejin nia ni･ m e ni gelen･gulun tou sia ngulu n･ m e s a uli･kimi
こ の 日 ジ ンウジ ュ ･ ア ジ ェ ン は 各部族の 頭領連を 招き
tuin ele a rki･ w e omi ⅩeS u･inieyiJin wtlju ejin x es u･ini
酒を 飲み 言う｡
訂正 imda n afu･ bait
ジ ンウジ ュ 頭領が 言うo
104
｢今度 南 - 出兵する｡
104 A が挿入｡
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訂正
訂正
訂正
uti 且1r a akte x oto nSa x a血 Ⅹoto n ti･ tl n e X ele
我ら 赤毛村 と サ ハ リ ン村 彼らが 悪人だが
105
a払e n･ 血 s aktuleskulia kate n albe nto u sia nKata
しか し カ ンタ ･ ア ジ ェ ン の兵は 大変 強い ｡ 元帥カ ン タを
1 niami･ m emitu m aki 山a ni e n e･1e e n e･1
私は 彼を 明日
tuin emittlrge m n e
･ mitou sia n
す ぐ 頭領を
ayijulu tou sia n
先鋒 の将軍にする｡
107
彼を 出発させ る｡
t吐 m akimiami- menien e･k un e･ya
106
e m ej11e ni
翌日 彼を 出発させ ､ 先鋒 の
Ⅹala･ w e血 eyi bo 馳 ya
･ W e a S e n aisin m o umijixa s aktul
彼らに 錦 など 女 金 銀 銭 など
edtl eyigulu
･du bu -xemi
そ こ で 彼らに 与えよ｡
tuinele eyiafujake o･ke ciyilan mio
兵器を作る人 3人
eln eta u n m Olin blr X emi
首匹の馬を与えよ｡+ と
Ka nte x opJl te
･rgi･i
カ ン タは 直ぐ 立 ち上がり
eyi Jin w u]u eJln X eSu
･
1m
ジウジ ュ ア ジ ェ ン が 言う
julu･sikimi
前に進み
ayiyou mindu bu
･x e sia
｢私に くれるの ですか｡+
gaJl
･ u jake a mdi a n ci
持ち帰るものが 多くない o
aylyou katan
｢カ ン タ よo+
tuin ele agde n e
･
mi Ⅹes u･ini
喜んで 挨拶するo
siesk 血1i良ci･ Ⅹe si.
ウジ ュ は言う｡ ｢ご苦労で あ っ た｡
t血 e mi x血du bⅦ･Ⅹeyi
だか ら 貴方に あげた ｡
tale eyiyo u ami 1e n un uyadeh aitin ebi
･ki
そ こ で また 後目 我らに 何か事が起こ っ たら
Ⅹaisini･ w e x odale･le
また貴方を 呼ぶ から
belci･u -k un e･i Ka nte agden ele･ mitiax ele･ Ⅹe n
たすけてくれ ｡J カ ン タは 喜び 同意 した｡
請(43)
Ⅹe止1ala x eleix elila a x elei
ami･1etale te･ rg1･imi telele
後 そこ を 立ちあがり (元の席に) 座る｡
105A が挿入.
lo㊦A が挿入｡
107
∫
A が挿入｡
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eyitot1Sia n
･kigulu n･du Bix es u･ 血
頭領に 言う｡
giab ulu oxala ･ni gia xoto n･ Ⅹala ･ni
別の 部落の看たち 別の 村の着たち
gele n xot n xala･ ni
各村の看たち
totlSia nxala･ miesiayijake･ w e saktul bakelle
頭領たち も 褒美を 皆 受け取る｡
Ⅹeuala xeleix e止1ala x elei
ぬ nte Ante eyijulu 8aktulagden e- mia rki･ w e omi･Ⅹele
カ ン タ ア ン タ 2人は 喜び 酒を 飲んだo
a mda n o mile
飲み続け
siun titi･rgi･imi d uleni
太陽が 落ちた とき
Ka nte a mdan
カ ン タは もう ー 度
m a ciomideriu･ Ⅹe n a rkio mi･kim a ci m a rx o n omi･Ⅹe n
多く 飲んだ｡ 酒を 飲み 多く 飲んだ｡
諦終
ala ng(4 1)
juinito m akiimieyi Ka血 e arki omi.T e n
2 日 目翌日 カ ン タは 漕を 飲む｡1
eyiyila nyinid ule血 Ⅹa micu血ami･ m emiKante･ w e ari kio mi･u ･k une. T e n
3 日目 ハ ミトウ は カ ン タに 酒 を 飲ませた｡
duin yid dulemieyigelen to u sian gulu nmio s aktul Eante･ w egele
･
m e a rkio saul i･ ti
4 日目 各 頭領 た ちは カ ンタを 招き 酒を 掛ヂた｡
8t mjia yinijula n･d ulun Ea nte arkio mi･Ⅹe血
5 日日 カ ン タは 酒を飲んだ ｡
tuin emieyiami 1e x est1･i血m e sikiomi mi 血w etule omi･ku 且e･kisi
後 言う 自分も 飲む ､ 私に 飲ま してください 0
Ka nte xesu-i血 m ete ･sye da
･Ⅹayi
カ ン タは 言う ｢もう 飲めなく な っ た+ と｡
t血 emi bi x o njijog･d ule en e･yi
しか し､ 私は ｢直ぐ 家に 帰らないでください ｡+ と いう｡
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tdn emiedu omi･1etadu omi
･1ejn a ni血 ke ci bi･Ⅹeti
こ こ で飲み あそ こで飲み 10日位 た っ た ｡
tuin emi torgen da
･ kitu e･ erin (tu e･ rin da･Ⅹa n)
そ して 直 ぐ 冬に ･ な っ た ｡
Ea nte en e･jule
- mi b aitisaktuln e- miodi
カ ン タ壮 行く前の 事を 成 し終えたo
sda ･jiki･le On eetiejin ba-d ulen e n e
･1
酉に 行き そ こ の ア ジ ェ ン の所 - 行き
Wujtl ejin･tiki la okele
･ mi Ⅹe su-又e n
ウジ ュ ア ジ ェ ン に 話 しをし 言う｡
wuju nia ni･ m en e a s e n･yis aktulgaji
･
u
･ku n e･1e s aktul 血ni･ m emibu
' Ⅹen
ウジ ュ は 妻に 持 っ て こさせ 彼に 与えた ｡
sagdiejin afu tergele saktul mini
･d ulu bu･ Ⅹe s abe･yi 血 ani bu
' Ⅹe n
大アジ ェ ン は 戦 い の衣 を
bostL 画 108 eyi
布 玉 など
彼に 与えた ｡ .靴を 彼に 与
えた｡
bi･ si u n bi･SjaLyijake s aktulsulia
･jike naxan ･dtl
南方産の 良い物を 酉の オ ン ドル に
jala n n ede･ x e n Ka nte yici
･1
'
ei duin bu skn･ w e 匡壷∃109･du to u･ktln e.X emi
い っ ぱい 並 べ た｡ カ ンタは 見て 4人 の プ シクに 箱に 積ませ て
Ka nte･dui bi･siba･dulu n uku ･ku n e･ Ⅹe n
カ ン タが 住む場所に 送らせた｡
諦 (44)
Ⅹeleix elila x eleixelila x elei
譲終
Jin w tljt
ジ ン ウジ ュ が
n u n u･d ult1
私たちの 所 -
Kar[te.tiki
カ ンタ に
tuta
･
r o
残 して くれ｡
ⅩeSn
-1 m
ti･e rin 馳 nte agde n emi Jin wuju x esu
lle
そ のとき カ ン タは喜んでジ ン ウジ ュ に言う｡
eyisiemi
･kisiga]1
･Ⅹeni 血o m olin
言う｡ ｢貴方が 来た 時 貴方が 連れてきた 兵馬を
btl etikia mi8ikieyi jule･siki afi･i血
我 々 は 今後 南方と 戦う｡
tnin emieyialbe n
･
m e sim olin･ m e si gele
･1o
108s ekteke (敷き布団) か ?
109
ya を A が訂正 o
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Eante
貴方の兵
m a cibi･1e
馬を
oni
･dn
カ ン タは しばらく 考えた ｡
tu n e en e
･1eb aite･rgi
･ki
帰 っ て 事が起 こ っ たら
貸 してください ｡+
e m etu m e n cu ヱa
･
yisindtl ttlta･rg1
1万 の 兵を 貴方の所に 残す
o nin e･yl
どうする｡
tuin emisindn ni bu -yine
･ miⅩe su･Ⅹe ni
｢貴方に 与えよう+ と言う｡
u
-
S da･kiminia ni･du niexel 111
貸さなければ 彼には よくない ｡
CuX a
‾
m olin t ele ･i刀i mimi･ w e u rkenkioto･ni 11 2
私が 兵 馬を 借り 私を 刀山に 登らせ
a m ole eu･ku n e･i血 bi du e･i 1ele･s 令 S adi a n e-
海 に 降ろさせれぱ 私は 死ぬ こ とを恐れない｡ 大アジ ェ ン をよくする (恩に報い る)
em ejuan cux a･yigerbi･ w emi tate･1e, Jin wq
'
u ejin-du
十の 兵 符 (名) を 取り出し ジ ンウジ ュ
ylCICl
･ mi bu .ku n e･Ⅹe n
見せ 与えた ｡
Jinw uju yicici･1e agden e･ini
ジ ンウジ ュ は 見て 喜び
tuin emi Eante s agdiejin･ m e yicie n e･Ⅹa n
カ ン タは 大アジ ェ ン に 会 い に行 っ た
Ka nte c u x a･yi m olin
-
yis aktul tuta
･u ･ Ⅹe血
カ ン タは 兵 馬を す べ て 残 し
ア ジ ェ ン に
eyimia ni
･dumi bu･x e n
彼に 与えたo
eyis agdiejin e siagden elletuin emieyiK ante･dtl aS entergele s aktuln abt1･Ⅹemi
大ア ジ ェ ン は 喜んで
Ea nte tuin e mien e･Ⅹe n
カ ン タに 妻の 服を また 与えた
tu makiinisiu n degde
-
rgi niu-le
カ ン タは 退いた ｡ 翌日
Ka nte budaI m e
カ ンタは 飯を
jefu- miodi･1e
食 べ 終わり
太陽が 飛び 出し
s u sai Ju bu siktl Xe rbe
- mie n e･imi
五十 二人の プシ クを 連れて 出発する｡
110 Ⅹe sn
･
cin をA が訂正 ｡
111A が後に挿入 ｡
112元は 血anixesu ･ini: esi m olin alben･ m egele･kibiu rken･dulet止ti11e
(彼は言う ｢馬兵を借りて私が山に登れば+ Aが訂正 ｡
11 3元は Ia m ele eu･1e bi delele･syei ejin btlde･yi･ji lele･sye ayijine･ e
(海に下りれ ば私は恐れない｡ ア ジ ェ ン が 死んでも恐れず恩に報い る｡) Aが訂正 ｡
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esitule･gile 血o
･du 皿 a Ⅸ O nbi･r e n
門の外に 人が 多く い た｡
jtle.jierge･d 血
前方の 角に
albe n･ 血(to u sia n) bi･ r e n
軍師が い る｡
eyi8 agdiejin eyi tousian･ m eyigelen tousian ･ m e s aktuln uktI･ rgi･k une
大アジ ェ ン が 彼と
a mile ni a x aI 孤
後 ろに い る 奴隷男娃
eyijefejakejafu･1e
食 べ 物を もち
各頭領に
a rki buix u･ mijafu･1e
酒 の 壷を 持ち
buda･ w edelku jafu･le
飯 の 弁当を 持ち
送らせた の だ ｡
ta
･
tu s aktulayijinede･ rgi･1e
そ こ に皆 並 べ る｡
Ea nte･ w ete･rgi.k un e･1e gele n. Dio e m e･ mio e m e･c a rmia rkiomi･ min uke･ rgi
カ ンタを 座らせ 人 々 一 人 が 一 杯 の
Ka nte (duin)d 血ju ca rmia rkiomi
･
Ⅹemi
カ ンタiま
tukuti･le en e･ Ⅹele
乗り 去 っ たo
四 十 杯 酒を 飲んだ｡
酒を 飲みなが ら 送る｡
bu siku gulu n
･
mi tuin ele m olin
プ シ ク 達は 馬に
ぬ nte ja ri･ mi deriu･ Ⅹe n
カ ンタは 歌 い 始めた
# (46)
Ⅹelila a xelila xelil ala x elei
miu･1e ida mi
私は 家を 出て 長い時間が 経 っ た ｡
e sisagdiejin 皿 e ndu m on o･ w eSo ng gu olu ･ w e afu･ku n e
･
Ⅹemi
大 ア ジ ェ ン は 私に 来園と 戦わせた ｡
esis agdiejin n un e ek cim a rx o njakebu
･
Ⅹemi
大 アジ ェ ン は 私たちに 多くの 物を 与えた｡
Ⅹeleix elila x eleix elila x elei
gele ngulu nmid
･
w es auli･ Ⅹeti
人 々 は 私を 招い た｡
t 血 e mi d ul ia nbia ke cix uli･ke･ miⅩeyi
半 月 経 っ た ｡
Ⅹe止1a x ela x elna x elila a x elei
mimi･ w e n uk11･ mie m e nio e m e a rkio mi･ku n e･ Ⅹeni
私 を 送 る時 - 人 一 杯 の酒を 飲ませた.
114 元は ､ m o n oj ･ yi baldi･tlyie sk ul iayi(私の 家に住む のは よ い)
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血 iekeciayijin e･iti
私は 感謝する｡
bi oni en e･le
私は どの ように帰ろうか
eke cide omi･ mi m ete ･1eda･ Ⅹayi
こ の ように酒を飲めなくな っ た｡
bi as e n･yi Solaki
･
yi jog･dule mini･ w e alei･ r e n
私 の 妻 ソラカは 家出 私を 待 つ ｡
Gaijin･du aki･yi mini･ w ealci･re n
ガイジ ン の 兄 娃 私を 待 っ て い る｡
Ⅹeleix ehlaia x eleix e払1ala xelei
謡終
ala ng(42)
Ea nte
カ ン タが
皿 0血 ･yiyalu･le eyinio･yi xuh eyi
･ki x uli･le
馬に乗り 彼は 行くo 東 - 進むo
Ⅹokto･du e n e･ mi e m ed ul ian bia x ul i･Ⅹele
道を 行くこと 半 月 経 っ た o
eyixoto nto usia n
･minia ni･ m e血
各城 の 頭領杜 彼を
jog･duni tlrke jule･dumi
家に 戸 口 の前に
eji-jige e n e･1e
東 - 行くo
e m eyoxon xoto n
･dule yis a
･Ⅹa n
ある村 衝に 着いた ｡
血 nge
Ik un e･ Ⅹe n
招き入れた｡
t 血 e mi Gaij血 Ⅹoton･ 血
遂 に ガイ ジ ン村 の
ekecigo ro. ni aki･ niyici
･ Ⅹeni
少し 遠くに 兄を 見た ｡
a x agulu nis aktule m e
･1eyici.芝e n tuin ele as en,yi Solaki. w e aki-yias e n
･ i
奴隷たち 皆 出迎えた ｡
Nayindedllyici･c e ni
ナイ ン ･ ダドが 見えない ｡
妻 ソ ラカ 兄の 妻
eyike o血 bi･ si
これは どう した ことか
o血bi･8ibaite
どうしたこ とかo
tuin emiet止i･yi medele
･
Ⅹe nieuki･ ni btlde･ Ⅹanduin a rn n eda･Ⅹai
兄嫁を 問うと 兄嫁は 死んで 4年 経 つ ｡
a s e n
'
yi m edele･Ⅹemi furgia nyakte x otonjule･le xerbe･Ⅹe n
妻 の草を 尋ねると 赤毛
ayi doldi
･imiayi Ea nte
こ れを 聞い て カ ン タは
a m n ng
･ mi dili･ mi Ⅹ un ne･ mi
口 頭が ボ ー つ と して
村に 連れて行かれ た｡
Ⅹa nke･ mideriu･ Ⅹe n
怒 っ た ｡
un e･ mi deriu･ x e n
気を失 っ たo
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第 16章
ala ng(43)
EaI止e
カ ン タが
Solaki･ w e
ソ ラカ を
Ⅹa nka･ mi
怒り
jo･dule , ying･kimi
家に 入ると
tli･x e
aki血 Ante eyi furgia nyakte x otonto u sia n
‾ mi
兄 ア ン タは 赤毛 村の 頭領が
116 Ⅹe rbu ･ Ⅹei baite x es u･Ⅹe ni Ka ntedold
･
Ⅹemi
奪 い 連れて行 っ た事を 話 した ｡ カ ン タは 聞い て
Ⅹanka･ migomin
･d ule ni degde
･ mi
怒り 心中 飛ん で
tule･d ultl S aktulw a･ke ci･ mi･t血 go ni
･ 血i
そ こ - ゆき 全てを 殺 した いと 思 っ た ｡
a s en n
･ 血 Solaki-血 w e mi d･ n e血巨頭116･1e･Ⅹen
妻 ソラカ を 救 (漢語)う｡
tl血 ele en e･1e転-rgi･sikiem e･1e
そ こ - 行き 救 っ てくる o
mia miyili･1e x e su
･imieyifurgian yakte x otonbuti
･
w e ekeci n e･yi
彼壮 立ち上 がり 言う ｢赤毛村は 私たちに こ の様なこ とを した｡
bllti mia血 ･ m e niayi da o
･k un e･syen x onjialben x e rbe･ mitale afe
-
yi
我ら 彼を 許すこ とができない ｡ 直 ぐ 兵を 連れて そ こ - 攻め込た いが ､
n ujen sagdiejin buti al ben
･ m ede c 皿 a･ W egele
･ Ⅹe n e si min e･yi esk ul i巨頭
女真の 大アジ ェ ン は 私た ちの兵を 軍を 借りたo どう しよう 大変 急ぐo+
Ante n eu･ti x e 飢rimic u x a n olin s aktulbi
･le s aktul 転軒7･Ⅹa n
ア ン タは 弟に 言う ｢兵 馬 全て ある 全て 準備できて い る｡+
Ka nte m edele yade bi
･le
カ ンタは 問う ｢何処に い る｡+
a sikte nio bi･1e
若 者が い る｡+
Ante x esu･i血tadu∴ ju tu m a n
ア ンタが 言う ｢あそこ に 2 万 人の
Ka ntedoldi･1e e8ike agde n emi deriu
･ Ⅹe n
カ ン タは 聞い て 喜んだ ｡
A血 e ax a･yi s olgi
･ w e a rki･ w egaji･ rgi･ku n e･1e Ea Hte Omi
･ knn e
ア ンタは 奴隷に 肴 酒 を 持 っ て こさせ カ ンタに 飲ませた｡
axadu e nbadt1 0mi
･ miembadula okele･ mi
兄弟柱 共に 飲み 許しをし､
eyiex ele
･
g山I m
･ m e W a一ked n e- mi
轟 い連中を こ ろすか ､ を話 した｡
116jafu･le (連れ去る) をB が訂正 ｡
LIB* (## )
11丁要 (漠曹)
o血 ayl b aite
･ w e n el
い かにうまく 事をなすか ､
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ti furgia nyakte x oto ntousian ･ 血 Solaki･ w eyax a n･ m e血 Ⅹerbe･1e
そ の 赤毛村の
jog･d 山e
(頭領の) 家に
頭領ほ ソラカと 下女を 連れてゆき
1ele･ mi n ede･ syei
恐れさせ 置かずに
ten ele nia niejin･d ule x e rbe･Ⅹe n
ア ジ ェ ン の所に 連れてい っ た｡
furgian xoton ejin E ketu yici･1e eyiSolaki b aite･miesk d i印jqguli
赤毛村の アジ ェ ン ･ エ カ トが 見ると ソ ラカ の事壮 大変美 しく
m en e s agdia se nAcike 血ami
自分の 第1妻ア チカ は
ni ax a nde nia n･dule ni a e 118
どう して 下女や
eyl e31n [go ni･ini]agden e･ mi deriu ･Ⅹe n
ア ジ ェ ン は 喜んだ ｡
彼女と比 べ 美 しくない ｡
yaxan gulu
･
nijo･yitako･ku n e･ Ⅹe n
下女たちに 家を 整理 させた ｡
Solaki･dtle m eyaXan
･d mie血badubir･ knn e･r e n
ソ ラカ と 一 人の 下女と 一 緒に 住まわせたo
tuin emiⅩergelebi8ito11Sia n･yi
手下の頭領を
Ⅹodale'1ejefu ku. mitergele･ nibu ･ktln e･ r e n Solakie m e a 血et rgele･yi x ula si･ki血
呼び 食 べ物 服を 与えさせた o ソ ラカは 月艮を 交換 したo
eyュgaJl
ー
Ⅹe血 ya x a n gerbi血 Rongren esiEa se e u
･siki jafu 1e･ u e m e･ Ⅹeti
連れて こられた 下女の 名は ロ ン レ ン ､ 共に こ こ - 連れられて来たo
baldi･ Ⅹepi 盛 11 9n u r a即jik ul i Solaki･1i ayi･sye
美 しい大変 美しいが ､ ソ ラカ より 良くない ｡
e m etu m a n nio･d ulemi
1万人に
台yiem e 血o gelte･Ⅹe血 Solaki
一 人 見 つ か る｡ ソ ラカは
yaxan
･jieskuliayi
下女と 大変 仲が好い o
mia mi ele jafu･1e em e･ knne11e yale ka mid
台yiRongre n
ロ ン レ ン
u20 m ete･syeda
･Ⅹa n
彼女は こ こ - 連れて こられ 何処にも どう しても 出来なく な っ た｡
e ndul i･j Rongr en･ m e m e n e-k ci e m ededao･ku n e･Ⅹe n
神カセ ロ ン レ ン を 自分に似た 一 人 に 変化させたo
tiejin yici･1e Ro ngre n Solakin e･ migomi･imituin emiⅩebule･duyitate･rgi･i血
アジ ェ ン は ､ ロ ン レ ンを見て ソラカと思い 懐に抱きいれた ｡
11 8 こ れでもよ いが ､ B は次 の文がよ い と言う｡ o niyiciki･sye n nian ･duleniyisia･sye ni
どう見ても､ 彼女に達しない ｡
1 19美 (漠簿)
120 元はbugda n e･ mi(逃iヂる) を, B が修正 ｡
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a mileSolaki eyiba
･dui
後 ソテカは こ の 方法を
gui
･da･kid
長くた つ が
Solaki x ¢
ソ ラカ と
EaLte eyi
カ ン タは
ekeci bi･si
こ の様に 用いた が､
tiejin gui･da･kilesai･ syen
ア ジ ェ
.
ン は 長 い間
Kante e血badu
カ ン タが 共に
Solakie ndnli
ソ テカ の守護神を
ya de ayi
どうしても
a ci･ sye nda
･
Ⅹa ni
通 じなくな っ た｡
知らない ｡
baldi･dui a血1eju arn eda ･Ⅹalli
生活 し 後 2年 経 っ たとき ､
tergele
- miⅩuka･ miⅩerbe-imijiayi･ Ⅹe n
服に そ っ と
Solakituinemiyadeba gelte
1
8yi da
･ Ⅹa血
ソラカは 何処にも 探 し出せなくな っ た ｡
e si Fade e nd ulise u nde
今は どの 神 守護神も
懐 に 隠 した(s u c ai)の で
timi bi･kimialipti bugdane
･Ⅹen
それがあれば早く 逃げた ｡
Ⅹoda･ rgi
･1e m ete･sye da x a n
呼び出す ことが 出来なくな っ た｡
edu nio･dtlga u n Sile
･
t lyigtlida mibiki mio sai
･ki omine･ui
こ こ で 人に 監視され 長く間に 人が 知り どうするか0
# (46)
Ⅹelila xelila x eleix elila x elei
Solaki furgia nyakte x oto n･dtmistlr[jia amiⅦi bi･ Ⅹe n
ソ ラカは 赤毛村に 五 年 い る｡
a mad an de ekeci(sai)mio de sai-sye n
一 度も 少 しも 人が 知らない o
eyiami
･ miami le･uyi dulbendulia n
･ mi
今年 大侮日の 夜 中に
ejin arki･ w eya･ w e s aktul
ア ジ ェ ン は 酒な どを
n ede･1e ami 1e ni Solaki･ w e gulu n
･le ga5i･rgi･kini
並 べ 新年に ソラカを 人 々 を 集めるそ の とき､
Solaki Ka n七e ･ m e gomi
･inieskuligo ni
･
r e n
ソ ラカ は カ ン タを 心に 恋 しく 思 っ て い た ｡
Ⅹeleix ¢1e
tuinemia rki･ w e m arx o nomi･Ⅹemie m e･ rgi
-le n a x a n･du afin e. yi
酒を 沢 山 飲み 元 の 姿に戻り オ ン ドル に 眠 っ た ｡
Ⅹelila x ele xeli1a x eleilei
帯終
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esie]1n a rki
-
w e m a r x o n omi･ Ⅹeni eyiSolaki･ w ejo-d ul母 e n e･ Ⅹe血
ア ジ ェ ン は 酒を 沢山 飲み ､ ソ ラカ の 部屋に 行 っ た｡
Solaki dudu･1e naxan･dtl afin e･ mibi･ re n nia niyici
-kiniayiya esk 曲
ソラカは 横にな っ て オ ン ドル に 眠 っ て い る｡ 彼が 見ると 大変
b al di'it 即juk ul iejin a m adtl ayi go ni･iniagden e･ mi
美 しい ｡ ア ジ ェ ン は すぐ よい と 思い 喜び｡
a 皿da n bei･imiuisikini tukti･ Ⅹe ni Solaki e mda n s en e･Ⅹ 血
直ぐ ソ ラカ の 体の上 に の っ たo ソ ラカは すぐ 眼が覚めた a
eyi furgia nyakte xoto n･du niejin ayji m e n ebei･d 血 nisikibi･1emi
赤毛 村の ア ジ ェ ン を 自分の 体の上 に い る の で､
1ele･ miⅩo=ji(alele･ mi)aul i･ mi derit1･Ⅹe n eyi Solaki endulix od ale
驚 い て 叫んだ｡ ソ ラカ壮 神 を 呼んだ｡
eyiSolakieyiend ulix od ale bei･dui e m e m e rki
ソラカが 神を 呼び 体の上 に現れた 一 匹の 蛇に
eyiejin･ m e s a n e･kun e- x emi, eyi omide m etx)･r e n
ア ジ ェ ン を 喫ませた ｡ どうする ことも出来ない ｡
eyinaxandudu llexe x odale･imiaul i･ ni
オ ン ドル に 横たわり 叫び 喚く｡
e]
.
in sagdias en
. miAcige x ei8ik ul ias en･ i do u s aktule m e･1edoldie m e･ Ⅹele
ア ジ ェ ン の大妻 アチカと 小妻 共に 来て 聞い て 来た｡
e mele nia nin ax a n･du fu ksyile
-
mi aul i･ miⅩodale･ miu nt1･ini bi･r e A
来ると 彼が オ ン ドル で 転がり 叫び 喚き 痛い ｡
S agdias e n nia ni
･ m emia x a･yi x orlji xebu ･rgi･k un e jog･d ule
大妻は 彼を 奴隷に 直ぐ 連れさせ 家に戻り､
u 血 u .taku ･guhl･ m e
医者を
Ⅹerbu ･ rgi
･1e yicicile･kt m e
連れて来て 見させた
a (47)
Ⅹela x elila x eleixe止1a xeleixelilalelila xele xeleili1ei
eyie m eda nsane
･
Ⅹe ni un u･imim a ng ge
一 回 攻まれ 傷が ひ どい.
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Acige e mixin ab deks e omi
･kt m e･ Ⅹe 12 1
ア チ カは タ バ コ の菓 を 飲ませた｡
t 血 emiyila niniyila ndolbu
･ miya ode se n e
･syeda
･ Ⅹa血
3 日 3 夜
Ⅹeleix elei
d 血 ini･d mise n e･rgi･ini
4 日目に 意識が戻り
少 しも 意織がない ｡
tuin ele eyi(iu ela x e n)jtl ela site･yi
2人 の息子
Eyinbu x odale ･rg1
-
f e n
ウイ ンプを 呼び よせた｡
eyl e]1n eayi jtl a nyila n xite n･ki
こ の アジ ェ ン 柱 13人 の 息子が い る｡
s agdixite血 gelbi
･ 血 AⅨ ada
長男は 名を ア ル ハ タ
随 ya ode a ci･ sye n ju xite･血 Eyinbtl d ni･ mim u ra katan
(漢語) 何も 出来ない ｡ 次男は エ イ ン プ 頭がよく 強い ｡
yila n xite
･
ni Go ngu r eyieskulim a ngge yadebaiti
･ mi
三男 ゴ ン グル は 大変 強く 何事も
h ele nde sai･ren
出来 知 っ て い る｡
tia n e eyi
･ w egia yo x o n･d11e e n e･le toki･ u ･k un e･Ⅹe ni
昨年 彼を 他 の村に 行かせ 守らせた｡
gia xite･miⅩala- mis aktul is kuh
他 の息子たちは 皆 小さい ｡
eyiela x a elaxa xite
･ mi Eyinbu niami
･ m emi
次男 アイ ン プを
ejin da o･ktln e･X e n
ア ジ ェ ン に させる つ もりだ｡
Ⅹeleix elila xelei
諦終
LEIAが訂正 o
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m a ci bi･1e eyierin erbaile
･ 血 Eyinbu ymg
･Ⅹe n
まもなく ア パイ ル( 貴族)の アイ ン プが 入 っ てきたo
ejin nia血 ･ m e血 Solaki･ w e x o njis ax alin･d ule e ne･ktlne･1e x e rbu･k un e
ア ジ ェ ン は ソ ラカを 直 ぐ サ ハ リ ン - 行かせ 連れて行かせた ｡
nia ni- nie m ejale n ayijibaldi･k un e･Sye n
彼女を 一 生涯 良い生活をさせ ない ｡
eyiehge site
･ niejin x esu･ktm e･1e
次男は ､ ア ジ ェ ン に 命 じられて
･e rgi
･8ikitotlSian- nixesu -xe x e rge
･
siki tou sia nde xo nji 区毎∃122･tikix esu - 又e n
手 下 の 頭領に 命 じる｡ 手下 の 頭領は すぐ ハ フ ア ン に 命 じる｡
tu inele eyjakon albe n･gulun･ ni Eyinbu ami1emi
8人 の` 兵は アイ ンプに 従い
tale degde
･ mi
そ こ - 素早く
Solaki･ w e xite･niya x a n･ miga se
ソ ラ カ 子供 下女を 共に
gia yox o n
-d ulu x erbe･ Ⅹe n eyielage site
. niejin･tikixes1･ Ⅹen
別 の村に 連れて行 っ た｡ 次男は ア ジ ェ ン に 報告 した ｡
Solaki eyiSite Ka nte xite
･
miujiti･Ⅹemi
ソ ラカは 子 カ ンタ の 子を産んだ｡
esieyixa払n Solakied
･miⅩite･ ni
ハ フ ア ン は ソラカ 母 子 (と下女)
yila nmio･ ni m olinte･tl11e 巨垂酔 ･jikile ene･ Ⅹe n dulia nbi且 e n e･Ⅹe n
3人に 馬に 来させ ､ 西 - 出発 し 半月 進んだ
e m e s ax alin diba･1aniyisa
･
Ⅹe n
来た サ ハ リ ン の地に 着い たo
tibu rgin･ ni tisa x alin yo x o n･ i yisik ul i･ke n
そ の 頃は そ の サ ハ リ ン村は 小さく｡
eyitou sia n
･ nieskuli furgia nyakte xoton ejin ･ m emi ayin e･ miⅩe st1･ Ⅹe n
そ の頭領は
tuinemieylmi0
こ の人は
赤毛村の
n uku e m e･Ⅹemi
送られて来た
jog･d11 n ed ･ Ⅹele
牢部屋に 留置 した ｡
eyixafan eyi
ハ フ ア ン は
ア ジ ェ ン の命令を守る というo
台yid 山u ayit 血 m e血 a血
･ m e血 em eyis止d i
彼女らを 小さな
bite xeI o･ miodi･syen
･du e ni･Ⅹe n
香 (手続き) など終らない 内に 去るo
Saxalin eyi b ulo巨如o u sia n･ ni dili･ mis aktulsia ngin da･ Ⅹa n e m e m afa･kcci
サ ハ リ ン の こ の村 の頭領は 頭が 白くな っ た
eyi mio yici
･rgi
･inieskuligtljuk ul i dedu x e xitedaki eskuli
こ の人が 見ると 大変 美 しい 娘と 子だ｡ 可哀想と
eyi ate
･
Ⅹe血 onin e･ tuin emi furgian Ⅹoto n
･nix afa n- mi go ro
買 っ て来たら 如何しようと｡ 赤毛 村の ハ フ ア ン は 遠く -
122武官 の名
123 東の方角ではない か?
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老人で
gonin
･duigo ni
･ini
心 に 思うと
ene
･kn n()･1e
遣られた ､
nianieyiyilan 血o
･
wetadtl tate･ rgi
･1e e m e ayi jo･du
彼は 3人を 外 へ 引き出し､ 良い 家 へ
gaji
･
rgi
-kini eyi Solakiesi
連れ帰 っ た ｡ ソ ラカ は
jog･dule･k11n e･Ⅹe n
住まわせ るため
site･ji u mbadu agden e- migomin.du主agde n e･1e
子供と 一 緒 に 喜び 心 から 喜び
edu tuiayijinio･du edll ayijibaldi･ui
こ こ で 良 い人 の 所で 生活を送 っ た ｡
jari･ mideriu ･ Ⅹe n
歌 い始めた ｡
育(4 8)
Ⅹelila xelila x elila x elilala x emin axelei
furgian yakte x oto n eyiejin-ni 皿 血 ･ w ed mi･ Ⅹemigaji･ Ⅹe ni
赤毛 村の ア ジ ェ ン は 私を 奪い 連れ去 っ た｡
edtl S un]1a
こ こ で 五年
a ni･ ni bi･Ⅹei
経 つ ｡
mimie nduli kata n a n ci da･kimie rdebude･ x eyi
私 の 神力は 強くなか っ たら 既に 死んで い た ｡
Ⅹelda x eleix e nin a n a x elei
mi血i血血igo血 n
･d血 s aktuloni baldi de s ai･syen
私は 毎日 心の 中で ど の様に 生きたらよいか 分からない
e si a ni･1e
新年を祝う
gele ngulⅦ1 S aktulagde n e
･ r e n
人 々 は 喜び｡
Ⅹelilaa x eleix e止1ala x elei
nimi･ w e ele nio a n ci ba-dulemi
私を こ こ 人 の い な い 場所に
isikul iyo x on
.d ul igaji･1emi
小 さい 村に
e si e m a ci cuka n･ke ci tule･ Siki degde
･Ⅹei
今 まるで 鳥の ように 外 - 飛び出した ｡
Ⅹeleix el止eix elei
m o n o e血 Ⅹite･yiayiji edu baldi･ui
私達 母 子は 良く こ こで 生活 して い る｡
Ⅹeleix elei
諦終
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連れ て きた
ala ng(4 4)
edu baldi･Ⅹe血 eskn htu rge n
こ こ で 過ごすと 日は早く過ぎる｡
Ea nte jog･d ule en elle x oton ･duim esike
カ ン タは 家に 行き 村で 一 人｡
t血 el囚ほ4 duintousian ･yi bu si kn･yis aktul al be n m olin e mbadu ne･ Ⅹe血
4人 の頭領と
Ka nte nn3e n e rge
･
Jl
カ ン タが 女真から
uyin w ai
一
gulu ntugulun
･ me
9人 の 外人 彼らに
プシク娃 兵 馬 共に 集め
gaJ1
･rgl yilan s ele nio, stlko･ w e払kesi･ji
連れ帰 っ た 3人の鍛冶屋 (3人の) 斧匠ら
eyilt止e･ w e eyijake･ w e afe･jake･ w e
弓 など 武者を
s agdi kioto sukngida saktulo
･Ⅹele
大刀 斧 槍 を 遣らせ ､
tuin ele em erge)I0
･ mi
遣らせ ､
e 皿 e rgejicu x a･yiafu･ku ne･ mitati･u -k un e･le
軍を 戦わせ 訓練させ る｡
Ea nte 台yiniu bia (瓜n d ule nieyi ini
カ ンタは 6月 2 0日 そ の日に
gele n
･
gulu n
･z n e s ak七山 e mbadtlda o･ku ne･1e yicikici
･
ni
皆を 集めさせ 調 べ
･bi･1 128 n e･ m l
武芸比 べ をする｡
請(49)
Ⅹele x eliⅩeleix elila xelei
gele nyoxo n m a rge n doldi
･les aktulagdene
･ miⅩest1･1e
各村 の モ ルグ ンは 聞い て 喜び 言う｡
niu bia orin eyiini btltisaktulgele
･
p hn匝壷酔 ･1ei
6月 20日 今日 我ら 皆 武芸を比 べ る ｡
t 血 mieked em e y血 i血
･
toko nyis a･Ⅹe血
ある日 正午に なると､
jule-jie m eto u sia n
南から 一 人 の頭領が
e m e' Ⅹe ni e m e m lnga Cu X agaJl
･ Ⅹe ni jujule yl m･Ⅹemi
来た ｡ 千人の 軍を 連れてきて ､ 南に隊列を組み
1別 就 (漢語)
126武比 (漢語)
126比武 (漢語)
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e m a ci da･ku n e･1o ejiujie m etotlSia nju minga cn x agaji･ Ⅹele
大変 良い o 東から - 人 の頭領が 2千の軍を連れてきた o
xem ala x eleix eli1ala x elei
ejiuba･d mis aktulyili-支e n st1lia･ 由in aem e minga albe n･ m e
東側に 隊列を組んだo 酉から 千人の 軍を
ga31
･
Ⅹemi s ulia3
'
i
･du yili
･
Ⅹe n
連れてきて 西側に 隊列を組む｡
fu工Ⅹi･dtltOu Sia n
北からの頭領は
e me m lnga Cn Xalga]1
･Ⅹeni furxi･du yili
･ Ⅹe n
千人の 軍を 連れてきて 北側に 隊列を組んだ｡
Ⅹeleix elila a x eleix elei
goro
･dtlkalc e･dtltO u Sia n･ gulu n s aktule m e
･Ⅹe n
遠く の 近くの 頭領た ち 皆 来た ｡
e mda e siuy u gulu nbi
･1e
合計 9人 の ひとがおり ､
ele e血badu saktulyili
･
Ⅹele
そ こ に 一 緒 に 隊列を組むo
Ante e3
'
in Ka nte yu a n su ai ke redumis aktul 繭 127miakure･Ⅹele
ア ンタ ･ ア ジ ェ ン カ ンタ元帥の側に
Ⅹeleix elilaleixelei
葡終
alang(46)
t血 n emigulu n
･nio巨
人 々 娃
Ea nte eyi uilemi
カ ン タは 台の 上に
a rke･ deriⅦ ･Ⅹe n
挨拶 し 脆い た ｡
解合を 始めた
yili
･1e eyialbe n
･
yitotlSian
･
yiyicici
･1e xe su ･ ren
立ち 兵と 頭領を 見て 言う｡
Solaki- w e 触 gian x ot njafe･ Ⅹe ni
｢ソラカ を 赤毛村が 奪 っ たo
to Ⅶsia n
2人 の頭領を 捕まえる｡+
butiaki･ miga se tale en e
･le a丘･uyi
私達 兄と 一 緒に そ こ - 行き 戦い
gele nto u sia n albengulu n
･ mis aktulⅩodale･ miⅩesu ･ ren
各 頭領と 兵達は 叫び 言う｡
127 請安 (漢語)B は､ bake ci-rgi- x ele で あると注.
12 8dele x eは ｢分かれる+ の意味｡ B 壮re mbadu odosikin + (試合する) と訂正.
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A血 e e3
'
in kata n
｢ア ン タ ･ ア ジ ェ ン ほ 強 い
Ea nte ejin
カ ン タ ･ ア ジ ェ ン は
ete
･1e buti
勝 つ ｡ 我らは
Ante ぬ nte glS u n
･ m e doldi･uyi gelen
･
gulu n saktulagdene
･tlyi
ア ン タとカ ン タ の 皆 の言うこと を 開く｡+ と 人々 は 喜んだ｡
tuin emitot1Sia n xala･ 血 s aktulge rbio
･Ⅹele
頭領達は 名を 登録した (試合の 登録)o
Ka nte ge rbi xesu. mi deri11･ Ⅹe n,
カ ン タ は 名を 読み上 げ始めた (試合対戦者の名を呼び上 げる)｡
Si afi･ mi･ke ci icikic ･ u o血 bi･1e ne- m 】
戦 っ て 見ると (勝敗は) どうだろか｡
tuin emiyicikic
･
mi ejiu･jie rge･tiki･nie m e･ Ⅹe n nio fur uku ･ mi miu ･kimi
見ると 東の方角から 来た 人が 飛び出してきた
e m e 皿 Orge nbi
-r o n tuinemi miami bi fum ku･rgl 皿 O rge n ya
･deto u sia n･ nia n ci
モ ル グン が い るo 彼 飛び出した モ ル ゲンは 何処の頭領にも属さない .
Jn nio JlⅥ akeciT
2人は 直ぐ 向かい
begde n e
･ji fakdele･ini
脚で 蹴るo
deriu･Ⅹen m a ci bake cile-kid tuin emi n ala･jilangtu ･1e
始めたo 何回も戦い
ju mio su s aim ada nafu･siki
2人ほ 五十回 戦 っ たが
手 で 殴り
e mke ami 1e e m e･ Ⅹemi m o rgen m et
･
r syeda･ Ⅹa n
一 人 後で 来た モ ルグ ンは 勝てなくな っ た｡
tuin emie m eke furku･ mie m e- 又e n eyise
･ ni m a cida･ni baldi･ Ⅹe nim u ragljikn 1i
さらに 一 人 飛び出してきたQ 歳は 若いが 大変 美男であるo
eyijt1mio nabake ci･ migas a a丘･ mi deriu･Ⅹe n
2人は又 会い対 し 共に 戦い始めた｡
jule e m e･Ⅹe nti芝ala
先に来た あの者は ､
eyia mi
･jikie m e･ Ⅹa n
こ の後に 来た
n uijujale n･ke cigoro･dtmin udu ･(ku n e)-又e n
六 十 丈 位 遠くに 投げ飛ばされた ｡
eyiju a nfask ule･ min e･ Ⅹe n･dt1
十回 蹴りあい とき
&ala)･du ･1e
者 に､
eyigelegulun s aktulyicicile･iti
人 々 は 挑戦したo
tuin ele e m ek n e me.kid e m eke n n udu lle jako n nio nudu ･ini ti de mete･1e
一 人 来て 一 人 投げる｡ 8人 投げたo 彼に勝てる人が
a ncl nis ai-Sye n tuinemieyi 如 u lm 1i de xite･du mete･syeda ･Ⅹa血
い ない o 誰も知らない ｡ 終に 美少年に 勝て なっ かた ｡
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育(50)
Ⅹelilala x eleix elila x elila a x elei
a miletiyisikulibaldi
･ 血i釘Ijik ulixite
後で そ の , 若年 の 美少年を
Kante yicikic
-i血 eskuli ayi
カ ン タは 見た 見事とだと (倒置)｡
t 血 emiui8ikitoki･ rgi･k un e･ Ⅹe m gerbi･ w emi m edele･le
上 に 上 がらせ 名を たずねると､
ge rbi
･imi Yt mjo nbar
名 の っ た ユ ン ジ ョ ン パ ル と｡
eyi yisiktdi
･duia mir血 e血 ･ mian ci.
小さい とき 父 母が 亡くな っ た ｡
eki･niniami･ m emitati･t1･ku n e
姉に 教えられた｡
yisikuli
･dui nia血 ･ m emia mi･mi･tiyitati
･ini
小 さい とき 彼女は 父 から 学んだ｡
eki･ min o u･ niju mio a m adalebaldi･Ⅹeis agdida･Ⅹati
姉と 弟 2人は 同様に 生活 し 大きくな っ た｡
Ⅹeleix elila x¢1(!i
yini u rke n
･d ulebix a n･ w e w ake ci･iti
毎日 山で 狩をするo
Ka nte doldi･le esikuliagde n e
･ Ⅹe n
カ ン タは 聞いて 大変 喜んだ ｡
血 mi･ m e ni m edele･ Ⅹe niadis agdi
彼に たずねた ｢何歳か+ と｡
Yunjo ngba r x e su･imiju an n ad n se
ユ ン ジ ョ ン パ ル が 言う ｢十七歳で ある+ とQ
xeleixelila eix elei
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Ea血 e dih･yi io
･ r 129
カ ン タは 頭を回 し
eyigelento u sian
･
tiki･mito u sia nba･1ejo･1emi
各頭領達に 彼を 自分の地区に
Ⅹerbe･u ･ku n etuin ele st mjia m lnga C 旧 a･yi m olin
連れて行かせ ､ 五 千の 軍 馬を
nia ni･ m e nigtla n Sile
･k uneIini
彼に 指揮をと らせた ｡
Ⅹelei
諦終
Ea nte
カ ン タは
n a eyicu 又agulun 血o
こ の兵士たちを
(tayn olrini)
(誤:燃やさせ)
tati
･ku皿eI r e 比
訓練させた｡
tuin emie m etu m e n cu x a st mjia au nsus aiu血badu(m olin)gele ndo yicikici･kimi
一 方 の
eyijako nbia･du
八 月
joko nbia e･du
八月 こ の 時
歩兵､ 五 首
bia･dulia n･ mi
月 の真申 (十五 日)
yox o n xoto n
村に
gelen nio s aktuljako nbia
人 々 は み な 八月
ele eylini
そ こ - こ の 日
Ante ejin
ylSa
･ Ⅹa ni
着 いた｡
五十 の騎兵を 調 べ ､
e n e afe em e･id
出発し 戦い に行く｡
ylS a
･ mi deriu x en
着 い た ｡
bia 如ik ulin emiagdene. mialci･1e
月が美 しい と 喜び 待 つ ｡
a
e n e Xe S u-1 n l
ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 行き 言う
siu n . tiki･le erin･du
太陽が 落ちる 時
1$O t um akemierde
翌朝 早く
o miodi･iti
飲み終えた｡
t um akierde
翌朝 早く
eyitousian
･Ⅹala ･miarkiomi･ku n e･1e
頭領達に 酒を 飲ませ
Ⅹul i･ rgi
･ mieyim adei血
残りの 数日
gelenmio x o nji(eyijafu･ki)eyic Ⅷ ai tati･ r e n
人 々 は す ぐ 摘まえ 軍を 訓練する｡
129元 tou･sikin ede･1e をBが修正
130第(di)二Gulu)的(de)?
tuinemiguidami de a n ci da･Ⅹami
間もなく
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jako n bia5u and 血 bi
･ Ⅹida･ Ⅹami eyiini
八 月
EaI止¢
カ ン タは
町1nylXan
九頭 の牛
十 四日に な っ た｡ こ の 日
to u sia n･yixala
･ nicn xa･yi saktul
頭領た ちと ･ 歩兵た ちを 皆
tlyu n X Omiuy un Ⅷrgia n uyu ntioko
SIt m a
太陽が
degde
･te ni
昇るとき､
d de･ ni
試合場に (集め)､
gaji･ku .n e･r e n
9 匹の羊 九頭 の豚 9羽の鶏を 持 っ て こさせた ｡
tadu ba･tiki n ede･1ebatikiend ul is a n a n e nd ul ix es u
･ini
そこ で 天に向け 並 べ 天 の 神 シ ャ ン マ ン に 願う.
Eante gelen
･ 血o s aktulayile如1a n m ada nmiaknel
･ knn e'x e ni
カ ン タは人 々 を 並 べ 3回 脆かせた ｡
yilan n ada nmiaku r e
･kn n e･Ⅹe ni uy un m ada n miakTrre
･k un e･Ⅹe ni
3回 脆かせた 9 回 脆かせたo
gele n
･mio a rki･ w e omi･ r ouls e･ w ejefu･ knn e
･1e
人 々 に 酒 を 飲ませ 肉を 食 べ させ る｡
em etu m e n st mjia minga su Hjiata un c Ⅷ a
･nia rki･ w eulse･ w e S aktul delde- 又en
一 万 五 千 五 首 の 兵に 酒を 肉を 分けたo
tu oloko･is aktule n e･le yuke
･du xuyu
･ mi deriu. 又e n
火 の釣り釣に 下げた 鍋 の 中で 煮始めた｡
gele n nio edtljefu
･ mi deriu･Ⅹe n jefu
･ mijefu･ mi ba ami miⅩakto
'1e
人 々 は そ こで 食 べ 始めた 食 べ て 食 べ て 空が 後で 暗くなり
odi･ Ⅹe n
終わ っ た ｡
tu m akie rde jakon su njia jakon biaGu a m)s unjiaidyix a
･
Ⅹemi
翌朝 八 五 八 月 (十) 五 日にな っ た ｡
Ea nte eyiYurljonba r(x e rbe･ mi) s u njia minga mio molin nia血 m enijule
カ ンタは ユ ン ジ ョ ン パ ル に 五 千の 兵 馬を 彼に 先に
Ⅹe rbe･ mie n e･ku n e e m eluktljuleni furgia nbo so･ji n e･1e x eleke
･
rgi
11e
連れて 行かせた｡ 弓 先頭に 赤 い 旗を 立て 下げ､
tuin emiyo x ond ulemi miu
･1e sul ia･ki
村を 出て 酉
fe Ⅸi･ siki furgia nyakte
･ 血 Ⅹoton -dule nien e.又e n
北 の 赤毛 村に 行く ｡
eyijtLlebi
･
sito u 8ia n･ m eXu rbin jtlminga albe n m olin tia mi l8血 da x a
'u
'k un e- mi
南の 頭領 フ ル ビ ンに 二 千 の 軍 馬を その後に 従 えさせ
Ka血 e m ene e m e m olin yalt1
･
rgi
･
r e n furgian yakte x otondule ni elkelikien e
･1e
カ ンタ自身 一 頭 の馬に またがる｡ 赤毛 村に ゆ っ くり 行く ｡
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Ante e31n
ア ン タ ･ ア ジ ェ ンと
gele nttlSia n
･
Ⅹala ･ 血 eyix oton
･d ule血 tuta･ rgi･1ebi･le
各頭領たちは こ の村に 留まる｡
請(51)
Ⅹelilala xele xeli1a x eli1ala x elei
furgia nyakte
･ 血 Ⅹoton ejin ･ ni E ketu eyi nia ni
-
m e ni Solaki･ w egia bi-siki
en e･ku n e- fe n
赤毛村の 頭領 エ カ トは ソ ラカを 遠く僻地に 行かせた ｡
beiyi
-
niekeci ayidt1
- Siki･ni da･ Ⅹa n
体は 少 し よくな っ た ｡
Ⅹelilala x ela x elei
mia nix ergile
･d mi超totlSian ･ mie m ekebtlde･ Ⅹe n
彼の 手下 の 頭領が - 人 死んだo
eyi jutin xite･ mi Eyinbt1
こ の 次男 エ イ ンプを
esisagditousiandarrku n e
･Ⅹe
大 頭領に させたo
yila n xite
･ uyi de x oton
･ m e ni toki-ktln e･ini
3男を 村を 守らせ (登 らせ)
s agdi xite
･mi yox on
,dui ju a n yilan x oton･ m emi ayiji toki
･
u
･kn n e-iti
yicici
･
t1･ku n e･ ni
長男に 村で 十 三 村を
Ⅹelilala xeleix eleixelilala x elei
eyiinito m aki iniax a
･
yigulun
･
m e ni
こ の 日 翌日 奴隷 達は
s aktulx apsi･ miem e
･Ⅹele
報告に 来た ｡
e sike e xele da･Ⅹa n
｢今回は 形勢が悪く な っ た｡
Gaijin x oto n･ ni Ante ejin nio
ガイ ジン村の ア ン タ ･ ア ジ ェ ン と
よく 守らせ 見菓らせた ｡
Ea Ⅱteto u sian
カ ン タ元帥が
e m e
･ mi buti･ w eafu･imi eskn ligoro
･dtl anCi da･Ⅹa n
来て 我等を 討 つ ｡ 大 して 遠く で なくな っ た｡
Ⅹe止
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Eketu doldi･Ⅹele
エ カ トは 聞い て
KaHte CuX a･ W e gaji
･
Ⅹe niafa･ mi
カ ンタが 軍を つ れ 戦いながら
e m e
-
∑e n
くる と (聞い て)､
e skuli le e･ mi deriu ･Ⅹe n
大変 怖が り 始 めた ｡
Ⅹergile 血o
･ nix o njiejin･tikix oto n
･d ule ene･ knne･1e
手下 の人に すぐ 頭領を 村に 行かせ ､
eyijula xiti･yi Eyinbtl e m e･rgi･u ･ku n e･ r e n
次男 エイ ン プを 帰 らせた o
tuin emiafu･keci･ misaktul alci･ r e n
戦かう準備 をして待 つ ｡
Ⅹelila a x ela x elila a xelei
諦終
ju xitemi doldi･1e esk ul ialben ･du doldi･le esk ul ilele･ miⅩo njie m e･rgi
次男は 聞き 軍で 聞き ､ 恐れて 帰る｡
e m eta u nbu siku gaji･ rgi･ mi
百人 の ブ シクを連れ帰り
sul iabi･six oto n･dulu tuki･ u ･ktlne･Ⅹen
酉にある 村に 守らせた ｡
nia nin o u-yia mi
･
yi kiayijix estlCi･ mi deriu･ Ⅹen
彼と 弟と 父と よく 話 し合い 始めた ｡
Kante esiyis a
･ mi deriu･Ⅹe n
｢カ ン タは 今や っ と 着く｡+
e$1gele nmio omin e
･kiayi
･1e･ m e
各人が 如何すれ ば よい かを
ti･gulu n x e su ci
･ininiamiayi bi
･
w ede s ai･ syen
彼らは相談 した ｢カ ン タは 作戦を 知らない ｡
eyiinidolbⅦ 止 e m e
･Ⅹe ndebaitede a n ci ejin doldille
今日 の 晩 ♯ っ てくる こ とは ない ｡+
e 8ike ayi
｢それは よい ｡+
tuin emio nin e･ui
如何するかと
Ea ntetth emiⅩes11･imi buti ayi
ア ジ ェ ン は 聞い て
nikte ･ mix es u･imi
笑 っ て 言う
a mi- nialci･1e x es u ci･ r e n
父 を 待 っ て 相談 した
goroba
･du de sai･sye
カ ンタは 言う ｢我 々 往 こ んなに 遠 い 地と 知らなか っ た｡
niode ta udu 8ai
･
sye n
他人も ( 我々 が) こ こ にい ると 知らない ｡
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eyidolbu
･ 血 buti
今夜 我 々 は
edtl m Olin c 肥a･yi
こ こ に 馬 軍を
edn s aktulstlCa･1e edtl alchlyi
こ こ に 隠 し 待 つ ｡
edu niami･ n e血 eyix oto n
･ m enim a nggele e n e afu
･ke ci
こ こ で 彼桔 村の
ejin doldi-le
ア ジ ェ ン ほ 聞 いて
川に沿 っ て 行き 戦かおう｡
nikte- miⅩeS u･ini
笑 っ て 言う
esike ayituin emionin e･ ui
如何するか と 父 は
esi Ka nte c u x a･yix erbe
･ mi匪壷妄表ヨ
カ ン タは 軍を 連れて ソ ンガリを
a mi･ nialci･1e x es u.ci
･1e
待 っ て 相談した ｡
furgele
･rgiuisikitukti･ ni
飛ぶように 上 に 上 っ た｡
台yibuya n x e n e･ mi bilaka-duleyisa
･ Ⅹele
プ ユ ン河 と いう 川に 着いた｡
eleyis a
･le siun gtlda m a ci guda n e
･ki
見ると 太陽の 高さは 少 し 高いだけなの で,
tuine mi eskele x esule albe n･nim olin･ niayiji
命 じた ､ 兵 馬 よく
teine
･
u
･kun e･yi
休ませる ことを｡
eyi ba furgia nyo x on x oton･du xaisus ai babi･ r e n
こ の場所は 赤毛 村の 衝から まだ 五十里 ある｡
Ka nte eyi Yt mjongha r sia n･dumi jult1･kisibi･ sitotlSia n･mie m e･ rgi
カ ン タは ユ ン ジ ョ ン パ ル に 耳打ちして 先鋒の
tuin emiya o x odale
･1e Xu rb in em e･ rgi･ miⅩod ale･1e
呼び フ ル ビ ンが 来るように 命 じて ､
将を 帰らせた｡
Ⅹtlrbin e me～ rgl
フ ル ビ ンが 帰 っ てきた ｡
第1 7章
ala ng(46)
sil 血 tiki･ nie rin･d11
太陽が 沈む 時
Ea =te arki･ w eya ouls e･ w eya ogaji･leto11Sian ･yi al be n･ yix ala･d unijefu･k11n e
カ ン タは酒を 肉を 持 っ てきて 将と 兵 達に 食 べ させたo
gelen nio 血kte
一 皿iagde ne
･ mie m ecarmia rki･ w e omi･ mi deriu･Ⅹe n
皆 笑 い 事び 1 杯 酒を 飲む｡
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dolbn eyi 転表181･ e･ mi dilga ngor o bi-T e n
夜 がやがやと 声が 遠くに 伝わる｡
EaHte X e rgisix e8u･1ebuti b ul in
･
m e s aktultayou
･
sye n
カ ン タは手下に 命 じ ｢我らの
e xegulun
･
m e yici
･
u
･kt ne･syen,
敵の看たちに 見られない ように+
ju a njubadu･ 如1un saktul bt山n
十 二 野営の人は 灯り を
灯りを 皆 消せ o
esi tu主x esu
･Ⅹe ni
と 命 じた ｡
furgi
･1e
吹き消 し
m acュ yicicile
･
Ⅷ 由 e m eもd in de an ci da･ Ⅹa n
少しも 見ても なく な っ た ｡
払 Hte Saktulyicicile
･kinis aktulaiTe･de en e･kimi b ul in de a n cisaktuls akalki- 也
カ ンタは 調 べ 寝りに行くが ､ 灯りは なく 真 っ 暗だo
tin ele albe ngulun
･ nie m e･ m e e m e a s en mio albe n･d ulemi
軍 に 一 人 の女 の人が 軍の 中に いたo
kanta n･ji baldi･ Ⅹe血 gerbi･ mi Ta cile
強く 名は タチラ｡
eyijulu bi･si Yu njo ngbar de
先鋒の ユ ン ジ ョ ン バ ラ の
baldi･ Ⅹe ekin niami･ m e nieⅡ1ekata n･ ni b al di･inibi･ r e n
実の 姉 彼女は - 人 の 強者 に成長 した｡
tuin emi mia ni- m emieyi al be n
･dulemibaite･ w e nile-t un e
彼女は 軍の中で 仕事を 働かされてい た｡
miami･ m e nieyi Ka nte
彼女は カ ン タが
eke ci x est1･Ⅹe ni･du sai･ sye n
こ の様に 命 じたことを しらない .
dolbu n n e･kimi8aktuls ak al kida･Ⅹa血
夜になると 真暗に な っ た｡
Ta cilegoni
･du goni
･imi
タチラは 不安に 思 っ た
eyidulbu n･ migele n- mio s aktulekecia rki･ w e m a r x o n omi
.
又en
今夜 皆が こ の様に 酒 を 沢山 飲んだ｡
e x e
･
gulu ndolb un e m e
･kimio血 n e･ uyi
敵 の人が 夜 来たら どうしようとo
gomin
･duim aci lele･ki
考えると 大変 怖くなり
afe n e･ mi de m ete･ Sye ntuin emi dolbu dulian erin yis a
･Ⅹemi.du
眠る ことが出来ない ｡ 夜中に な っ たとき
131産屋 (漢簿)
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eyi Buya ngbira 由1e血 Ⅰ由) Ⅹes u･inigis unbi
･1edordi･ule eh doldi･ki eh h al(治
プヤ ン川の 上流で 人が 話す 声がするの を 聞いて 聞くた びに 近くなる｡
tuin emiⅩo nji Ka Ⅱte･ m e e n e･1 xoda x ele･ Ⅹe n
直ぐ カ ン タの所 - 行き 呼んだ｡
eyierin nio m ob xt山･inierge
-jiw ejobi･Sibale go ro daxa･c e n
こ の とき 人 馬が 行く 方角柱 野営がある場所か ら 遠く ない 0
Ka nte x e afe n e･ mis ene･転壷司m acibi･le d軸a n･ ni 皿 aCim a ciisikuh da-又a n
カ ン タは 眠り 起きない ｡ 少 し経 つ と 声は 段 々 小さく な っ た｡
m a ci bi･1e
さらに経 っ と
m a ci de
さらに
dilga n･nidoldi･ki goro da
･
Ⅹa n
･du
声が 聞こ える の 壮 遠くに な っ た ｡
dilga n
･nia n cida･Ⅹa n
声は 聞こえなくな っ た｡
讃(52)
Ⅹele x eleixeua x eleixelila a x eleixeleix elila a xeliⅩelei
esimia ni･ mi Kante･ m ete･ rgi･t1･k un e-Ⅹemi
彼女は カ ン タを 起こさせると
Ka nte agdene
･
mi
カ ン タ娃 失 っ て
Ⅹesu
･i血 mimi gomi
･ki ex ele gnlun eyi dolbu
･mie m e･le
言う｡ ｢私は 思 っ た 敵が 今夜 来ると｡
esis a m a n･ yienduli
･
w emiEcix e mini･ w ebelci･Ⅹe ni
シ ャ
ー マ ン 守護神 エ チ - が 私を 助けた o
X ulx ami mimi･tikixe su･Ⅹe ni mimi･ w e ayijiedu alci･t1･ knn e･mi
そ っ と 私に 告げた 私を こ こ で 待たせた ｡
tuin emiekeci m a rxon arkio mi･ Ⅹe ni
こ の様に 多くの 酒を 飲んだが ､
arkiomi･ Ⅹeyisaktulm uke x ultt1･du niomiⅩeyi
酒を 飲んだの は 水を 蒔 して 飲んだ｡
Ⅹeu a x elila
dolb mi b ul in･ m efurgi
･ uye
夜に 灯りを 吹き消し
minijulu･d ule･yito u sia n･yi Yu Hjo nb ardu
私は 先鋒の 将 ユ ン ジ ョ ン パ ル を
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e n e n10
行かせ 敵を
w a･ked･ ni
攻めよう｡
Ⅹelila xela x elila xeleixelila a x elala xelila a x elei
edu bi Xu rbin ti･gulu xulx a
･ miele
こ こ で フ ル ビ ン達を そ っ と 行かせ
BⅦya ngbir a
･ 血 e m e･ Ⅹe ni
プヤ ン川に 来た｡
eyi bira e m e
･ki血ta･ w e a且1･yi
川に 来たら 彼らを 攻める｡
Tacila doldi･ Ⅹe nigoni
･duiesk ul iagde n e
･ mi deriu･Ⅹe n
タチ ラは 聞いて 心の 中で 大変 喜んだ ｡
Ⅹela x ehlala x eleix eu ala x ele x elila x elei
# *
eylerin
こ の 時
Tacila
タチラは
julebi･sitou8ian Ytlnjo n宮ba r ylnge･Ⅹe
先鋒 の 将 ユ ン ジ ョ ン パ ルが 入 っ てきた｡
n e u･tikix e str x en
弟に 言う
m u n u et 'uyl e
｢私達は 勝 つ か ?+
tnin emiⅩe su･inijulu bi.sibu albe n 印1u n･ mi katan
言う ｢先鋒の 隊の 人 々 は 強 い ｡
n u n tl julu 印1n nete･ syeda･kimi gulu albe n s aktul
私たちの 先鋒が 勝て なければ 全軍が
ttlinemijule･ki tou sia n albe n
･ mix ala･ mi ete･kin
先鋒 将と 兵た ちが 勝てば
butigele ngulu s akttl ete
･uyi Yt mjo ngba r
我らは 勝 つ ｡ ユ ン ジ ョ ン パ ル が
eki･ ikiest1･imi a cile x e su･isi, n e u e m e
姉に 言う ｢あなたの 言う通りです｡ 弟も
esi dolbu duha nda･ Ⅹa n x o njie n e･rgi-le
夜中にな っ たとき
132ete-syeda
･Ⅹa nを Bが訂正 o
ete･s e 132
だ めになる｡
ⅩeSt1-1 n l
言う
esi kust1e･le
承乗る｡+
去 っ て行 っ た｡
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Ea nte esiagden e･ mi a 血 e･ Siki
カ ン タは 喜んで 寝て ､
t Ⅷ akierge eyigele n
･
gulu nd o- ni m olin- mijulu･sikien e･iti
翌朝 人 々 人 馬 前進し､
elien e･ mi sik8 edolb血 jule albe n x al ･ niafu･Ⅹe n ba･d 血 yis a･Ⅹe n
進む程に 昨晩 2 つ の 軍が 戦 っ た 場所に着いた｡
edu yicici
･ki deyibude
･
Ⅹe n nio･d e xelegult m s aktul bude. xele
そ こを見ると 死んだ 人は 敵の人が 死んだ｡
Buya nbir ajap･ker e-du misekte･nisaktul furgia nうieyu ･Ⅹe ni
プヤン川の 岸で 血 の色で 赤く 凍れた｡
eyifurgian yakte
･ miⅩoton eske eyi
･ n ada ndolbu e 皿 etu m e n Cu X a m Olin e m e･iti
赤毛 村の 今回 夜 一 万 の 軍 馬が 来て ､
d ul bll e m e･ Ⅹeti x okto･du s ai.sye n, culake
･1eing
･ Ⅹe n
夜 来た の で 道を 知らず )J修 進んだo
eyi Kante eyiculakejap･kere ･dunict H a･yiyicakte xas ukte･du niya･1ebi･ ti
カ ン タは 川の 岸に 軍を 右 左に 方 々 に隠しておき､
tuin emiw a- mi deri11･Ⅹe n eyia mi 1e susaialbe n begden e
･kinita血 saktul bude･ Ⅹele
殺 した｡ 最後に 五十の兵が 逃げて そ こで 死んだ｡
Erbaile Eyinbu to u sian
･ nixapsi
･kimi Eyinb11 doldi
･1e
エ イ パ ル ･ エ イ ン プ 頭領に 報告する｡ エ イ ンプは 聞い て
gomin
･ nilele- mi de riu ･ Ⅹe ni
心に 怖く な っ た o
血a血･ m e血 ami･ w e･Jl
彼は 父と
kixes u ci･ini
相談 した ｡
E ketu yade ayibaitede x esu ･rgi
･ mi m ete･sye n
エ カ トは 何も 良い方法を 言うこ とが 出来ない ｡
tuin emigele n to u sian
･
yix odale x oton･d ule e me･ rgi
･k un e･Ⅹe n
各 頭領に 命 じて 村に 帰らせた ｡
gelen
･
印1un ･nix esu･inieyix oton
･
m e ayiji toki･u ･ye
人 々 に 命 じ 村を 良く 守れ｡
Ka nte eyict uaix erbe
･
rgi
･ mi furgian yakte xoton
･duln e e m e･Ⅹe n
カ ンタ柱 軍を 連れ 赤毛村に 進んだo
ele XtLrber tadtl X Ot n.dtlbi･8in tth ele edu afu･ mi n emiⅩod ale･yi
フ ル パ ル が そ の 村に い るとき 戦おう と 叫んだが
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Ⅹoton･d mi ni de en e･Sye n
村に 誰も 出てこ ないo
x odale･ miafuー miⅩOd ale･ Ⅹe nini de
叫んで 戦い を挑んだ が 誰も
eyix oto n
･dtlyila nyidyila ndolbu
･ ni
村を 3 日 3夜 囲み
血 ･sye n Eante eyixoton
. m eniafu･ mideriu ･Ⅹen
出て こ ない ｡ カ ン タは 村を 攻めた ｡
e m er由ien e･ mi m en e eyia ngku ･dui doldi･ mi
行き 自分 の テ ン トで 聞いた
n a e rin
そ の とき
Erttl ejin
｢ェ カト
EaI止e
カ ンタは
ejitl erge･jie m edilgangulu nbi･1e
東に 音が する｡
Ⅹe rgile
･ ninio･ 血 Ⅹesu･ Ⅹen
手下が 報告 した o
s agdixitenDabe rle AⅨ ada eyix oto n
･d ule e m e-rgile
･ni
･ ア ジ ェ ン の 長男 ダバイラ ア ル ハ ダは 村に 帰 っ て い る｡+
Ⅹo n5i x ergile nio ･yl X e 8 u･Ⅹe n
直ぐに 手下の人に 命 じた｡
ct uaigtlu n eyi btLtieyix oto n
･dumijuleduin erge･du血 s aktt1 血o
軍 我らは 村の 先 四 方 に 人を
ene
･ku n e･ syen
入れなく した｡
esis agdixite
･
ni AⅨ ada･ yi n ur akatan
長男 ア ル ハ ダは 大変 強い ｡
n edu ･i ni･de
配置 し 誰も
ju erge･dtlimi･toko n afu･ mi deriu･Ⅹe n sitl nls ulia･siki da･ Ⅹa n･du odi･ki土i
双方が 正午から 戦い は じめ 太陽が西に償 いた時 終 っ た｡
e sin e n a血 ･dⅦ
今回の 戦 いで
Ju ta u n Ct Ⅸ a
･ mi8 aktulm unu ･du w a･u ･ Ⅹemi
ニ 百 の1兵が 我らに 殺された ｡
血a ni xuli･Ⅹikinia m adi busiktlbi･le yila ngarfu
･ m egarfb
･imi
彼らは 凍り 数人の プシ クで あるo 3本 の 矢を 射 て
eyiga rfur
･du nieyi beiyi 血 dulia n toko n
･i血u n u･ mi deriu ･Ⅹe n
矢は 体の 真申に 当り 傷を 負 っ た ｡
eyim ohn
･
sikit ki･rgi
･
ni ke re･dt mi bu siku xo nji e m e･1e
馬から 落ちる 間際に プシクは 直ぐ 起き上 がり
tukti･ rgi
･ h ituinele eji･jikiu rke･dule血(u rke･d ule ni) w a･ mie n e･ Ⅹe n
上り ､ 東 の 門 - 殺 しに 行 っ た｡
諦(63)
Ⅹelia x elila x elila x ehlala x elila a x ela x elila x elei
諦終
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m olin uisikimi
馬の 上に
e si x oto n･du eyijtl Site
･ni
こ の 時 村の 次男
■
Eyinbu doldi･1e
エ イ ンプが 聞いた ｡
eji･tiki･ nidulenidoldi･ niw a･ mi n emi doldieskd i kata n
東 の方角に 聞いた 殺す 声を 聞き 大変 凄い ｡
tuin emi Ⅹo njieyijo･jap･ke re･d 血tukuti･ Ⅹe n
直ぐ 家の壁に 上 ると､
t 血e min ainiaki･ niArx ada
彼 の 兄 ア ル ハ ダが
esk uli(un u･ini)baka･i血m an ngele･Ⅹemi
傷を 受けて ひ どく
Eyinbtl X Or[ji xoto n･duyi (tt m ･ r e)aki xe rbe･rgi･knn e
エ イ ン ブ壮 直ぐ 村の門を 開けて 彼を 運び こ んだ｡
tigarfu
･ mi nio mi
そ の射手は だれか ?
eyigarfumio Ta cila, niani s agdi
射手は タチ ラで ､ 彼女は
aki･ m e niis ale･ 血 yicici
･
re x ot n
･dule ingge
･duiyilan m ad am
ア ル ハ ダを(眼に) 見て 村に 入 る所を 三回
ga rfu
･
Ⅹemittlin emin ala･ ni m eire18 3･ mi t.oko n･ku n e･Ⅹe ni
射た 手に 肩に 当 っ た ｡
諸 (54)
Ⅹelila x elila x elila x eleix elilala x eli1ala x eleix eli1eixeleix elilei
Arx ada baldi･ Ⅹemi ulgia n
･keci bi-ron
ア ル ハ ダは 豚の よう だ ｡
bei･niyilan garfu
･ w etoko n･imi
体に 3本来が 当 っ たが
m a n m se
･
mi 也 sai･sye nye, e n e
･1e a mi yicicile
･ Ⅹeni
彼は 傷を受けた こ とも 知らず
Ⅹeleixelila a x elilei
ami･mi E ketu e3m Xe S u･1 m
父 エ カ ト ア ジ ェ ン は 言う｡
13 3 Ⅹebele腹､ Ⅹelegele親指を B が修正 o
父 に 会 い に 行 っ た｡
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eyixoto n e sike 血o･du buyun
･ke ci da･Ⅹa n
｢こ の村は 確か に 人にと っ て 獣の様 に な っ た｡
e sio血 n e･ uyl
どうしよう｡+
Ⅹelila x ele x eu ala x eleix eu ei
諦終
ju xite･ miyda n xite･ 血 saktulx e su･imi
次男 三男が 共に 言う
esi buti nio･d ult1
｢我ら 彼らに
tou siale･ mi
投降しよう｡
eke cin eki butieyixoton gele
･
gul1m X abaldi
･1e
そうすれば 我ら 村の 人 々 は 生きる｡+
E ketu ejin doldi･1e e skulix a nke･ini
エ カ ト アジ ェ ン は 聞 い て 大変 怒り
tuin e m lJu Site B aktul tain e･ mi
2人 の子を 叱 っ た ｡
eyituin emiu rke･1e miu ･1e xoton ･kere･dumie n e･1e yiciciki
･Ⅹe n
門か ら出て 村の 近く - 行き 見た ｡
eji･jike urke･1e ni ui･1emi yisa･ Ⅹe n･dtli
東 門の 上 に 着いた とき
s ulia･jikiu rke･ ni kere･du nis aktultu atai･ Ⅹe n
酉 の 門の 付近が 燃えて い る｡
miamim ole nyalu
･1etale 地 租 yOXOn
･d ule nitoko nb alemie n e･ Ⅹe n
彼は 属 に乗 り そこ - 村 の真申に 行 っ た ｡
ejulejule sul iale(ferxi)s aktul duin erge･ji8aktulttLOtayO･ mi deriu･ Ⅹe n
東 南 西 北 四 方 - 火が 燃えて い る｡
E ketu ejin
エ カ ト ･ ア ジ ェ ン は
e ske sai･ Ⅹe ni･kiex eleda .玉 an
知 っ た 万事休す｡
帝 (5 5)
Ⅹelila x ehla x eleix elilah x ele x elila a xele xelei
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tuin emi Ⅹo nji m ol 血dule yall･1ejog･d ule血 bugden e･rgi
･ 血i
直ぐ.馬に 乗り 家 -
Ⅹelila x elala xeuala x ehlah x elei
jog･d 山e n rke･1eiyisa･Ⅹa n
家の 戸 口に 着いた o
ju site･ 血 s aktul miu cin kioto
2人 の子は 槍 刀 を 持ち
m olmyau
･1ebi-T e n
馬に 乗 っ て い て
逃げ帰 っ た｡
tadll(gaja
niu･1e afu･ki血 bi･si
すぐ 戦える 状態だo
Ⅹelila xeleix e山ala x eleix elei
yicicili
･kinis agdisite ･niAⅨ ada 匡亘卦5･ w eyejafu･rgi･ini
見ると 長男 アル ハ ダ柱 鴎 を 握り
esiamiedu atkoli 転酔6le･ mierin
汚れて 振乱の 時
Ⅹelnala xelexeleix elilala x ele x el誠ala xelei
jule･8ikin rke･d ule･jige niyinge･ Ⅹe ni e me mio m olin
南の 門から 入 っ てくる 人 馬 がある｡
esiEa nte w a･ min e･ mi cu 又a ･yigaji･ miyisa･Ⅹe n
カ ン タが 殺そうと 畢を 連れて 着いた の だo
xeuala x eleleixelila a x eleixehlala x elei
ami 1emie m e ase ntousia n e 8k ul i kata n
後方に 一 人の 女 の頭領 大変 強い o
cux a
･
yim olin･yigaji･ miw a･ mine･ mitantele･ mi e m e･Ⅹe
兵 馬を 連れて 殺 しに 打ちながら 来たo
mia niyila n site
- niem e x okuto albe n m o血 e mbadu da･siki･imi
そ の 3人の子 は 一 路 兵 馬を 一 緒 に 躍りかか る｡
(naini)e m eju gi8 un ⅩeS u･Sye n Xa血 e･jiafu･ mi deriu ･ Ⅹe n
彼ら壮 2語も 話さず カ ンタと 戦い 始めた ｡
13 4元 tadu(gaji)を､ B が訂正 .
186双錘 (湊哲)
136妙砂 (漢簿)
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Ⅹelilalx elilala x elei
afu･ miafu･ mi(dui
'
h)dexi･yi 皿 adan afune･Ⅹetiafu･ Ⅹemi
戦 い 戦 い 四十 回 互 い に 戦 っ たが
mi･de knta n xergiside 8ai
･
Sye n
誰が 強く 誰が したか 分か らない ｡
e 8iEa Hte eyim o丘n ･yi(x orku n)Ⅹergele･kini(gaji･r e)
カ ン タは 馬の (鋼) を 贋から (取り出し)
Eketu ejin m olin･ m e ni begdele･ niem ada n n odu ･ Ⅹe ni
エ カトア ジ ェ ン の 馬 の 脚に 一 度 投げた o
x elila a x elila x elei
e Bieyix o rk un
･dumim olin･ m ebegdele血 s aktul
綱で 馬 の 脚を (縛り)
Ⅹul i･ u ･ktl n e･ mi m ete. rsyenda
･ u ･ku ne･Ⅹe血
動け なく させた｡
m ol血Ⅶiyam de
馬は どうしても
toku n･ mi
動くこ とが
m ete･r Sye da
･Ⅹe n
出来なく な っ た ｡
Ⅹelilala x elila x eleix elila a x eleix elilei
Ea nte x a sukte
カ ン タは 左手で
nale･jiyl e u･Siki x ork un ･ m etatale･kimi
こ ちらに 綱を 引き
eyiyic akte nale･jiyi mia u cin･ yijijuktlju ･Ⅹen
右手で 槍を 刺 した｡
E ketu e 8kuli katan ･jiauh･ mi m olin･d uleyi tiki･rg1･Ⅹe n
エ カ ト柱 勇敢に 叫び 馬か ら 落ちた｡
Ⅹeleileix eleix elileileix elei
諦終
Ka ntebu sikuyi e m e gele n e mbadtl eyi
カ ンタ のプ シ クに 来させ 人 々 と共に
Ⅹeleke･ku n e･ Ⅹe n
縄で 結ばせた｡
e 8i Eketu s agdisite･ 血 AⅨ ada Ta cila･du w a･ u ･Ⅹemi
こ の 時 エ カ ト 長男 アル ハ ダは タチラに 殺された ｡
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ju siteーniyilan site ･血 s aktuleyikata n x e噛1e･ mito usia n･gdu n-du mi
次男 三男は 強い 手下の 頭領たちに
e mbadu toko n･dtl e血badtl n e･ Ⅹeti
共に 中央に 一 緒に 囲まれた ｡
Ka nte eyi m o血 Ⅹeleke･le xo rktlnji皿 Ohn ･ m ejafu･ini
カ ン タは 馬を つ なぐ 綱で 馬を 捕らえ､
yila n siteju site･ni Ta cile kere･d mi yis a･Ⅹe n･dtl eyijulll S aktuljafu･Ⅹe n
三男 次男を タチラは 近くに 着い たとき 2人を 捕まえたo
esifurgia nyakte x oto n･ nis aktulw a･u ･Ⅹe n e m ek de x uli･ mibi･r c e n
こ の 時 赤毛 村ほ 全て 殺され 一 人 も 残 っ て い ない ｡
Ea nte eyicujEa
･
yix erbe
･
mijule･sikien e･leE kettl ejinjo･d ulenie n e･Ⅹemi ing ge･ Ⅹen
カ ン タは 軍を 連れて 先 - 進み エ カ トア ･ ジ ュ ン の 家に行き入 っ た ｡
ttlin elejo･ ni gelte･ Ⅹe ni Solaki yade
家を 探したが ソラカ は 何処 にも
adi･ m ada ngeltede baka･r c e n
何回も 探したが 見 つ か らなか っ た o
tuin ele 血o･ yim olin･yieyix oton
-dll
兵 馬を こ の 村に
baka･ r c e n
見 つ からなか っ たo
te
･rgi
.
r e
･k un e･ini(tein e･klm e･ h i)
休ませ た｡
uyunjtlan Site･ mibegde n e･Ⅹe nEketu
九 ､ 十 男は 逃げたが ､ エ カ ト
ejin gia site･ mis aktuljafu･Ⅹe n
ア ジ ェ ン の他 の子供は 皆
tu m akiimi Ⅹu rbin n a. ejixoton
･
m e are- x e n
翌日 フ ル ビ ン は また 束の村を 攻めた o
Ka nte agdene
･ mieyi mia血 m emijake･bu ･Ⅹe n
カ ン タ姥喜び 彼に 褒美を与えた｡
gele ntou sia n･Ⅹala･misaktulx esu ci･ mi
各将たちを 呼 べ と
Ⅹes11
･1e
(カ ン タが) 命じるo
e m eke furgia nyakte x oton･ migelen x ot n
･ ni(takt1.re)
第1 : 赤毛村の人たちの 各村 を 奪い返す ｡
jultlbaite Ekettlbegden e･ Ⅹe nsite･mi(gelte･ mijafu. r e)
第2 エ カトの逃げた 息子を 探 して 捕まえるo
yilanb aite eyi Solaki･ w ebaka･rgi･yi
第三 ソラカ を 探 し出す｡
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摘まえた ｡
du nibaite E ketlljll Site. w e w a･tlyi
第四 エ カ トの次男 を 殺すo
血ami･ m emijo･ 血jola ni･gulu n- m eniaxada o･ku n e-r o
彼らの 家 の 家族の 人たちを 奴隷にする｡
a m止e gele n
-
guh n saktule n e･1etein e･kini
そ の後 皆は 戻り 休む｡
Ea Hte eyiSolaki gelte･ Ⅹemiyale s aktulm edele･1e
カ ン タは ソラカ を探 し 方 々 で 聞く
血o･le m edele-ini de sai.syen
人に 聞くが 誰も知らない ｡
血 o yicikile 皿 edele
人を 見たか と 聞くが
ey1 0 nl n e
' uy1
どうしよう｡
tuin ami furgia nyakte x oton Ⅶisaktulgelte･ Ⅹe n
赤毛 村を 全て 探 した ｡
olin yox o n
･du gelte
･imie m etatm mio･tikim edele･Ⅹeni
2 0 の 村を 探 し 一 首 人に 尋ねた o
tuine mieyiolin tau nmio
･ mi ju a nta unyix a n m olin u rge n x omi
2 0 万 の百姓 1 0万 の 牛 馬 豚 羊
jake･ w e･血 s aktulm enejog･jule
物を 自分の家に
Ⅹoto Ⅳd 山e m止u ･rgi
･1e n e･ mix es u∴i山
村に 運 べ と命 じた｡
nia ni xeSolaki･ w e (gelte･yi)Ⅹesici･iye KaHte eSke ne･ mijari･ini
彼は ソラカを 探せ と 命 じる ｡ カ ン タは 焦り 歌う
諦(56)
Ⅹelia xelila xeli1a x elilala x ele x elei
furgia nyakte x oton
･ miejin･mimimi･ w e s aktulw a･ku n e- Ⅹei
赤毛村の頭領は 私に 殺された ｡
Ⅹelila a x elilala x elei
血a血 jo･ 血 Ⅹoton ･血 s akt山 anci da･ Ⅹaniye
彼 の 家 村は 皆 なくな っ た｡
Ⅹoton･ m emi d ule nisaktul Solaki･ w egelte
･Ⅹei baka･rgi
･ c eyi
村 の 中を 全て ソラカを 探 したが 見からない 0
Ⅹeleixelila a xeleix elilala xelei
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ekeci a rn e-血 as e nye yicicile
･
cia x eyi
こ の様に長い年月 妻に 会 っ て いな い｡
e 8iele e m e･1e a se n･ yigelte
･Ⅹin e
･ mi w a･ke ci･ miafu･yi
こ こ に来て 妻を 捜 しす た めに 戦 っ た｡
Ⅹelilalx eli1a xel 血Ia x el丑ala x elelei
yaledu gelte
･ Ⅹei Solaki e rge n･ ni deyicici･ c ei
しか し 何処を 探 しても ソ ラカ の 影さえ も 見えたい ｡
m 血 go nit n u･1e minigo血 u n u･le
私 の 心は 傷 つ い た 私 の 心は
Ⅹeleixeleix elileixelelei
讃終
傷 っ い たo
keke ke
人!人!人!
第18草
ala喝 (47)
SoIAki
ソテカは
furgia nyaktex oto n･dumi ejin-duleni Sa xalin 皿 a ngm ejap･kere･du,li
赤毛村の アジ ェ ン に サ ハ リ ン江 の 付近に
e n e･(k un e･)Ⅹemi saxalin bulu o tito u sian nia ni･ m emiayl･Jl n e.ini
行かされた o サ ハ リ ン 部落の 頭領は 彼女に よく したo
e血 site･ m e nie mbadtlya X a n
･ 血 yila nmiolao･du gaji-rgi･le e m ejo･d.1bi･ktLn e-Ⅹemi
母 子 を 下女と共に 3人 牢屋から 出し
jefe-imititi･imi takole･ini baite saktul血a ni･dui bu･yi
食 べ物 着る物 使う
eske Ⅱln ra ayi
大変 良い ｡
n rken･dulu w a･keci･Ⅹe n
物 を 彼女に 与えたB
ini ini mia m女olida･Ⅹa n
日 に日に 温暖にな っ たo
家に 住まわせた｡
Solaki eske go血
･ 血
ソ ラカは
8ite･ylyaX a nll
子と 下女と
皿 en e ta
･du s a m a n･yide tati･ rgi
･ mi
山に 遊びに行 っ たo 自分は そ こで シ ャ ー マ ン の 修行をして
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思う
bi･一e n
い る｡
m en emiami･miekin x o n ajidule血 e mbadtl巨頭137･ mi
彼女は 姉 妹 こ こで 一 緒 に 過 ごし (待ち)
Saxalin eyi ba
･du etekuli
サ ハ リ ン は 天気が 冷た い｡
furkn･ rgi- mi deriu ･Ⅹe n
舞 い (咲き) 始める｡
Mox ada urken saktul
モ ハ ダ山は
止i a血 匡すⅩe ni
多くの年過 ご した o
yilan biada
･ Ⅹami olkte yilga saktul
月 になると 草 花が
duin bia･du yilga
4月に 花が
n unggia nda ･Ⅹa n
緑に なる｡
u rke n uile.du nis a man ･du enduli
山の 上で シ ャ ー マ ン に 守護神が
Ⅶ ke n eyi巨壷司1381e Ⅱlejo-ke cibi･si
山の 洞窟に 一 つ の 家の ような所に
e m einiSolaki tale en e･Ⅹele
ある日 ソラカは そ こ - 行き､
te- rgi･Ⅹe n eyi duleni
洞窟の 中に 座 っ た
furku ･ mi odi･ Ⅹe n
舞 い (咲き) 終る｡
e si yilga dedegde
･
Ⅹe n
今は 花が 飛び舞う｡
e m e
･kimi
来て ､
bi･ren tuin e mied ule e mbadu bi･iti
い る｡ そ こ に 集ま っ て い る｡
miamieyi d ule血du bing ge･re yicikici･ini)
彼女は 洞窟に 入り見ると､
e me Jolu mam a bi･r e n
ゾル ･ マ マ が い るo
eyiJolu 皿 a m ajule･dtl Saktulsa m an･kir esi edu jolo da･ Ⅹami
ゾ ル ･ マ マ は 以前 シ ャ ー マ ン で現在 こ こ で 石 に な っ たo
Solakieyim am a
･ we yiciciki
･
Ⅹe n gele nmio
･
tikisaktuledu bake ci･ini
ソ ラカは マ マ を
m a ci bi･1e eyi m a m a
少 しすると マ マ は
em ec asa kecixesu lle
l 時間 位 話 し､
ttlin ele m edele･ini
拝 した｡ (周囲の) 人々 に 挨拶した ｡
S a m a n･ m e tati･ w obaite
シ ャ ー マ ン の修行を
Ⅹesu
･ mideriu･Ⅹe n
話 し 始めたo
Ⅹe8u
･ miodi･kimi Solakieyierin
･du ta･1e in 一a 189･1e･Ⅹen
話 し終えた ので ソラカは こ の時 マ マ に 拝礼 した｡
mi miediafu･ mie n e･ Ⅹemi
訊ねた r私 の夫は 戦 いに 出た o
eyi m a m a nale
･
yi ta u n e
･ini a m ng
･dule
マ マ は 羊 の持で 数え 口を
ya erin e m e
･
rgi
･1e
い つ 帰 っ てくるか+ と ｡
ttlra
･1e x es11･i血
開 いて 言う｡
1a7等 の直訳 ?
188 dula niは､ ｢内部+ で あり､ u rke nd ule ni で ｢洞窟+o 洞窟には ､ ホ ジ ュ ン語 (ke wun) が あるo
139帯安 (漢常)
- 210-
si
r;
a
;
8
L如 ;
h
k
d
諾
r
<
ci
8こ 買いる o 芸㌫vg,
o
o
m a n ci
芸ま 芸芸､
Si ya e rin bake･rgi
･
yi si edi･sixai e x elebaite･nibi･ r e n
貴女が 何時 会えるか o 貴女の 夫は まだ 災難が ある｡
sindu nia ni 酔 o･1e･syi bi･si jin11e･syeda･kimie rgen debi･1enide sai･sye n
貴女は 彼を 助けなければ 助けなければ 命が あるか 分からない0+
ti x esu' miodi･1e eyi m a m a em e x au sin e nd ul個 eyi
マ マ は 言い 終わり マ マ は 一 枚 の紙 神の御守を
Solaki･du bu ･Ⅹe n x e s u･imi si eyi
･
w ejefu･kisi si degde･ mi e n e･isi
ソ ラ カに 与えて 言うo ｢貴女が食 べ たら 貴女は 飛んで 行ける｡+
Solaki tuinele eyi･ w e eyiu rke n e nd ul i fut nijefu･ Ⅹe n
ソ ラ カは これを 山神の御守を 食 べ た｡
gele nmio
･
sikix es u cille e n e･Ⅹe n e n e･1e m a cixuli･i miⅩokto･du duin erge
･du
人たちに 別れを言い 去 っ た o 少 し 行くと 道の 四方に
s aktulmio an ci mia ni a m ne･ji 転壷]1 41le･ mi deriu ･Ⅹe n
人は いな い o 彼女は 口で ぶ つ ぶ つ(漢語) 呪文をとなえた｡
gisu n xa xesu
- miodi･c e n
, mia血ju begdele･miuisikidegde･ mi deritl･Ⅹe n
‾ 吉
､
と なえる終わらぬ内に 彼女の 2本 の脚は 空を 飛び始めた｡
nia mJu Sian
･ mi "ⅩtlW u n
''
edinym gge
･ Ⅹe n
彼女 の 2 つ の 耳に ｢フウ ン+ と風が 入り
m a cibi･le Sax alin buluo･ 血 Ⅹoto n･d uleyisa･Ⅹe n
少 し経 つ と サ ハ リ ン部落の村に 着い た ｡
tuin ele n a xesuci･ mideriu･Ⅹe n eyibei･ miniamibi･si badtlke re･dt1e e u･Ⅹe n
また 呪文をとなえると､ 体は 彼女の家の近くに 降りた｡
niamisi土e･ nieni･miagden e
･ miⅩu rku ･ mi Ⅹebele･lenie m e･ Ⅹe n
彼女 の子は 母を 見て喜び 跳び 懐 に 飛び込んできた｡
Solaki site･yitebeli･1e m ukeci･1e site･ mi dili･ wed 匡壷計miⅩcstl･ini
ソ ラカは 子を 抱き キ ス をし 子の 頭を 放でて 言う｡
14 0 救 (漢語)
141(漢書#)
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匝 142 siDia mi･sietikigoro a n ci
｢坊や 坊や 貴方の 父は
e meJoln m aln a X e Su･ Ⅹe n
ゾ ル ･ マ マ が 言う
こ こ から 遠くない (所にい る)o
nia nie xelebaitebi･1e
『彼は 災難に在 る』 と ､
niani Ka nte.jisite jua nju seda･Ⅹa ni
彼女と カ ンタの子 は 十二才に な っ た｡
eyige rbi
･ mi Kerbuda esik ul i
名は カ ル プダ｡ 大変
e血 tix es u･i miemi8iaytll
母に 言う ｢母 が
O m ne
'uyl
どうしよう｡+
払kasi go ni
･
nim arx o n
賢く考えるこ とが 多い ｡
m u n u a miIdule･yl n nkt1
･lo
私た ちを 父 の とこ ろ - 連れて行 っ て ｡
mini. w e e血badtl ami･jiexele gu .1un w a･kun e･1o
私に 一 緒 に 父と 敵を 殺させよ｡+
Solaki doldi･1e site ･yigomi
一 皿 e sai･Ⅹemi tnin elt um akisi 血w e n uku ･yi
ソ ラカ は 聞い て 子供の心 を 知 っ た o
Kerbudadoldi･1e ayijiagden e･ miⅩu rkn･ mi deriu･ Ⅹe n
カ ルプダは 聞い て 喜び 跳び始めた｡
諦 (57)
Ⅹeleixeleix eleix elila x elila x eleix elei
yila ni mi da･ x a ni
3日 経 つ が
｢明日 貴方を 送 る｡+
e血 ･yix e mku
･
sye n
母は まだ 送らない ｡
tuinemi ayiji baite･ w ede xe su･ Sye n
こ の 事を 話す こともできず ､
Ⅹelila x eleixelila x elila a xelei
諦終
Solaki x es u･1e e m e eyi 紬 njia
ソラカ柱 数える ､ 五木 の
uken taun e･1 1 44
e skuli
手 の それ (拷) を 数える｡
edi al be n･nix e rbe･ mieyi furgia nyakte
･ miyo x on
-du kere･dtmi
夫は 兵を 連れて 赤毛
142 宝貝 (演舞)
143 元 yayiを Bが訂正 ｡
144 元 n ale･yiti･ w e x e s11･r eをB が訂正 ｡
村 の 近くにお り
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血 ･
母をせかす｡
143
jako n uy u i dda･ Ⅹa n eyigo ni･inieyiedieyiexele gdu n･ 皿 e afu･ mi
八 九 日 経 っ ｡ 彼女柱考える 夫が 敵と 戦い
a - kemide sai･sye mia ni tadu de m ete･ Syda
-
xa n jo･d deing ge･rgi･ini･du
どうしたか 知らない ｡ 彼女は 待 つ ことが出来なくな っ て 家に入 り
e me oldokesegaji･Ⅹe ni site･ yitiuile血 te･rgi･ knn e11e,
一 枚 の 板を 取り出し 子 を そ の 上に 座らせた
.
m en e･dekere･du nite･rgi
-1e site･tikixe su-ini yis ale
･
yikoyin e
自分は そ の側に 座り 子供に 言う｡ ｢眼を 閉じて｡
ya
･ w ede e31yiciciki
lle
何も 見るな｡
ya
-
w ede e3
.
iyicici
･
sie
何も 見るな｡+
erge n xanin bude･ uyi
命が 死 ぬ｡
ukia sagdiadin･d11de yisale
･
yi
･ji
どんなに大風でも 目で
tuinemie血 nisite･niyibuti yis ale yicici･kele
母 子は 私達 限で 見ると
eyigisu n
･ m edoldi･Ⅹemi
話を 軌 ､たで し ょ｡+
naimie m efoku jafu･1e site- yi yis ale･uile ni
彼女は ハ ン カチを 取り出し 子 の 眼を
Ⅹes u･ miodi･ Ⅹe ni
言 い終わり ､
da si･ Ⅹe n
覆 っ たo
tuin emi Ⅹesu ci･ mitioldokus efurgia nyo xo n
･dule血 degdemiene
･
Ⅹele
呪文をとなえ 板は 赤毛 村 - 飛んで 行 っ た｡
furgia nyakte x oto n
･
niuilenix erge
･
sikieu･kisi
赤毛 村の 上か ら 下 - 降り
ye(erin) initoko nda･Ⅹamieyix oton･du eyiyicici.kimie m emiode a n ci da･ Ⅹa n
正午に な っ た｡ 村 の 中を 見ても - 人も い ない o
jo･tis aktul
家に
Solaki
ソラカは
tadll
そ こ の
jigde･ mitaiyo･ Ⅹelebi･1e (de a n ci)
焼く 火が燃えてい る 所はない ｡
Site-yi x e rbe･ mijule･3
'
ige u rke･d demie n e･Ⅹemi
子 を 連れて 南の 門 - 行 っ た｡
Ⅹokto･du yicici
･
Ⅹe ninio m olin 8aktul Song galiba
･1enie n e{Ⅹe ndebidle
道を 見ると 人 馬は ソ ンガ リ - 向か っ て い るo
eyュO nin e
･
ye site
･
yi oldeku sete･ rgi
･ku n e･1e x esu ci- mi eyiji
どうしたこ とかo 子 を 板に 座らせ 呪文をとなえると 東 -
degde
･ mi deriu･Ⅹe n Solakija ri･ mi deriu･ Ⅹe n
飛び始めた ｡ ソ ラカが 歌う｡
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請(5 8)
Ⅹeua x elila x e止1ala x eleix elilei
eke ci Sa x alinbadu niekeci a rn e･ mi baldi･Ⅹei
サ - リ ン に こ の様 に長い年 住んだ ｡
Ⅹelila a xelala x euala x elei
eyito nsian
･ nimi血 w e ay T]1 n e
･ini
頭領は 私を 大事に 扱い
jefu･yi s aktul bu･ r e n
食 べ物 与えた｡
Ⅹeleix eleix elila a x elei
jefu
･
yi o mi･yi s aktul m 血du site･dui bu
･
r e n
食 べ 物 飲み物 す べ て 私に 子 に 与えた｡
m umi･ niedi･niKa血 e ya
･du bi･ Sini oni bi･ side sai･syen
私 の 夫 カ ンタは 何処に い るか 如何 して い るか分からない o
E el()ix elei
site･yi x e rbe
･ mi furgia nyakte x oton
･dule nigelte
･Ⅹeia n ci
子供を 連れ て 赤毛村 を 探 しても い ない ｡
Ⅹelila x eleix elei
eyix oto n e m e niode an ci da
･ Ⅹa n
村杜 人 - 人 い なくな っ たo
mini gomi
･imieslgO nl
･
yl
私は 考 える 今 思う (彼は)
Ⅹe血1a x eleix elila a x ele x elei
edi･ miesiyadu bi
･le yadubi
･1e
夫は 何処に い る 何処に い る｡
Ⅹeleix elei
諦終
yau
･
Sikie n e･ Ⅹei
何処 へ 行 こう｡
- 214-
kekeke
第 19章
ala ng(48)
esi Ka nte eyiaugia n x ot n･nib ult10･nigulu･ m e niE kettl ejin gelen･gulun ･ m e ni
カ ン タは 赤毛村 部落の 人 々 エ カ ト ･ ア ジ ェ ン 人々 を
yixa n
'
yi m olin
-
m emiulgia n
･ m emiⅩoni･ m enieyijake･ w e
牛を 馬を 豚を 羊を 物を
s akttl m en e x oto n･d ule x e rbe.rgi
･ Ⅹe n
みな 自分の 村 - 持ち帰る
e m e x oknto･d11 e n e･idu e m e e sikulinio･ni m arx o n xuli･Ⅹe ni eleke eleke･ji x esu･r e n
道を 行く時 大変 人が多く 行くの で ゆ っ くり行けと命 じた｡
e m eimiju anba･kecixuli･ini d ulia nbia･kecixuli･Ⅹele
毎日 十 里 ばか り 行き 半 月位 進む｡
eyi Buya nbira
･
nisula･ker e･ niyis a
･ Ⅹale
ブヤ ン 川 の 西岸に 着いた o
Ea Ⅱte Solaki- w edebake･rgi
･
c e ni
カ ン タは ソ ラカに 会えず､
gomi
･iniesk ul im a n ngeJl u n u
･1e
心 壮 大変 傷 つ い た｡
tiu ne mi cn x a･ylgulu n･ 皿emieylgelen
･
gulu n
･ m e ni m o 皿pCi
･k un e･1e
軍の 人 々 に 百姓たちに 木を 切らせ
m o capci
･1e e mbadu xork un ･jida･1e s elen1
'
ie血badu saktuln e･Ⅹele
木を 切り 共に 縄で 鉄で 一 緒に 縛 り付け
tninele eyi m a rx on eyュ m O CapCi o･ Ⅹe sl
沢山 木を切り (筏を)つ くる｡
eyitoko n
･du Ka nte x oknto x uli･dtlifurgia nyakte x oto ngulun
･ m ejafu･1e
途中 カ ンタは 道を 行き 赤毛村の 人を 揺らえ
ti･tikijafe･i 即1un-kin u･d uleSolaki b aite･ w e nim edele ･imi
それに 捕まえた人たちに ソラカ の こ とを 聞いた ｡
eyigulu n 8aktuls ai
･
Sye ne
･ mixestl･Xe n
人 々 は 知らない と 答える｡
Ⅹa nte o nin e･1e
カ ン タは 如何しようもない ｡
go ni･ miesk ul iex eletuin emi dili･1en tu a･kecibi･1e
心 に 苦しく ､ 頭が 火の様である｡
go ni
･ini m ang ge
･jitln u･le
心は 非常に 傷 つ いたo
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e 皿 ei 血Ⅹokuto･dtlnia niTacile Xerbin
ある日 道で 彼とタチラとフ ル ビ ン と
bi･1ela okele･ mi
話 しをして い たとき､
Yu njonba r tule･kile e m e･rgi
･1e x e su ･ w e x e s u･1e eyi m o(ade)saktulⅩeleke･ mi
ユ ン ジ ョ ン パ ル は 外から. 来て 報告する｡ 筏を 縛 らせ
ya
･ m e odi･ Ⅹe n Ka nte doldi･le xes u･id esi bix aia se n gelte e n e
･kini
全て 終 っ た. カ ン タは 聞い て 言うo ｢私は 妻を 探 しに
furgia n x ot n･dtmi(alben ･ w e)gaji･ rgi･ji bi s am a n e nd ul i･du belci･ u ･ku ne
赤毛村に 兵を出したo
furgia n xoto n
･misaktula n ci da･Ⅹan
赤毛村を 全滅 した｡
bake～ rgi
･uyi goni
･dui
会うこたができる の か ､ 心 は 辛く
私ほ シ ャ ー マ ン 守護神に 助けられ
e siki ya
- siki Solaki ya･ siki
こ ちらにも 何処で ソラカに 何処で
Ⅹe su
･ mi de odi･sye n
言 い つ くせ ない ｡
tuin emie si beiyi
･du ku s u na n cida･Ⅹa n
今 体に 力が なくな っ た ｡
al ben･ yigulu n
･
nibaite･ w ede ga u njd
･1etia x ele･syeda ･Ⅹa n eyibaite
･ we x e s u･imi
兵たちの こ と の 指揮を したくなくな っ た o 指示 を
s aktulgele nto u sian
･duix afe n
各頭領たちに､ ハ ハ ン に､
gele n
･
gulu n
･dui
人 々 に ､
Ⅹe S tl-Ⅹe
言う｡
言う.
bie･tikia mi･sikieyi imia mi
･
sikis aktuleyiti
･
gulu nbaitegisun doldi
･
si
今後 今日から 兵事の ことは 彼の言うことを 聞け｡
ayim o saktuln e
･
u ･Ⅹe n s aktuleyim o nile tuki･1e eyi
･sikieyie n e
･ uyi
木を 並 べ て作 っ た 筏 の 上 に のり 東に向けて 行 け｡
bi tu m akie rde m olin yalu ･le e n e e 8igele nto usian x ala
･mi
私は 明朝 馬に乗 り 行く｡+ 各 頭領たちは
eyigis u n･ m edoldi･ Ⅹemi tuin emis aktul8imigis u n
･ m edoldi･ yi n emiⅩe sule
｢話を 剛 ､た｡ 貴方 の指示 を 聞い た+ と 言う｡
eyi dolbu
･ki血
夜であ っ た の で
Ka nte a rkiomi･ x e ni terin tein e･kini
カ ン タは 酒を 飲み そ の時 休んだ｡
育(5 9)
Ⅹelilaa x eua x eleix elila a x eleix elila a x elei
tu n akie n e･tlyi Ea nte e m eta unbu siku･ yixerbe
.rgi･ mien e･Ⅹe n
翌日 行き カ ン タは 百人の プシクを 連れて 去 っ た ｡
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Ⅹelilala x elei
Songgali feⅨi･1e erge･nix oto ngo roba･ 血 由 e n e･Ⅹe n
ソ ン ガ リ の 北 の付近の 村から 遠いと ころに 行く｡
eyix oto n xala
･
nisaktulmionia n cit止ia niobi･Si de a n ci
こ の村 の 里には 人も なく どんな 人も い ない ｡
esiKantebei･ nio cikolida･Ⅹa n
カ ン タ の体は 熱く な っ た｡
Ⅹeleix eleixelei
d ni･ mi m uke･ke cida･Ⅹa ndili･n yisale･ni8aktule meilga
･keci
頭から 汗が 出た｡ 頭は 目は まるで 花の ように赤い ｡
m olin xolu n･d unititi･ rgititi
･
rgi
･ini
馬の 上から 落ちる｡
Ⅹeleix elei
bu sih miami･ m enim olin ui･siki･ ni ane･rgi･ini tuin emibu si kn
プシクは 彼を 馬の上 - 押 し戻 した ｡ プシ クは
Ⅹo nJ
'
iniani･ 皿 emim o血 由1emine･ mi e･d ule･sikixul i･1e e n e･ Ⅹele
直ぐ 彼を 馬の 上に 乗せ 前 - 進んで 行く｡
Ⅹeleix eleixeleilei
m angm e
･ w edatryi ba
･dt1eyis ai･Ⅹele
川を 渡る 場所に 着い た｡
Ⅹa ntetl nku ･ mim a nggeda
･ Ⅹ an
カ ン タ の病は 重くな っ た｡
c u x a･ 血 e n e･Ⅹe nde ene bi･ r e n
兵は 進まぎるをえない｡
nia ni xul i･Ⅹe ni 血n ada ninixul i･Ⅹe nijo･juleiyisa-rgi･imi
彼は 進んだ 六 七 日 進み 家に 着い た｡
Ante aki･ni dami･ m emitule･siki miu･1e agdene
･ mialci･1e
ア ン タ兄杜 彼を 外に出て 喜んで 待 っ て い た o.
x eleix elixelei
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nia ni･ m e niyicileci
･kid
彼は 見ると
n eu
･
ni Ka n七e u nku ･ki･ke ci
弟 カ ン タが 病気 をして
e m e･rgi
･1e
帰 っ てくる｡
t 血 e mis o ng
･ mi de 血 ･ Ⅹen
彼は 泣 いた ｡
Ⅹelei
eyix oton ax a
･
yi Ka nte
･ w e mo 血
･
8ikimi
村里の 下男に カ ン タを 馬から
Ⅹe rgi
･
8ikijafu･1e etr rgi･t1･ku n e･ Ⅹe
下 に 担ぎ 降ろさせた ｡
tuin emijog･d ulemi 皿 kt1･rgi
家に 担ぎこ んだ｡
Ⅹeleix eleix elei
esi Ante a mdi mio･ w egelte
･le u nkn- miyicikic
･ knne･1e
ア ン タ 数人の人を 探 し 病気を 見させた o
台yim adi 血o
こ の 人 々 は ､
Ju Xa X a
2人 の 男と
yila n a se n
3人 の女である ｡
ti･d ulemiⅩe ayia se nmio s a m a n
そ の 中に 一 人 の女 の シ ャ ー マ ン に
niani･ m e ni tonyicikic
･u ･k un e･imi
火を 見させた｡
u nhln･mi 0mi bi･le o血 ta kn･ uyi
｢病気ほ どうか 治るか ｡+
Ⅹeleix eleileix elei
Antedoldi･1e e8kuligo ni
･i血ex ele
ア ン タは 聞い て 心が 痛んだ｡
tuin emiⅩergilebi
･ sito u sia n･yixala
･ w emi
手下の 頭領 たちに (命じ)
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Ⅹoton
-dnle ni on･le
村に 配る
146 enduli ba･1emie n e･1e
神廟に 行き
yⅨ a n
･ m e x o ni･ m e ulgia n
･
m emiaktrre･ mi
牛 羊 豚 を 捧げ
Ⅹes u ci･mi minin e u･yix oq
'
iagdeleki
･
u
･k un e･1o n emiⅩes u･ini
願う｡ 私 の 弟 直ぐ 良くならさせたまえ と 願う｡
Ⅹelila a xelei
Kante u nkn･ mie m e･imi e m e･imi･tikim a nggeda
･Ⅹ an
カ ン タ の病は 日に日に 重くなる｡
Ⅹeleix eleix elei
讃終
第20章
ala ng(49)
esi SolakieyiBuya nbir a･ mie m e･1e ayidulemigelte
･imi
ソラカ は プヤ ン川に 来て そ こ を 探 して いた｡
ed11 bi
こ こ で 私が
yicikici
･ni ini x a yis a
･
Syen nia ni e n e
･
Ⅹe n u rken･d ule Xada u rken･dule
再会する 日は まだ 来ない ｡
ene
･1e 8 a m a n･yi tati･rgi
･ini
行き シ ャ ー マ ン の修行をする.
yisaletergile
目を 離 したとき
yicki
･
°en
見えなくなり
彼女は 去り 山に ハ ダ 山に
e m eimi Ke rbuda deyi
･dtl･kere･du ni w a･keci･ini
ある日 ケル プダが 森の近くで 遊び
e ni･yibaka･rg1
･Sye nda ･Ⅹa ni
母に 会えなくな っ た｡
bake-rig
･ syeda
･ Ⅹamituin ele song
･ mideriu･Ⅹe n
会えなくなっ たo 彼は 泣き始めたo
ed11 Xd i･ini
こ こ を 通り過 ぎ
d ul ia nyinigelte
･ mi de
半日 探 しても
eyiso ng
･ mi-dⅦmi Yu njo nba r
泣 い て い るとき ユ ン ジ ョ ン パ ル は
doldi･Ⅹemi e m e site s ong
･
yi dilga n bi
･r e n
聞い た 子供が 泣く 声が する ｡
Ⅹergele mio x esuci
･1e
手下に 命 じ
ey1 mio gelte
･loyi ti
.
gele n s o n訂yidilgan
･ mierge
･
tiki deyi･d11emigelte
･1e
｢あの人を さがさせ+｡ そ の 手下は 泣く 声の 方角に 森を 探 した ｡
148 供 (漢語)
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edu yicici
-
cile em ejuanju s e sitebi･1e
そ こ に 見た 十 二歳の子がおり
eyisite nio
･ m e x odon･ ni
子供 人が 急い で来る のを見て
ylCICl
･ Ⅹe Sia
見たか ｡+ と
edn s ong
･ mi
そ こ で 泣 い て い る の に
kere･dunie m e･le m edel･ini
そばに 走り寄り 訊く
Ⅹai m edele･i血 yalu.
･
gale
また 尋ねる ｢ど こ から
Ⅹergele.ninio･ 血 Ⅹesu
･imi
手下が 言う
e m e' Ⅹe S l
来たか+｡
m ono anci deyicici
･
c山
｢私ほ 何も 見なか っ た ｡
bi 阻in xoton ･d 血 tu o sia n･ miⅩergele bi
･sibtlSiku ･yi
baka･rgi
出会 っ た｡
rEll n l e n l' m e1
｢私 の 母を
yu njo ngba r 国
ユ ン ジ ョ ン バノレ の
e ni･ m edeyicici
･c e n
母を 見なか っ た｡
eyitousia n eylSOng
･1mi
私は キ レ ン 村 の 頭領の 配下で ある プシ クで ある｡ 頭領は 泣き
gisu
,
n ･ m edoldi･1e mindtlga5i･ eleyicici tuinele niani
声を 聞い て 私に 行かせ 見させた ｡ 彼 に
Si da xele･ mi min u ejin･ w e yicici･1o
貴方は 付い て来て 私の アジ ェ ン に 会 いなさい ｡+
yade
･
8i yabi
･le
何処に 何処に い る｡
Kerbuda goni
･i血 bi
カ/レプダは 考えた 私は
bi xai e ni x e ge比e
･
rgr l m
私は また 母を 捜そう｡
bi eyi badu bi
･syi･ki e ni mindu yale bake
･rgi
･le?
私は こ こ に い なければ 母は 私と 何処で 会う｡
eyixe rgile nio
･ miⅩe su･imi
手下の人が 言う
sinisite edu bi.sin
貴方が こ こ で o
sini･ w ebu ga 告e
貴方を 私達 共に
eyiba lelukix ala
･ nis aktulyade
｢こ こ は 狼 達や 何でも
Ⅹal m l m
` W e
それとも私に
bi･1e lele-Bye a?
い る 怖くない か｡
dax ele･ mim o n o ejin･ m ¢yis a･kiyicilekiyis a
･1o
付 い て 私 の ア ジ ェ ン に 会 い に 行きなさい ｡
belci･ mie ni･ w e sigel土e
･
tlyi
助け 母 を 捜そう｡
Kerbuda doldi･Ⅹenigis u n
･ m e
ケ ル プダは 話を 聞いて
tuin emieyiejin
･
m eyici
･
Ⅹe ni Yunjongba rle
アジ ェ ン に会 い に ユ ン ジ ョ ン パ ル の所 - 行く｡
eyisite eyiejin･ m eyici･Ⅹemiesk ul iayituin emicin
'
a n･1e･ Ⅹe ni
こ の 子は ア ジ ェ ン に会 い 挨拶をしたo
ke re･dtmiyili
･le bisin eyiejin m edele･ini
近くに 立 っ て い る アジ ェ ン は 尋ねたo
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si Fadebi･ sisite
貴方は 何処 の 子だ｡
Ke rbuda x esu･1 m
カ ル プル は 答えた｡
u n akami eyi deyi
･d ule e m e･ miso ng
･
Ⅹei
なぜ 森に 来て 泣いた ｡
bi emi.jiga専e e m e･1 amigelte･ mi deriu･Ⅹe ntuinemiele ylS a･ Ⅹe n
｢私は 母と 一 緒 に 来て 父を探して
edu w a･keci bu rgin･d uni eni
こ こ で 遊んで い るとき 母は
ya
･siki Onede s ai･sye n
ど こ か - 行き 知らない ｡
tuinemie ni bake･rgi
･sye so ng
･ mideriu ･Ⅹemi
母に 会えずに 泣いた｡+
ejin n e m edele･1e 良i
頭領は また 尋ねた｡
niamielekeji x es ule
彼は ゆ っ くり 言う｡
a 皿1- Sle n l
-
Sl
｢貴方の 父
こ こ に 着 いた｡
ami･si mi imjake gerbi･imi
母は 誰､
biemi･yi Solaki a mi･ yi Ea nte
｢私 の母姥 ソ ラカ 父は カ ン タ｡+
Yu njo ngbar doldi･ Ⅹemieskn lis aixemideriu ･Ⅹe n
ユ ン ジ ョ ン パ ル 柱 間い て 全て 知 っ た ｡
tuin e mite -rgi
･le
起き上が り
yili
･rgi
･1e x e8 u･imi
立 っ て 言う｡
sieyl m on o e31n
･ W e Site･ nie ami･si m en e eni･ w e
｢貴方は 私の ア ジ ェ ン の 子で ? あなたの父 は 母を
何と言う 名か ｡+
gelte
･rgi
･
si
捜して いる｡
e n l- Sl gelte
･rgi
･ mi baka･rgi
･sye edtl maCiOn e
.
x e ni
貴方の母を 探 し出せず 会えず こ こから 帰 っ た｡+
tuinemia rki･ w e s olgi
･ w egaji･ simi Ⅰ(erbuda jefu･ku n e･ mideriu･ Ⅹe n
酒を 肴を 持 っ てきて カ ルブ ルに 食 べ させた｡
tumiele x erbe･ rgi
･1e Ka nte･duiyicici
-ku n e･1e
連れて帰り カ ンタに 見させ るため
eyierin gele n
･
guln nm olin albe n
･
nis aktulm uke･dulemi bi-s m o･山1e nitu knti･1e
こ の 時 人 々 は 馬 兵を 水に浮か べ た 筏に 乗せ
Yu njo ngbar eyi Eerbuda . we xerbe･ mi m o uile nitukuti･ku ne･1e -
ユ ン ジ ョ ン パ ル は カ ルプダを 連れて 筏に 来させた｡
m o'uilemia ngkn jo･keci a nku ･ke ci o･ rg1･1n 1
筏 の 上に テ ン ト 家の様 ア ンク の様な物を 作り
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eyim o
･ uneni btlS uloknTgi
･1e guguda
-jikiol血 m ogele n e n e･ mi derit1･Ⅹe n
筏 の 上に 旗を 磨かせ 高く 二十 の筏 を 出発 した ｡
e m eini olin ba･d de xuli･iti Buya nbira
･du
一 日 二十里
mitti血Ⅹuli･Ⅹele
六 日 進んだ｡
進み . プヤ ン 川に沿い
Gaijin･dule niu ta u nbabi,le
ガイジ ンまで 六 百 里 ある｡
gelento usia ngtl u n
･ nieyim o
･
uilenijari･ mi deriu･Ⅹele
各 頭領 達ほ 筏の 上で 歌う｡
alben･ miga 8 ejari･i出
兵も 共に 歌う｡
諦(6 0)
Ⅹeu ala x elila x eleix elila a x eleix eli1ala x elila xelila a xeleixelei
s agdis agdim o
･dt1･ uileni ei･ji et1･uyO e
大 大 筏に 乗り 東 - 流れる｡
Ⅹelila x elile ()i
jog
･d ule G aijnba･dulemie n e･Ⅹo e
故郷 - ガイジ ン - 行く｡
Ⅹelila a xeleixelei
m onojo e m e･rgi･1e eyiyo x on･du
我等は 帰る 村に
tuin emia nku 8 aktuljo-keci o･rgi･ Ⅹe
ア ン クを 家の様に 建てた ｡
gele n nio m o
･tlilemijefu･yiomi･uie 8k ul iayi
人 々 は 筏 の 上で 食 べ 飲み 好い o
x elilala x elila x elila x elila a x elei
yis ale
･
yite rgile yici
･
rgi Gaijin kere･du niyis a･Ⅹe n
見る間に ガイ ジ ン付近に 着いたo
emejo･ nigulun･ nisaktule血badlrle a se n site ･yi
家 の 人に 共に 女 子供に
Ⅹeleix elila a x eleix elei
諦終
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yicikic ･le dui
会える｡
ala ng(50)
eyi m o eyiGaijin･dtlyis a-x e
筏 は ガイ ジ ン に 着いた ｡
A血e q m eyito u sia n
･
yix ala･du
ア ン タ ア ジ ェ ン は 頭領たちと
e n e ga S e
一 緒 に 出て ､
ele x oto ngulun
･ 血 Ⅹa x a a s ens agdim a払 yisi kn 1isite s aktul
こ の村 の 人 男 女 老人 子供 皆
eyi m a ng血ejap･kere･dⅦ 止 yicikic ･ miagde n emi bi･1e
河 の 川辺に 見て 喜ぶ｡
eyiyu a nsyu ai YuHjo ngba r Ante ejin･ m e yicile ci･ c e
元帥 ユ ン ジ ョ ン パ ル は ア ン タ アジ ェ ン を 見なか っ た a
Eante tadu sagditou sin gomi
･dui Karlte de mio yicici
-G e n
カ ン タをそ こ に 大 頭領は 心配 した カ ン タが 見えない o
go ni
･dule gomi
･imi
心に 思うに
u nakami
どう した?
m edele･ mi de o ni m edel(∋･1e
問うにも どの ように問うか
tⅥin e mi dedirgane
･
c en
声もでない ｡
第 2 1草
ala ng(51)
gele n
･
gulu n u mbadu bake ci
･rgi･le agdene･rgi･ micinga nle11e
皆は 共に 会い 尊び 挨拶をし
yua n 8u ai Yu n)
'
o nbar m edele
元帥 ユ ン ジ ョ ン パ ル は 訊ねる｡
tln aka misagdiyuan suai
･
w eyici
･
r c e e m e
･
cia bie sisite･ w egaji･ rgi･ki
｢どう して 大 元帥を 見ない 来ない の か 私は 子を 連れてきた｡+
gu a n si
･1etou sia n･ni de x esule s agdito1Ⅸ ainbale
管理する 頭領が 言う ｢大 頭領は
en e
-Ⅹe
天 - 行 っ たo
ejin so ng n e u
･
yis o n訂 mieskn li bude
･ki mis o ng
･ mi bi･1e
ア ジ ェ ン は 泣き 弟を 泣き 死にそうなほど 泣いて い る｡
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m o n o e 皿 e
･k 皿 e-1e si血 gaji･u ･ku n e- x e ni
私を こ こ に来させて 貴方を 連れてくるように+
Ytlnjo ngbar doldi･ Ⅹe ngomi-i血 un u･le
ユ ン ジ ョ ン パ ル は 聞 いて 一 大変 悲し い ｡
eyijafe.i酢1 un . m enisaktulⅩoton tule･1emitadu bi･ u ･ku ne･le
捕らえた人を 村の 外に 居させ
gele ntotlSia n
･
yigtlkl m
･ 皿 e ni miami･ m e niyiciciki
･ miayijin e･ku n ele
各頭領た ちに 彼らに 見させ 良く扱わせ る0
gu血 n albe n
･
nigulu n
･
m emiⅩoto ntule･nia nko o･ku n e･ Ⅹemi
兵 たちを 村の 外で 野営させた｡
m e ne eyi Kerbuda xerbe
･ mi Ante ejin･dtl yiciqi･ku n e･ Ⅹe n
自分は カブダを 連れて ア ン ダ ア ジ ェ ンに 会わせた ｡
Ante yici
･1e Yu njo nbar
ア ン タは 見て ユ ン ジ ョ ン パ ル が
e m e site Kebuda･ w ega]1
･rgl
･1mieyi
子 カブダを 連れ帰 っ た こ とを
miamiusia･ 皿i8ite･i･ke cin eu･yi bude
･
Ⅹemibadtldule x erbe･Ⅹe n
彼が連れてきた子は 弟が 死んだ 場所 - 連れて行き
tu n ele so ng
･ m lJari
･ mi
泣き 歌うo
諦(6 1)
Ⅹeli1ala xelila x elila x euala x eleix elei
gulun
･
nigelen
･
gulⅦn
･ mis aktuls ong
･1e
人 々 人 々 皆 泣き
x elila x elei
eyibude
･
Ⅹenin et1･ mibude･Ⅹemine u･misaktd go血
･kiu n u-le
死 んだ 弟 死んだ 弟を 悲 しむ｡
Ⅹelei
mimin e u･yisagditou sia n
私 の 弟 大 元帥
Ⅹela
m ･u albe n e m etu m e n m olin 血 gu a n si
･1e
誰が 兵を 万 の 馬を 統 べ る o
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S a l■Ⅹe n
知 っ た｡
Ⅹelei
bi･ ni 血a ni si yisik ul i血 oda x a･sia n ci
私 の 彼 (弟)お前は 小さい時 親族を なく した ｡
as e ngade
-kido exele･ gulu n･dtljafu･ku ne -x e
妻を 撃と っ た人を 敵の人が 捕らえた｡
Ⅹelei
aki･yi bi isik ul i･du mi mi･ e nis agdi da o
･k une･Ⅹei
兄 私は 小さい 時か ら 彼を 大きく 育て た
esi mini m esike xuli･rgi
･
Ⅹei
今 私 だけ 残したo
X elei
esisi 皿 e nis止e･siedu e皿 e･Ⅹe n
今 貴方の 子が こ こ に 来た｡
gelen e nduli･gulu n
･niayiji mimi- w e
神速は 良く 私の
goni･iniayijiayide･rgi. knn e-1o
心を 慰めてください ｡
n e u-yi ayide
･ rgi･ knn e･1o
弟を 慰めてください ｡
Ⅹeleix elei
nell
-
yi Ka nte ergen
･
m emigaji･rgi･ u･kun e･1o
弟 カ ンタ の魂を 連れ帰えさせ給え｡
e rgen
l
m emiga沖rgi･ u ･ku ne･lo
魂を 連れ帰えさせ給え｡
Ⅹeleix elei
bi saktulayijake･ w e s u ndu ayi5i bu･ mi O n
私は 神前に 供物を 貴方に 供える｡
sa 皿an 印1u n
･ mie nduligultln
･ mis aktul ayiji
シ ャ
ー マ ン 達 神 々 に 良く
Ⅹeleix elileileix elei
諦終
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n e･1o
耽るo
ala喝 (52)
亜欄
Ante Ea nte･ ni btld･Ⅹemi･dunituine mitadu goni
･inide exele
ア ン タ性 カ ンタ の死 の祭壇で 悲 しんだo
ye m a cine
･Ⅹen tuinele gelen 由 Ⅹergelebi
･sitou sia ngultln
･ m e nix es u･Ⅹele
少 し経 つ と 各 手下の 頭領たちに 命 じた｡
uyin n olin
･ w e w a･u ･ knn ele, uyin suyan yix a n,
九頭 の馬を 殺させ 九頭の黄 牛を
uym x o血
九匹の 羊を
uyin ulgia n uyin tioko
9匹 の豚を 9羽の 鶏･
mie xe w a･ku ne･ Ⅹen
鴫を 殺させた o
eyiuls e xala
･ w e nis aktuluilemi n edele･ Ⅹe n
肉 類を (祭渡の)上 に 置 いた｡
uyin sia ngin m olin m olin yakte･ mi(s olgokte･ ni)
九頭の 白い 馬 馬の 毛
m olin ir由･ miyakte･ mi(irgi･ni)s aktula ci･ ule
馬 の 尾 毛を 抜き取り
台yitd e
･1e血
外 (磨) に
e m eguguda n ede
･ Ⅹemigugudajo･keci･ 血1e ni
高く 置き 高い 家の様な物の上に
]u S a m a n
-
m e
2人 の シ ャ ー マ ン
aS e n 8a m a n
‾
m e
女 シ ャ ー マ ン
Jn X a X a S a m a n
`
m e
2 人 の男 シ ャ ー マ ン を
eyigugudajo･ke ciuile･dulenitadu toki･u -ku n e･ Ⅹe n
高 い 家の 上に 上らせた ｡
n ede･x e n
置 い た ｡
s aul i･kimi
招き
tuin elejari･klln e･ini
歌わせ た｡
帝(62)
Ⅹeleix el止a x ele x eleix elila a xele x elila xelei
bude･ⅩemiⅩa ni･ m emie n e･ki tadu e x eji bi･le
死 んだ 魂は 行き そ こで 不遇だ｡
Ⅹeleixelei
x e rgeleI)i
･ six oto nto Ⅶsia n･ m e血
手下の 村の 頭領､
S aktulbatuletot1Sian gele n x ot n
バ トル , 頭領 ､ 各村 の
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bayu nguhn
･ m e血 組 k七山 e m e･r由･1e
裕福な人は ､ 来て
ayl gele n ayijeke･ w e n1止u ･Ⅹele
色 々 良い物を 送る｡
Ⅹelix eleixeli1eileix elei
eyitule
･1eni 血o･ 血 m a Ⅸ o nbi･1e,
庭 に 人が 沢山
gia yo x onうi balemisaktule me 芝ala
別 の村 場所か ら 来た人達
u rke n･ w etokun ･ nitou sia n s aktule m esia ngin bos u
･
w ebu ･Ⅹe n
門の 中央の 頭領 ( 門番)が 白い 布 を 与えた｡
Ⅹelila a x eleix elileix elila xelei
謡終
ala ng(53)
Ea nte b11de･Ⅹe niyila ni 血 imitoko n･du
カ ン タは 死んで 3日後 正午
Eerbuda ax a･nigul11n
･ niedu s aktulgir an
･
ni ke re･dumi bi･1e
ク ルプダと奴隷たちは そ こに 棺の 前に い る｡
edu gira n
･kere･du血 bi･sin ･du血
こ の棺 の 前に 居る時
〟
Ⅹe
JJ
e me n lO
｢フ ウ+ と - 人 の人が
e m e as e n nioylng
･Ⅹe n
女が 入 っ てきた ｡
eyiKa nte
･du gira n
･duleniyixa
･
Ⅹe n･dtl miaku re･ mideriu･Ⅹe n
の カ ン タ の 棺 の前で 進み 飽き
miaknre･ mi･du s o ng
･ mieskuli m a ngge
･jis ong･Ⅹele
･焼き 泣き 大声で 泣い た｡
eyi bin a
･
yi ba
･
yin e
･ mis ong
- x ele so ng
･ miso ng
･ mi kere･tadu dudule ･Ⅹemi
私 の 地 天 と 泣く 泣い て 泣い て そ ばに 横にな っ た Q
gelenmio x onjie n e･le rdami･ m etiki･ rgi･1e x o njix odaledulia nimi･kecixodale･kiti
皆は すぐ 駆け寄り 彼女を 起こ し すぐ 叫ぶ 半日位 叫んだD
s en e
･
rig
･ki
気が付い た
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e sigelen･gulu n ayijiyicici･Ⅹemi eyi mio esi Solaki e m e･ rgi･kid
皆接 見て こ の人は ソ ラカが 帰 っ たo
Solakix egelen nio umbadu bakeci
･ migas e cinganle
･1e
ソ ラカ と人た ちは 共に 再会 し 挨拶 した ｡
tuin e miayijiyicici･ rgi･ miedi do uji･ mi
よく見ると 夫の顔 を
ayュylCICl
･ rgri血
よく見ると
eyi miami do uji･ mie8kulix a m a cis eks e･ mi m a cibi･1e m a n紺 e-ji de gia･si da･syini
彼 の 顔は 少 し 血 の気が 少 しあり 多く 変わ っ て い な い の で
tuin ele m edele･ini Ka nte bude･1e adi imi da･ Ⅹa n
問う カ ン タは 死ん で 何日 経 っ ｡
eyigele nmio x estl
･imiyilanimida
-
x a n
人 々 は 言う 3 日 経 っ た｡
Solakieyituin emie m e c aule
ソラカは 一 杯 の
m ukeda･ u ･1e･ Ⅹen
水 を 注がせ
n a eyiya xe
-rgi
･itix ebeli･sikie m e okto･ w etati. rgieyiokto
･ w eya xe
･ rgi
･le
開い て 懐から 廉を 取り出し 薬を 開いた ｡
n adanfurgia n x a cin okto bi･1e
七 つ の 赤 い 種類の 薬が ある ｡
furgia n x acin tule･kecigajimiamiayiokto･ w eyilan ca ule arki to x on･d unibi
赤 い 種類を 外に 取り出し 彼女は 薬を 3 杯の 酒の 杯の 中に 入れ
sia ngin m uke
･
w ejis aktulcaule
白い 水を 湯春に
e mbale n ede･ini
入れた｡
Ea nte. m eKa nte yikte
･1emikanta n･ji n ale･jia ci･Ⅹe nyikte･1emiya･ r e
カ ン タを カ ン タの 歯は が っ し り噛み 手で 開き 歯を 開き
oktoI W e a 皿 n e･l nia m n e･d ule a m ne･du ･sikimin ede･ 14 6
薬を 口 に 口に 口 の中に 置いた o
n ad an caule a rki okto･ w e s aktulxebele･dule niyao
･
u
･k un e x e
の 七 杯 の 酒 の (杯の) 薬を 腹 - 流 し込む｡
Solaki te･1e eyi fumin a x a n･du alci-iniokto･imi Ea nte da o･k un e･1e n e･ mi
ソラカは 座り 北の オ ン ドル に 待 つ 薬が カ ン タに 効い てくる の を｡
146 元 da ole･Ⅹe n( 注ぐ) を B が訂正 ｡
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esigtdun a se n卯1un saktulⅩeStl- m e Xa S u Ci･ mie m e･rgi Ante ejin･du x edale･ Ⅹele
下女 達が 話を 伝えに 来た ｡
doldi･Ⅹe niesk uliagde n e
･1e x on3
'
i
聞い て 大変 喜び すぐ
el台 e m e･ Ⅹe n
こちら - 来た ｡
ア ン タ ･ ア ジ ェ ン に 言うo
u rketate･1eyiciciki
･ Ⅹen n e u･ mias ente･1ebi･1e
戸を 引い て 見ると 弟の 妻が 座 っ て い る｡
Solaki xergeleda ･Ⅹamite-1ebi･le nia ni- m emiyici
･1e aki･dui miaknre･ Ⅹe ni
ソラカは 下に降り 座 っ て 彼を 見て 兄に 脆い た｡
第2 2章
ala ng(54)
Ante Solaki Tacila Yu njonbar Xu rbin
ア ン タ ソ ラカ タチラ ユ ン ジ ョ ン パ ル フ ル ビ ン
gu a n silebaitetousia ngulu n
･ mim afu･s elgulu n･ niolin 囚mio
監督の 頭領 達と 老人達 20人余り
eyiK antegira n･ni ti･Ⅹala･ mie m e･ Ⅹemi edu yicikic ･iti
カ ン タ の 棺 の 人たちが 来て そ こを 見守るo
m aci bi･1e doldi･ Ⅹe n Ka nte xebuli･ni
I-
kilugulu kilugulu
･ ･
少 しすると 周い た カ ンタ の腹が キ ル グル キ ル グルと
tuin emidtlu a n n e-d ule
'
Ⅹu
''
n e･ mi sia nginjake･ w e miu･ Ⅹe n
中か ら口から フ - と 白 い 物が 出た｡
Solaki dili m a ci xenkisi･mi
ソラカは 頭を 少 し うなずき
.
e $ 1 e31n
｢アジ ェ ン を
ayiji yiciciki･1o
よく 見て ごらん ｡+
tuin elele e m e a n n e atekoljake･ w e
そ して 一 口 の 汚 い もの を
tuin e mi･du `e e n a e m
' '
ne
. m l
続 い て エ ナ エ ナ と
gele n nio･tikix esu ･imi
皆に 言う
Ka nte
"
Ⅹe n
”
n e･ mi
カ ンタは ｢- ン+ と
te meri･Ⅹe n
手探 っ た｡
Ⅹodale･ mi deriu.又en
叫び始めた｡
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dilga n e
I1e
音がするの を｡
e m edilga n e
. 玉e n
一 声出した｡
147 Ⅹodale･ mix od ale･ini
坤き 叫ぶ 叫ぶ. カ ン タは
nale･yitati
･ rgi
･1edelbe･yiuilemibos u da si
･Ⅹeni acl･Ⅹe n
手を 挙げ 顔の上 に 布 を 被せてある の を 取 っ た ｡
eleke yis aletura
-kini
ゆ っ くりと 目を 開けた o
Solakigele n甘1 un s aktuleyi jap-kere･dtmi EaHte･ W eyicici･iti
ソラカと人たちは 周りに集まり カ ン タを 見る｡
Solaki agde n e
･ min ale･ w ejiedin ale ･血jafu11e x e su･ini
ソラカ娃 喜び 手で 夫の 手を 掴み 言う｡
edi･si s ai･kisia Ea nte doldi･ Ⅹe niso ng
･ mi ⅩeSn -1 m
｢夫よ 気が付きましたか o+ カ ンタは 聞き､ 泣きなが ら 言うo
ちi asICl m
｢私は 大変
Sini･ w e m a ngge
･jigo血 ･ miu nku bake･yi
貴女を 大変 心配 し 病気に な っ た o
e si busikn ba･1enie n e･1e s血 ･ w o yicikicin e
･ mi gomi
今 鬼の 陰界 - 行き 貴女を 見た い と 思い ､
e si bude-ki de gomi
･
yiagdene
･le
死 んでも よい と 思 っ たo +
Ⅹe $1r miodi･1e
言 い 終わると
do uji･d miyis ale･ nis ogdtln･ misaktulm ar xon eui･ Ⅹe n
顔に 目に ■気に 沢山 流れた｡
Solaki s ai･1e ayi da･rgi･i migo ni･le･dui
ソ ラカは 知る 良くな っ たと 考え
e rge
･ mie m e･ rgi
･kiniI血 m olinsaktulgaji･rgi･kini
気を 出 し 人 馬 を 連れてきた｡
eyi an
e m eda n m a ng ge
-jis ogd un
一 度 大きく 気を吐い た o
erge は , 気 ､ 命だが ､ 命令ではない o
148 ko m aka x uyu
･ini x uyu
lle omi･kt me･ mi derin xen
人参 鹿 を煮て 煮て 飲ませた｡
eyias e n
･ 血 n ale･jim e n etadu Ka nte･ w e omi･ku ne 111･i Eante o m lIⅩe n
嚢は 手で カ ン タに 飲ませ 与えると､ カ ンタは 飲んだ｡
tuin e mieskuliayi da
･
x a nde re
大変 良くな っ た｡ 卓
der e･kere･dumite･rgi
･Ⅹe n aki- miyicikici
卓の側に 起き上がり 兄を 見る｡
147 B が｢病人の 声+ と いうo
148 馴ま､ ｢朝鮮人参+ と言う｡ 漢語にも ｢棒槌+ とある.
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gele n 癖 eyitou sia n x al ･ misak七山 ke re･du niyihTgi･1e yicikici･1e
各 頭領 た ちを 側に 立ち 見る｡
諸(63)
Ⅹeli1ala xelila xelilala xelia x eleixeleilei
讃終
esi Eerbuda yici
･1e ami sene･rgi
･ini
ク ル プダは 見た 父が 蘇 っ た の を
agde ne
･ miⅩo nji kere･dumie n e･1e miaku re･ Ⅹe n
喜び すぐ 側に 行き 脆いた ｡
Ka血 e yicile gomi
･du o血 bisin gomi･imi
カ ン タは 見て 心に どうした の か 思う
m edele･inisini･ misite･ nie
問う ｢貴方は 誰の 子だ｡+
Solaki j11 u･ sikie ne xes u･r e
ソ ラ カは 前に 行き 言うo
Kerbuda Gori･ mi) Ⅹesu ･1 n l
カ ル プダを 指差 しながら 言う｡
eylSi
- nisite･si nia ni en e･le
｢貴方の 子 で ､ 彼 は 貴方が戦い に出て
ju bia･kecibi･sin amile･Si baldi･x e n
2 ケ月 後に 生まれた｡
eyュa rn lJu a nJu Se
今年 十 二 才｡
bi miamigerbi･ku ne･ Ⅹei Ke rbuda ne･ miⅩodale-i
私は 彼を 名づけて ク ルプダと 呼ぷo+
Ea Ⅱte doldi･le
.
ayl]lyicici
･1e siteyicici
･
Ⅹe n
カ ンタは 聞い て よく見る 子を 見た ｡
agden emisite･yinale
･
w e血jafe･ini
喜んで 子を 芋で 掴んだo
帝 (6 4)
Ⅹelila a x eleixelila a x eleix elila a x elei
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nia nis aktulsai･ki血
彼は 知 っ て い る｡
eyisia s en
･ 血 Solaki 血a血 mi mie rge
･ m emie m e･rgi･ u ･k un e･ Ⅹe n
これは妻 ソラカが 私の 命を とり返 らせたこ とを｡
Ⅹeli1a xelixeleixelila xelei
esiniani bei.dllmisaktulayiji da･ r e n･ki血
彼 の 体が 良く 回復 し､
tergele
･ni d ulemio cikoli da･Ⅹa n
服 の 中が 暑く な っ た｡
Ⅹehlala x ela x eu.ala x eleix elilala x elei
miamitergele
.
yiuisikitti
･ rgite rgele
･
yititi
･ rgi
･Ⅹe ntuin elaci-x e ni
彼は 服を 上 に 着た 服を 着てい た の を 脱い だ｡
Ⅹelila a xele x elila a x ele
esi Ante ejin gele nmio s aktulsia ngin bus o･yia ci･1e･k un e･Ⅹe n
ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 人 々 に 白 い 布を 脱がせた｡
gele nmio agde n e
･ mi duritr立en
人 々 は 喜んだ｡
Ⅹelila a x elix elile
諦終
ala ng(5 5)
An去e
ア ンタは
eyia m adiin goni
･imi de o ni bi･Si de s ai･Syen
こ の数日 考えるが どうなの か わからない ｡
yadebaite
-
w ede giade 8 aktul Yu njonba rgu.a n Bile
-ku n e･Ⅹe n
どんな事も 別 の革も ユ ン ジ ョ ン パ ル に 管理させた｡
esi Ka nte baldi･ rgi
･kimi Solaki site･ yiga]1
･
rgl
･ mie m e･rgi･kini
今 カ ン タが 生き返り ソラカが 子を 連れて 帰 っ てきた 0
gele n niojog･ 血 tl mbadtl ayiji da･kimi e 8k ul i
皆は 家に - 緒に 良くな っ た の で 大変
agde ne
･1e
うれ し い ｡
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Ea nte
カ ン タは
S e
Solaki
ソ ラカが
ayi
･jinei･du nitako･ rgi･1e
よく そ こで 面倒をみ ､
1 49eyi knsule･ki da･kini
世話をすると 力強く なり､
aki･ nin etl･yie血badu e8k d iagden e
･rgi･1e
兄と 弟は 共に 喜んだ｡
蒲 (6 5)
Ⅹeleix elila xeleixelila a x ele xelile xelei
帝終
e meimi Ka nte aki･tiki xes u･imieyigele n
･
gulun
･
m e eyi bt1･iti
ある日 カ ン タは 兄に 相談 し 皆に 褒章を与える｡
ju a x a ndu ayijix esu ci･1e tousia ngulun･ n e x e rgi bi･si釘Ilu n･ m e
2人 兄弟･ 良く相談し 頭領たちに 手下の人たちに
8 aktultadujake･ w e bu ･yi a m adii血ami･ Ⅹiki bi-k ni
そ の 場で 貨を 与えた ｡ 数日後
gele ntululebi･siyo xo n xoton
･ mito u sia n･ m e
各 外地の 村 街の 頭領に
s akttl e m e･rgi
-ku n e･1e e mbadu
みな 来させ 集め
su njiainida o･ knn e･1e
五 日 待たせた｡
butijulu arkis olgis aktulgele n血o ayijiomi･ku n ejefu･k un e
我ら 二人 酒 肴を 人 々 に 飲ませ 食 べ させた｡
tuin elebutiete･Ⅹei baite･ w e x e s u ci･tlyi esigele nnio saktulagden e
･ mi deriu･Ⅹel
我ら勝 っ た ことを 宣言し 人 々 は 皆 喜んだ｡
esi Kante yni
･
rgi
カ ンタは 立ち上がり
mi血e uke･ yi debude･ Ⅹe n ekecia rn eduoda･ Ⅹa n
私 の 兄嫁は 死んで 多くの年が経 っ た｡
mi miaki-yi Ante ejin a se nde a n ci
私 の 兄 ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 妻が いな い o
bi go ni･yieyi Ta c止a･ w emiami･dule as e n da .kun e,le
私は 思うに タチ ラを 彼に 要ら せようo
149 ｢世話をするJ とB が言うo
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gele n血otia x ele
･
yl a n Cio
人 々 は 賛成か 反対か ?
Ⅹestl
･
mi m ete
･
(治n
(反対を) 言わない o
gelen nio 8 aktulnale
･
yi fa cikala
･ miayin e
- miⅩodale･ mi deriu･Ⅹe n
人 々 は 手を たたき 同意 した と 叫んだ｡
yu njo nbaryu a n s u aiyili･rgi
･1e 函 Ⅹe su･imiejin- m e ayijin ele･le
ユ ン ジ ョ ン パ ル元帥柱 立ち上が り 姉に 言う ｢アジ ェ ン を 大切に｡
te n eleto n okisiu ndegde
･imierin らllembadu e m e･le
翌日 太陽が 昇 っ た 時 貴方方は 共に 来て
ba･tikin a-tiki miakure･ miedi･ a s e nda･Ⅹati
天に向か い 地に向か い 焼き 夫婦となる oJ
eyiyila ni血 s auli
･
Ⅹe n
日 婚礼をし
gele n nio Ante ejin gele nto u sin gulu ･ m e
人 々 に ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は 各 頭領に
b111Ⅹe n)
賞を与えた ｡
gele n nio s aktulagden e
･iti
人 々 は 喜び
a mi 1e furgia nyakte x oto n･du ejin･ nias6n ･ m e ni
後 赤毛 村の アジ ェ ン の妻を
eyュYu Hjo nba r･d11 tadu
ユ ン ジ ョ ン パ ル の 所 の
eyi Erbaile a se n
･
m emi
エ ル バ イ ラ の娘を
yax a nda o
･k11n e･iti
下女に させた ｡
Ⅹu rbin･du bu･ Ⅹeti
フ ル ビ ン に 与えた｡
gelen tousian xala
･ mis aktuleyia 8e n
･du bake･1e
各 頭領 たちは 女を 得て
tuin ele m e n ebi･si ba･d ule x erbe･ rgi
･1e
自分の 領地に 連れ帰る｡
Ka nte agde n e
･ m l]ari
･ mi deriu･ Ⅹe n
カ ンタは 喜び 歌う
諦(6 6)
Ⅹelila x elila x elilala x eleixelilala x elei
eyie8ie metorki
･ Ⅹe n･ke ci da･Ⅹai
今 夢をみた様 だ｡
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Ⅹelilala x elila xelila a x elei
bu niu e m edan xuli･Ⅹei
私は 陰界 - 一 度 行 っ たo
xelilala x elila x elei
mi mias en･yl mi mi
･ W e X O血 meylgaJl･rg1･ Ⅹe血
私 の 妻が 私を 魂を 持ち帰 っ た ｡
Ⅹeleixeleixelila a x elei
eslgelen s a man
･ mienduli- mis eu n･mi kata n
各 シ ャ ー マ ン の 守護神 霊は すごい力だ ｡
e8ieyioktoI W e･ mi
薬を使い
mini･ w egaJl
･
rgl
･Ⅹe血
私を 連れ帰 っ た｡
Ⅹelila x eleixelila a x elei
ni血. w eyiyicile
･
c ei site･yisite yicikic
･ Ⅹei
私に 会 っ た事の ない 子 に 子 に 会 っ た｡
Ⅹelila xelila a x elei
esiayijibaldi･ u x e n
よく 生き抜き
ayijibaldi･u x e n
よく 生き抜いた ｡
Kerbuda
ク ル プダo
esi,jia mi 1e.kiti forg un
･
tiji baldi･ nyi baldi･ uyi
今後 幸福に 暮らす 暮らす｡
mi migo ni
･
yieskuliagden e
･1e･Ⅹeyi
私の 心は 青んだ｡
esiage
-
yias en
･ i Ta cila
今 兄の 嚢 タチラ｡
Ⅹeli1ala x eleix elila x elei
miani･ m emiti,gⅦ1u n
･ miayiji for耶.n
･ji baldi･ n ･kun e･1o
彼 を 幸福に 暮らさせたまえo
etikia mi･siki bu em ejo nie mbadu agde n e･ mi(baldi･ uyi)
今後 我ら 一 家 共に 楽 しく 暮ら し
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150 baldi･sye
乞食 の様に 暮らさない ｡
Ⅹehla x eleix ehlalalⅩelila
蒲終
第 23章
ala ng(56)
eke ciimiⅩonji da･Ⅹami
こ の様に 日は 早く過ぎ
tuine miadia rn e da ･x a n
多く の 年を 経 っ た｡
eyia m e･ ni Ante ejin
こ の年 ア ンタ ･ ア ジ ェ ン は
miujt1S e-le da･Ⅹa ni
6 0 歳に な っ た｡
ju bia su njiaimi･dumi btlde･ xe n
二月 五 日 (ア ン タは) 死んだ｡
tierin Ea nte gomi
･ miesk ul iex eletong gu un u･le
こ の 時 カ ンタ の心は 非常に
go ni
･
rgi
･1e
思 い起 こすと
yisikuli
･dui
小 さい とき
胸が 痛んだ｡
a 血l a m
母 父 に
bnde･ku ne･le
死なれて
aki mini･ w e uji,又e n sagdi da o･k un e･ Ⅹe n
兄は 私を 養い 大きく 育て た｡
eyi bi xe miami･ m e nix aiayijine･ mi da- c e n･dui
私措 まだ 彼に 恩返 し しない 内に
m a m e ne
■
Ⅹe n
彼は 逝 っ て しま っ た ｡
e m e rgele gomi
･ rg1
- mie m e rgele so ng
･ini
こ思 い起 こ しながら 泣 いた ｡
Ta cile Solaki e mergele so ng･ mi e m e rgele xe su ･1e
タチラと ソラカは 泣きながら 言う
e]lgOmi eJlgO ni
･le 繭 161･1etuin emis o ng･ Syeda-x a ni
悲 しまない で 悲 しまない でと 勧める 泣きやんだ ｡
eyi bude
･ Ⅹemi baite . w emi8 aktuln e･ miodi･le
葬･ 儀を し終え
180 ｢乞食+ の意味と B は言うo
161勧 (漠哲)ayi･jix e8 u･ki8i と言 い換えるこ とが出来ると B が鋭明｡
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Y unjo nbar Xtuba r 区画与2 gu an sile gulun Ⅹer由ユe gelento u 8ia ngulu n
ユ ン ジ ョ ン パ ル フ ル パ ル 管理する人と､ 手下の各 頭領 たちが
em e e m e
･dule n mbadtlKa血 e･nix e8tl･iti
来て 一 斉 に カ ン タに 言う､
e si A血 e ejin bude･Ⅹe n
ア ン タ ･ ア ジ ェ ン が 死 に ､
gele nmio simi
･
w e e]m
皆は 貴方を アジ ェ ン に
Ⅹoto n
･d ulemiejin a ncida･Ⅹa n
村に アジ ェ ン が い なくな っ た｡
daoIku n e･1e
させた い ｡
Ea Ⅱte gelen nio xes n･dui
カ ン タは 皆が言うことに
Ante ejin as enrmi Ta cile
ア ン タ ･ ア ジ ェ ン の嚢 タチ ラは
tia x ele･Ⅹe ni
応 じた｡
eyl arn egOSin 血 se
今年 三十六歳､
tuin emia skete edi･mia n ci da- 又a n a ci･r Sye n
若 い 夫が 居なくなるの は よくない ｡
eyl 1mi miami･ m emi n et1･ mia8 en･jin eu･le asen ∵山
こ の 日 タチラは 弟の妻
Y unjo ngba r国as e n･ i Fu cadedn
ユ ン ジ ョ ン パ ル の秦 プチ ヤ ･ ダ ドに
eyi s ong
- mi Ⅹe su･ini
泣 い て 言う｡
ami 1e Fu cadedu eyi b ait
･
w eYu njonbar x esu･Ⅹe n l
後で フチ ヤ ･ ダ ドは 事を ユ ン ジ ョ ン パ ル に 話 した｡
Y unjonbar Xtubin 巨酔
ユ ンジ ョ ン パ ル は フ ル ビ ン と
yila nmio e mbadu xes u ci･iti
三人が 共に 相敬した｡
gu a n sile･yito u sian
･
yi x od ale
･
rgi･1e
管理する頭領を 呼び ､
m ･nio･ 血 baite･ 血 koli･ ni
ホジ ェ ン の 物事の 規則では
ぬ nte ejin eyiejin a sen ･ m emi bude･Ⅹe n ejin ase n･ m e血 gade ･rgi･ 血 a ci･le
カ ンタ ･ ア ジ ェ ン が アジ ェ ン の妻を 死んだアジ ェ ン の妻を 婁るの は 正 しい ｡
tu m aki匡壷針64 払 nte･dule en e･1e x estl･yi
翌日 彼らは カ ン タ の所 - 行き 言う､
152藩 (漢語)
163 和 (漢蕎)
164ti･gulun が 正 しい o
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ti･guln n eyi baite
･ w eEa nte e3
'
in x es u･Ⅹele
彼らは こ の事を カ ン タ ･ ア ジ ェ ン に 説明した ｡
Ea nte doldi･1e tia x ele･ syen
カ ン タ柱 間いても 応 じない ｡
Ⅹo njie m e･1e Ea nte x e st1･imi
す ぐ 来て カ ン タに 言う
Solaki sa･1e 台yi ba辻e
･
w eda･ Ⅹei
ソラカ の 知る 事に な っ た｡
eyi Ta cila butiaki de a se n da
･ Ⅹami
｢タチラは 私た ちの兄 の妻 だ っ た｡
e siti sinia ni･ m e血 edi･a s e n
それは 貴方と彼女が 夫婦に
da o-ku n e･Ⅹe ni
させられ る｡
Tacila a sikte si tia x ele･ sye n
タ チラ杜 若く ､ 貴方が 同意 しない ｡
Earlte doldi
カ ン タは 聞いて
esiakini bude･ Ⅹe血
兄が 死んで
tui mio o nin e･ u･ku n e･Si
人に どうされるか+
eyi baite
･ w edoldi･ Ⅹeyiyade x esu
- c o n
こ の事を 聞いて 何も 言えない o
gelenmio saktuleke ci xesu
･letuinemitiaxele･sye ndetia x ele
･
Ⅹe n
皆は こ の様 に 言うの を 応 じざるを 得ない ｡
eyigele n
･
gulu nyila nbiaju a n s u njia eyi imie mbadu baldi･le･ku n e･yiti
皆は 三月 十五 日 共に 祝福され
edi･ a S e nda o･ktln e･Ⅹiti
夫婦と なっ た｡
辞 (6 7)
Ⅹelila a x elila x elna x elilala x eleix elileix elei
帝終
eyierin
･d11yis a
･
c e n
.du gelento u sian gultm a rki
･
w e s olgi･ w e s aktul belci･ Ⅹe n n ede･ Ⅹe n
それ以前に､ 着かない 内に 各頭領達は 酒 肴を 準備 した ｡
tierin ･du yi8 a
. Xemisiun furgia n7
'
i 磁 166･Ⅹemigelen totlSian ･ miⅩala ･ni巨壷召
そ の 日になると 太陽は 赤く 照らし 各 頭領た ちが 来て
Ea Ⅱte Ta cile e mbadu ba･dtl n a･du miako re･ mi
カ ン タとタチ ラは 共に 天 地に 焼き
edi･a s e nda -玉a n
夫婦と な っ た ｡
gele nmio Ea nte ejin x es u･imi Solakisagdia se nTa cileju as e n･ yi
皆に カ ン タ ･ ア ジ ェ ン は 言う ソラカ は第 - 妻 タチラは第二妻｡
166元degde (昇る) をBが訂正 o
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bu yila n e mbadu a rki
･
o mi･1elaoke･1e
彼ら三人は 共に 酒を飲み
Ka nte Yu njonba r
こ カ ン タは ユ ン ジ ョ ン パ ル を
tierin olin e me se Xu rbin
そ の とき 二十 一 歳 ､ フ ル ビ ン の
蒲 (6 8)
Ⅹelila
諦終
adi a rn eda･ Ⅹe n
多く の 年が 過ぎ
話 しをする｡
toll si且n 166da･u -k un e･1e
東 の役所の頭領に させ
olin e m e s esagdia se n site
･migade･ knn e･Ⅹe血
二十 - 歳の 長女を 要らせた o
Ka nte ejin de xiyila n s e
カ ン タ ･ ア ジ ェ ン は 四十三 才で
tierin e m ebia olinsu njiaimi･dumi
そ の 時の 一 月 二十五 日に
nia ni Solaki･ji
彼と ソラカは
e mbadllt¢･1e
共に 座 り､
arki･omi･ mi bi･1e edia se n edu te･1e o mi･ mio mi･ mi
酒を 飲んで いた とき 夫婦は
tu･gulu miamisite
･ niEe rbuda
彼らの 子 クプダは
m 止bu･Ⅹe
埋葬した ｡
157 ami 1e ejin
そ の後 アジ ェ ン に
座り 酒を飲みながら
Ⅹe rbe･ migele n
･ mio n aini･ m e
皆を 連れて
dao･kini bolo erin
な っ た｡ 秋
Ⅹu rbin ･ m e x e rbe ･ miu rke n･dule adinio e n elle w a･keci･Ⅹeti
ア ル ピ ン を連れ 山に 多くの人を行かせ狩 をした o
e m e xuli･ mi Ⅹuli･ miyici
･Ⅹe nem e Odin s agdiedin e m e･Ⅹe n
進み 進み 見ると 風が 大風が 吹い てきて
tuinemisyolunjolo fu 1gi･i血8 aktuI degde･ miduriu ･Ⅹe n
砂 石が 吹き 飛んだ｡
ba･deyicikici
･
sye nda
･
Ⅹa n
空も 見えない ｡
b11de ･Ⅹele
死 んだ｡
ule･sikix erbe･l
神前に運び
Kerbuda ejin
カブダ ･ ア ジ ェ ン は
n a･du ya
･debi･si de s ai･ 野en
地上 の 何処に居るの か 分からない o
Ke rbuda bosiku-yix erbe
･ miyale enede s ai
･
syenda･ Ⅹami
カブダは プシ クを 連れて 何処 - 進むか 分からなく な っ た｡
15 6元juletadu (南の役所) を､ Bが訂正o
157 元 払so ngle ｢発送 (漢語)+ をB が訂正 したo
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tuin emieyierin e m e 皿 0血 8 ejin edin･dulu d de nimiu･ Ⅹe n
そ の とき - 台 の馬車が 風の 中から 出てきた.
uile血 te･Ⅹe血 e mexaxa e m e a s e nju 血o
上 に 座 っ た 男
Eebuda bosikt1
カ ブダは プシクに
女 二人が 乗 っ て いた｡
ui･ sikienelle (Ⅹokto) m edele･ki血皿 edele･Ⅹe
上 に上 らせ 道を 尋ねさせた ｡
ti bu si lme m e･ rgi
･1e
プ シ ク は 戻 っ てきて
Ee rbtlda･tikix es u･i血
カブダに 言う､
s ejin.dubi･sitinio xaxa･ 血obaldi･Ⅹe血 e m e･tikiejin ami･Si keci bi･1e
車に乗 っ て い る人 男の 人は あの ように 貴方の父 に 似て い る｡
Kerbuda doldi･ x e n x o njim olin･d uletoki･1e
カブダは 聞い て 直ぐ 馬に 乗り
S ejin･kere e n e
車 の方 - 行き
s ejin･ m e a8 ekte･1eyicicikin ya osiki a siktede
車を 追い 見るが
Ke rbuda gomi
･inie 皿 e･1e
カブダは 思う 来たが
どの方向に 追 っ ても
ylCIC1
'
C e n
見えない
yicikic
･
Byei
見えない ｡
yade yicici･c e n
何も 見えない ｡
eyiju mio 匡頭168e nduli8 a m a n.ki
こ の 2人は 神 シ ャ ー マ ン の
tuine miamieni e nd ul i da･le n e･ Ⅹele go ni
･imi
父 母が 神に な っ た の かもしれない と思 っ た ｡
miamiⅩerbe･ mi bt18iku agdene
･ mi m ete･8ye n u rke n x ergele
･sikie n e･ Ⅹele
彼は ブシタを 連れ 喜 べ ず
Ⅹerbin eyi wlo･(a nku)･kere･d mia cilebi･1e
ヘ ル ビ ンが 草ア ンク の近くに 待 っ て い た｡
u m ka mie m e･rgl
･
8yen
そ っ と 帰らない ｡
Kerbuda xe st1-imi
カブダに 言う､
esi hl eSikuligomi
･
m eya e x el x o nji
｢私たちは 心配 して 直ぐ
山楚 - 行 っ た ｡
uke8in･kimi x odale
人に 命 じ
eyi furgi
･inijake･yi gele nmio gelt･ rgi･1e anci
吹い てきた物 を 皆 探 したが 何もない ｡
16 8可是 (漠帯)
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tuine mi e mbalebake･rgi
･1e eme･ rgi
こ こ で 出会い 帰る｡
Kerbuda
カ ブダは
Ⅹokto m edele･imi
｢道を 尋ねた とき
yim e
･
jakebaite 血 Ii由
一 体何 事が 起こ っ た か ｡+
tadu yici
･Ⅹen sejin･d11te･ Ⅹeminio e sik ul i
そ こに見た 車に 座 っ た 人は
minia mieni ked e 皿 edali e nedie rintadu guida mi de m edele
･cen
私 の 父 母に 似て い た｡ その とき そ こ で 長い 間 ( 自分で) 聞かなか っ た
e n･siki m edele･xeia
自分で 尋ねたら よか っ た の に (後悔した)0
Ⅹu rbin doldi･ⅩemiⅩeS u･inix o njiene･1e gira n･ m e Di de mgele･itiyicikic ･uyi
フ ル ビ ン は 聞き ､ 言う すぐ 行 っ て､ 棺を 開いて 見ようa
yicici
･1etile s ai･ uyl
見れば それが 分か る.
Kerbudadoldi･ Ⅹemituinemigelen血 o
カブダは 聞い て 人を
Ⅹonji m olin.du toketi･ku n e･Ⅹele
直ぐ 馬に 乗り様に命 じ
dollbt1･dujo･jule x oto n･dtLle e n e･ Ⅹele
夜 のうちに 家 - 村 - 行 っ た o
tu m akie rdeti･gele n nio s aktulejin Ka nteSolaki･血 gira n･dulemi e m e･Ⅹele
翌日 朝 彼らは ア ジ ェ ン カ ン タ ソラカ の棺 の所 - 来て ､
gira n･ m emi de mgele･1eyicici･ Ⅹe血 d ule血 yade a n ci
棺を 開けて 見ると 中に 何も ない ｡
gelen gulun x o nji miakure･ mieyi･jijule･kisi miakure
皆 すぐ 聴き 東 南に 額ずく｡
se･ mis agdi to u sian gulu ns ai
･1e
年老 い た 頭領たちは 知 っ て い る
eyi Solaki fusian
ソラカは 狐仙であり
血amieyis血
11e･ mim a rx o n ejin ･ m e niami･ m emigas exerbe･1e e ndul i da･kiti
彼女は 術が 多く アジ ェ ンと 共に 連れだ っ て 神に な っ た と｡
Kerbtlda a mie ni endul i da o･kⅦn e･le
カブダは 父 母が 神に 祭り
e sik ul iagden e
･ mi deriu･Ⅹen goni
･duyi
大変 喜んだ 心で｡
諦(6 9)
Ⅹelila a xelila xelila x elila a x elila x eleix elilei
169元 Ⅹokto m edele･1eyicicilleda･Ⅹan ･d ule da･Ⅹ an をB が訂正 o
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mini a m l･ yl S a m a n minieni･yifusia n
私 の 父は シ ャ ー マ ン ､ 母 は 狐仙 ､
tijulu e n eJ
'
ala n
2人は 一 生
gele n nioke cie血badu eyibaldi
･ mi odi･ Ⅹeti
人 の ように 一 緒 に 過 ご し 終えた｡
Ⅹelila a x elila xelalila x elei
tuin emi m un u･ w ega 島e ayiji baldi. u -k un e･iti
私たちを 共に 生かせ る｡
m un tLgele ngulu n
･ 血 forku n･jigoro･jiba14i･u ･ knn e･iti
私た ち 幸福に 長く 生活させる｡
Ⅹeleixeleix eleix elileix elei
nia ni･ m emiju s agdigul1皿 bude･1e endulida･ Ⅹami
彼ら 二人 老人は 死んで 神に なり
bale tukti･Ⅹeti
天 - 上 っ たo
x elila a x eleix ¢lila a x eleixelei
a mie ni･yiba
･duleniay171
● ■ ●
■
父 母杜 天 に
fTo rk un･jitu m e n a rn e･ iayi.ji baldi･1o ayi･ji baldi･1o
幸福に 万 年 生きろ 生きろ｡
Ⅹelila x elila xelilala x elei
fo rknnうitu m e n a rlle Ⅶiayi･ji baldi･1o ayi･ji baldi･1o
幸福 に 万 年 生きろ 生きろ｡
諦終
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gelge n
個功
